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「『かけおち』ね。そうでしょう？」







　大陸東部の都市間を繫つなぐ急行列車。

　その二等車のコンパートメントには、ヤムセとリティーヤの他ほかに、一人の少女が乗り合わせていた。十歳前くらいの身なりのよい少女で、背筋をぴんと伸のばしコンパートメントの座席に座り、真っ直ぐにヤムセを見つめている。

　自分の予想が肯こう定ていされるのを待っているのだ。

　ヤムセは駅の貸本屋で借りた三文小説から視線を上げ、向かいに座る少女を見やった。彼の隣となりでは、リティーヤが車体の揺ゆれに合わせて頭をぐらぐら左右に揺らし、居い眠ねむりをしている──と、緩ゆるやかなカーブの揺れを受けて、その頭がヤムセの肩かたに載のった。

「駆かけ落ちではない」

　ヤムセは不ふ機き嫌げんそうな、迷めい惑わくそうな顔で、リティーヤの頭を反対側に押し戻もどした。

「あら。そう？　ごめんなさい、じゃあ夫ふう婦ふなのね。でも結けつ婚こん指輪はしてないの？」

　その時また車体が揺れて、リティーヤの頭が再びヤムセの肩に載った。ヤムセは乗車以来何度目かになる同じ作業を幾いくらか乱暴に繰くり返し──リティーヤは勢い余って車窓に頭をぶつけた。

「ぐぎゃ」

　聞こえてきた呻うめき声をヤムセは無視し、ぶっきらぼうに言った。

「これを嫁よめにもらった覚えはないし、予定もない」

「まあ。それならいったいなんなの？　兄きよう妹だいにしては似てないし……あ、もしかして『あいじん』？　そう、わかったわ、『あいじん』なのね」

　少女は得心したように深く頷うなずいた。

「そっちのおねえさんは若くて綺き麗れいだし。そう、そうなのね。あ、でも安心して、私は誰だれにも言わないから。夫婦なんて所しよ詮せん形だけのものだものね。でもおねえさんの方はそれで納なつ得とくしてるの？　それともおじさんが一方的におねえさんをもてあそんで……」

「い、痛い……」

　少女は、その声に口を閉じた。

　ヤムセに突つき飛ばされたリティーヤが、ぶつけた頭をさすり、落ちた帽ぼう子しを被かぶり直し、呻いていたのだ。

「うう、あれ？　先生、あたしなんかここに瘤こぶがあるんですけど」

「ほう。それは結構なことだな」

「はあ。いつぶつけたんだろう……うわ、どんどんふくらんでくー……」

「……『先生』？」

　唐とう突とつに口を挟はさんできた少女を、リティーヤはびっくりして見やった。少女の顔を見て、ああ、そういえば、このコンパートメントには先客がいたのだった、と思い出す。

「もしかして先生と生徒だったの？」

　少女は、リティーヤの方には構わず、ヤムセへ向かって詰きつ問もんするように言った。

　彼は一つ頷いた。

「そうだ」

「まあ」

　少女はピンク色の帽子の下で目を丸くして、向かいに座る男女をまじまじと見つめた。黒くろ髪かみの年かさの男──ヤムセは泰たい然ぜんとして本を膝ひざの上に置いて座っている。金きん髪ぱつの若い女──リティーヤの方は幾らか困こん惑わくした顔だ。そのアイスブルーの目はすっきりとした冷たい印象があるのに、同時にどこか温かく、柔やわらかな光を宿している。

　少女はリティーヤからヤムセに視線を移し、呆あきれを含ふくんだ、やや鋭するどい口調で言った。

「生徒を『あいじん』にするなんて、なんて破は廉れん恥ちな男なの」

「…………は？」

　リティーヤは呆ぼう然ぜんとしたようすで聞き返し、ヤムセは深く頷いた。

「そう言うと思ったんだ」
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　少女はませた仕草で顎あごに手を当て、ため息をついた。

「世も末ね。教師が生徒を『かどわかす』なんて」

「拐かどわかす？　あんたよくそんな難しい言葉知ってるねえ」

「おまえより語ご彙い多そうだな」

「いやいや。俗ぞく語ご限定なら勝てますよ」

「それは素す晴ばらしい」

　ヤムセは感情を込めず、本から視線も上げず、口中のドロップを頰ほおの片側に寄せて言った。

「で、先生、いつあたしを拐かしたんですか？」

「明後日辺りだろう」

「へー、知りませんでした」

「何しろ明後日のことだからな」

「なあに、ひそひそと」

　リティーヤとヤムセが意味のない会話を繰り広げていると、少女が訝いぶかしげな顔で口を挟んできた。置いてけぼりで寂さびしくなったのだろう。

「言い訳を相談してたの？　でも必要ないわよ、『ほんさいさん』が来たら私がうまく言いつくろってあげるから。ね、でも今だけは本当のことを教えて。おねえさんは先生さんの愛人で、今は出張に愛人同どう伴はんさせられてるのよね」

　ここまで言われるともういっそのことうんと頷いてやりたくすらなったが、リティーヤはぎりぎりで思いとどまって首を横に振ふった。さすがにヤムセの愛人にはなりたくない。

「ううん。あたしたちは普ふ通つうの先生と生徒で、今は調査旅行の最中なの」

「……本当に？」

　少女は疑わしげにリティーヤとヤムセを交こう互ごに見る。

　だが、少女がまた何か言う前に、汽車は多くの人々で賑にぎわうプラットホームに滑すべり込んだ。

「まあ、もう？」

　少女は窓から顔を覗のぞかせると、目的の駅名を見付けたのだろう、慌あわてて自分の旅行鞄かばんを抱かかえて扉とびらを開けた。コンパートメント間を繫つなぐ通路はないから、扉を開けるとすぐにホームに出る。

　少女はぴょんとホームに飛び降りた。

「おねえさん、私もう行かなくちゃ。『ほんさいさん』との対決助けられなくてごめんなさい。先生さんと仲良くね！」

「はいはい」

　まあ仲良くするくらいならいいだろう、と思い、リティーヤはそれには頷いた。

　だが、少女は笑え顔がおで別れを告げた直後、ふと脇わきの方を見て、顔色を変えた。

　そして、慌てたようすで再び汽車に乗ってきた。

「え？　どうしたの……」

「あっ、ちょ、ちょっと気が変わって」

「ほう。それは」

　コンパートメントの入り口から顔を出して外を見ていたヤムセが、いつもの調子で呟つぶやいた。

「これと関係があるのか」

　そう言い終えた後か、終える前か──。

「ミレイジュ・シーカー！」

　声を荒あららげ、コンパートメントの中に踏ふみ込んできた男がいた。

　瘦やせた長身を黒いフロックコートに包んだ、眼鏡めがねの男だ。まだかなり若いように見える。

「魔ま導どう書しよはどこだ！」

　男はコンパートメントに入って来るなり、少女の腕うでを摑つかんで汽車から引きずり下ろそうとした。

「あんた、小さな子に何すんの！」

　リティーヤは驚おどろいて叫さけび、男ともみ合いになった。男は舌打ちし、手にしたステッキを振り上げた。

　だが、ステッキが振り下ろされる前に、ヤムセがその先せん端たんをぱしりと摑んだ。

「まあ待て」

「手を出すな！」

　ヤムセの方は大して力を入れているふうでもないのだが、男はステッキを奪うばい返せないでいる。男は苛いら立だち、ついに両手でステッキを摑んで引っ張った──その時、無防備になった男の顔面を少女が持っていた鞄で殴なぐりつけ、ヤムセがタイミングよくステッキから手を離はなした。

「あ」

　男はバランスを失い、後ろへ倒たおれそうになる。扉を摑んで堪こらえようとしたが、ちょうど汽車が発車するところで、その揺ゆれによってホームへ転がり落ちた。

「～～～～～～！」

　打ち付けたらしい後頭部を押さえ呻く男を置いて、汽車は駅を離れていった。

　そしてコンパートメントには、呆然と床ゆかに座り込むリティーヤと、肩かたで息をしてリティーヤに抱だかれる少女と、なにくわぬ顔で再び三文小説を読み始めるヤムセが残された。

　車窓には、やがて再び緑の畑が見えてきた。
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「まあ、つまりね」

　座席に戻もどった少女──ミレイジュは、なにくわぬ顔で言った。

「あの男は私の『あいじん』だったんだけど、男の『ほんさいさん』にばれちゃって、別れることになったの。でもあの男はそれをいやがって、別れないって言いだして、私を追っているのよ。私ってほんと罪作りな女ね」

「え、えええ!?」

　伸のびきらない手足やあどけない顔のどこら辺が罪作りなのかと疑問に思うよりも、こんな若さでそんな修しゆ羅ら場ばを経験するとはさぞ辛つらかったに違ちがいないと思ってしまい、リティーヤは素す直なおにミレイジュの心と体を心配した。

「大変だったのね……」

　ミレイジュは、あっさりと言った。

「もちろん噓うそよ」

「…………」

「からかってみただけでしょ。ふーん、おねえさんってバカなのね」

　子どもにからかわれる弟子でしを憐あわれんだのか、そこでヤムセが口を挟んだ。

「それで、あの男は魔導書がどうのと言っていたが」

　魔導書というのは魔ま術じゆつ行使の手順を記した書物だ。希少なものであれば高値で取引されることもあるが、一いつ般ぱん人にはあまり縁えんのないものだ。少なくとも、魔ま術じゆつ師しでもない十歳にもならない子どもが持っているというのはおかしい。

「そうね。あなたたちには助けられたし、教えてあげる」

　ミレイジュは自分の旅行鞄を引き寄せて、その中から四角い包みを取り出した。

「あの男が狙ねらっていたのは、これよ」

　包みの中から現れたのは、一冊の本。

　緑色の分厚い革かわ表紙で、表にも裏にもタイトルのようなものは書かれていない。ページをめくると、妙みような記号のような文字で埋うまっている。

　ヤムセはぽつりと呟く。

「原始文字か」

「読めるの？」

　ミレイジュが驚いたように顔を上げる。ヤムセは頷うなずき、ミレイジュから魔導書を受け取った。リティーヤも横から覗き込み、最初の一文を読み上げた。

「ええと……緑なす、大地の記き憶おくを……留とどめんがために……？」

「おねえさんも読めるの!?」

「……なんで先生の時より反応が大きいの？」

「だ、だっておねえさんバカなのに」

「……先生、この子ちょっといじめていいですかいいですよねちょっとくらい」

「勝てなかったら泣けるからやめておけ。とにかく、これは──」

　一いつ旦たん区切ったヤムセの言葉を、ミレイジュが幾いく分ぶん表情を引き締しめて続けた。

「《グリーンワードの魔導書》の〈昼〉の書の一冊よ」




　ミレイジュはまだヤムセの手元にある本を見つめて言った。

「《グリーンワードの魔導書》っていうのは、魔術師とか好こう事ず家かたちの間では有名な魔導書なんですって」

　ヤムセはページをめくりながらミレイジュの話を聞き、リティーヤは横から顔を出し、本をちらちら見ながら同じく話を聞いていた。

「なんでも、元々は〈昼〉〈夜〉〈夢〉〈流れ〉っていう四冊の魔導書をまとめて《グリーンワードの魔導書》っていうらしいんだけどね、ある時その中の〈昼〉の書だけが失われてしまったそうなの」

　ミレイジュはメモも見ないですらすらと喋しやべっている。随ずい分ぶん調べて、しかもすっかり覚えてしまっているのだろう。

「失われたと言っても消えてしまったわけじゃなくて、元々は一冊の本だったものが、事故で引き裂さかれて、五冊になったそうよ。そして、その五冊すべてを手に入れ、元の形に復元することができれば、〈昼〉の書が願いを一つ叶かなえてくれる……そう言われているの」

　ミレイジュはヤムセから本を返してもらうと、本の真ん中辺りのページを開いて見せた。

「ほら、光に当てると──表面の文字とは違ちがうものが浮うかび上がってくるでしょう？」

　確かにミレイジュの言葉通りだった──陽光に当てたところから、紙の表面に書かれたのとは別の文字が、きらきら輝かがやきながら空中に浮き上がってきたのだ。文字は次々に現れては消えていく。消える速度が速すぎて、リティーヤには読み切れない。

「う、わ、ちょっとこれは……」

「消えていくのが速くて読めないでしょ？　私のパパもこういうものには詳くわしい方なんだけど、何度も読み返してやっと解読できたの」

　その次々に消えていく文字列を追って、ヤムセが呟いた。

「『これを手に取りし者は永遠の四十分の一を知る』」

「え」

　ミレイジュが驚きで目を丸くする。

「『これは失われし力、五つの欠片かけらが一つ。賢けん者じやよこれを集めよ、汝なんじが血を捧ささげよ。されば世界は汝に傅かしずく』……」

「凄すごい、そうよ！　よく一度で読めたわね！　原始文字詳しいの？」

　原始文字はこの世の始まりからあったとも言われる世界最古の文字だが、今は魔術師か歴史学者か言語学者、さもなければよほど教養ある物好きくらいしか読める者はいない。

「まあね、あたしの先生だし」

　リティーヤは自じ慢まんげに胸を張ったが、すぐにヤムセに後頭部を叩たたかれた。

「おまえは基き礎そ課程で何やってたんだ。全部基礎の構文だろうが」

「痛ぁい！　あたしだってゆっくりなら読めますけどね、あの速度で読める方が異常なんですよ！」

「……あなたたちって……」

　ミレイジュは、言い合う師し弟ていを眺ながめ、不思議そうに言った。

「もしかして歴史学者か何かなの？」

「いや、専門は魔ま力りよく環かん境きようの……」

「おまえの父親はどうなんだ」

「え？」

　ヤムセはミレイジュの持つ本を指さす。

「何故なぜそんなものを手に入れられた？」

「ああ……私のパパは古物商をしているの。古い本を扱あつかうこともあるのよ」

「その中に魔ま導どう書しよもあったってわけね？」

「そう。お客さんには魔術師の人も何人かいるんだけど、その一人がこの間亡なくなって、遺品を整理していたら、これが出てきたの」

　ミレイジュはそこで何か思い出したのだろう、急に険しい表情になった。

「うちのパパったら、最初は、これは凄い魔導書だって言ってたのに、調べるうちにどんどん何も言わなくなっていったのよ。怖おじ気づいたんだわ。この魔導書の力に……」

「ははあ……で、あんたはどうして今これを持って汽車に乗ってるのよ」

「決まってるでしょ」

　ミレイジュはきらりと輝く笑え顔がおで言った。

「臆おく病びようなパパの代わりに、私が〈昼〉の書をすべて集めるの。伝説の本が、私の手に入ったのよ。これはつまり、残る四冊を見つけ出せっていう運命の囁ささやきなのよ。ううん、運命なんかじゃなくてもいい、私はこれを見つけたいの」

「……どうして？」

「だってわくわくするじゃない！」

　ミレイジュは何を当たり前のことを訊きくんだ、といったようすで答えた。

「《グリーンワードの魔導書》は世界の始まりからあったんですって！　世界の始まりってどんなかしらね？　混こん沌とんとして、海も大地も空もなくてスープみたいだったとか、闇やみしかなかったとか、爆ばく発はつからできたとか、色々に言われてるけど、どれが正しいのか、本当のところは誰だれにもわからない。でもこの本は知ってるのよ。それって凄いと思わない？　ほら、なんだかこう、ドキドキしない？　私たちはね、今この本を前にすることで」

　もどかしげに、少女は本を掲かかげて見せる。

「この本が経へてきたものすごーい時間の流れと──この世界そのものと向き合ってるの」

　幼さを残した顔に浮かぶのは、強い冒ぼう険けん心と好こう奇き心。なるほどこの子は本気らしい、とリティーヤは気づき、なんだか嬉うれしくなってきた。

「……何笑ってるの」

　気が付くと、ミレイジュはふくれっ面つらでリティーヤを見ていた。

「え？　ああ、ごめん。バカにしたわけじゃないんだけど、なんかこう、嬉しくって」

「……何よぅ」

「怒おこらないで。あたし、本はちょっと苦手だけど、その気持ちはわかるよ」

「……ほんと？」

「ほんと。それで──あんたはお父さんの代わりに、本を持ち出して、まだ見ぬ四冊の魔導書を求めてるってわけね」

「そうよ」

　ミレイジュは幾いくらか納なつ得とくしたようすで頷いた。

「パパったらほんとダメなんだもん、こんな貴重なものを蔵くらに入れっぱなしにしようって言うんだから」

「だが、実際危険だ」

　ヤムセが淡たん々たんと言った。

「さっきの男の狙ねらいはその本なんだろう？」

「そうよ。あの男は魔ま術じゆつ師し」

　ミレイジュは少し興ざめしたようすで、口を尖とがらせて言った。

「この魔導書の元の持ち主の弟子でしらしくて、私がこれを持ちだしたって知ってしつこくつきまとってくるの」

　ちょっと考え、リティーヤはいやな可能性に気付いた。

「……それってもしかして魔導書の所有権向こうにあるんじゃないの？」

「そんなことないわよ。あの人、すごいダメな弟子だったらしくてね、もうずいぶん前に破門されてたんだって。お師し匠しようさんの方は良い人だったんだけど、身寄りがなかったのもあって、親しくしてたうちのパパにほとんど遺品残していったの。だからこの魔導書の所有権もうちにあるの」

「だといいけど……」

「む」

　ヤムセは唸うなると、突とつ然ぜん立ち上がって車窓の前に立った。

「先生？」

　窓を大きく開けるヤムセに、リティーヤが声をかけた、その時。

　白い塊かたまりが、窓めがけて凄すさまじい速度で突つっ込んできた。

「！」

　リティーヤが悲鳴を上げる間もなく、その突然の来訪者は車内に飛び込んだところで、難なくヤムセの手につかみ取られた。

「あ、相変わらずバカみたいな反射神経してますね……」

「誉ほめるなら普ふ通つうに誉めろ」

　ヤムセの手の中にいるのは、白い一羽の鳥だった。

　リティーヤによって咄とつ嗟さに庇かばわれていたミレイジュが、リティーヤの背後からおそるおそるといったようすで顔を見せた。

「な、なに……？」

　鳥はハトほどの大きさで、赤い目と虹にじ色いろにも見える白い翼つばさの持ち主だった。ヤムセの手の中で必死にもがき、何やらひどく苦しそうにしている。

「あ。先生、力ゆるめてやったら……」

「十分そっと扱っている」

　ヤムセは不ふ機き嫌げんそうに言った。

「使われている魔ま術じゆつのせいだろう」

「魔術？　そいつ、魔術かけられてるんですか？　いったいどんな──」

「みれいじゅ・しーかー！」

　突然鳥はくちばしをぱくりと開け、人間の声に聞こえるものを張り上げた。

　ミレイジュはびくりと震ふるえ、リティーヤの服の裾すそを摑つかむ。

「及およビ、ソノ同乗者ニ告グ！　みれいじゅ・しーかーヲ次ノ駅デ降ロセ！　ぎ、ぐぎゅっ！　次ノ駅デ降ロセ！　他ほかノ乗客ノ血ヲ見タクナケレバ！　次ノ駅デ……ぎきゅう！」

　鳥はそこで突とつ然ぜん痙けい攣れんし、ヤムセの手の中で脚あしを突っ張ぱったまま動かなくなった。

「……し、死んじゃったの？」

「いや。息はある」

　ヤムセは手の中の感かん触しよくを確かめ、のけぞったまま動かなくなった鳥を窓まど枠わくの上に横たえた。ヤムセが胸の辺りを撫なでると、鳥はぴょこんと飛び上がり、素す早ばやく外へ逃のがれていった。

　リティーヤとヤムセは視線を交かわした。

「今の、本気ですかね」

「本気だろうな。あの男があれを《グリーンワードの魔導書》と考えているのなら、どんな方法を使っても手に入れようとするだろう。他の乗客を手にかけることもためらうまい」

「いい度胸してますね！」

「おかげで面めん倒どうなことになった」

「白黒はっきりして動きやすくなったじゃないですか」

　何事か言い合う二人に、ミレイジュは本を抱かかえ直し、一つ深呼吸して言った。

「いいのよ、先生さん、おねえさん。こうなったら仕方ないもの。私次の駅で降りる。話聞いてくれてありがとう」

「え？　いや、そういうわけにはいかないよ」

「私ならなんとかするから。これはあの男と私の問題なんだし、心配してくれるのは嬉しいけど──」

「あんたとあの男の問題？」

　リティーヤの声には驚おどろきが含ふくまれていた。

「違ちがうよ」

「……は？」

「あのね、あんたは気付いてないのかもしれないけど、これはもう十分あんたたちだけの問題じゃなくなってんの」

　ヤムセもそれへ頷うなずいた。

「あの魔術師は『ミレイジュ・シーカーを次の駅で降ろせ』と言った」

「え、ええと、だから何？」

　つまり、と今度はリティーヤが言葉を継ついだ。

「つまりあいつがあたしたちに喧けん嘩かを売ってきたってこと。あんたとあいつのどっちに魔導書の所有権がある、なんてことはわかんないけど、それは事実」

「あの男は、無関係の人間の身の安全を盾たてに、私たちを脅おどした」

　今度は再びヤムセ。

「これは歴れつきとした犯罪行こう為いだ。どの国の法に照らし合わせても、この魔術師は処しよ罰ばつされねばならない」

「えっと、まず脅きよう迫はくでしょ。それから、あの鳥希少種で保護法あるから、それも関係してくるかな。一いつ般ぱん人への攻こう撃げき魔ま術じゆつの使用とかもついたら、罪は重いね。一生日の目は見られないかも」

「となると自棄やけを起こして無む茶ちやをする可能性も高い。一度たがの外れた魔術師ほど恐おそろしいものはない。あの男は今すぐにでも拘こう束そくされねばならない。これは誰のためという問題ではなく、我々に課せられた責務だ」

　呆ぼう然ぜんとするミレイジュに、リティーヤはにやりと不敵に笑ってみせた。

「そういうわけで、女の子を虐いじめる悪者を退治するのは、あたしたちの仕事になるのです」
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　そうこうしているうちに、車窓の風景が変わり始めた。建物と建物の間が狭せまくなり、畑が少なくなる。

「いいわね、ミレイジュ」

「良くなくてもすでに拒きよ否ひ権はないがな。それから、相手の魔術について知っていることがあったら早めに言え」

「なんで主導権取られてんの、私……」

　ミレイジュは本を抱だき締しめて呟つぶやいたが、それを誰だれも聞いていなかった。

「優先順位は、まず乗客及およびミレイジュの安全確保、その次に敵魔術師の捕ほ縛ばく」

　汽車が駅に近づいたころ、ヤムセが話を整理して言った。

「作戦は簡単だ──娘むすめを外に出し、敵に接せつ触しよくさせ、魔ま導どう書しよを渡わたす。敵がおとなしくその場を去るつもりならこちらはその後を追い、本ほん拠きよ地ちを突き止め、その情報をしかるべき機関に与あたえ、応おう援えんを求める。だがこの場で暴れるようなら被ひ害がいが出る前に取り押さえねばならん」

　ヤムセはおそろしく手慣れたようすで説明した。ミレイジュはいったい自分はどういう人間と乗り合わせてしまったのだろうかと考え始めているようで、うんうんと唸っていた。

「娘の防護はリティーヤ、おまえがやれ。私は魔術師を捜さがす。停車時間は三分。先に娘だけを出し、時間差を置いて我々も降車。陰かげで娘を護まもりつつ敵の位置を確かく認にん、追つい跡せきに入る」

「ほいほい」

　リティーヤは気軽に頷いた。

「よし。途と中ちゆう何が起ころうと私の合図があるまで娘の防護は外すな。以上質問は？」

「ないです。じゃあ、ミレイジュ、気を付けて」

　ぼうっとしていたミレイジュは、声をかけられて我に返った。

「あ、ちょ、ちょっと、待って。繰くり返しになるけど、あの男は魔ま術じゆつ師しなの。おねえさんたちがこれ以上関かかわるのは危険だと思うんだけど」

「少しでも危険があるのはあんたの方。あたしたちは大だい丈じよう夫ぶよ」

　リティーヤだけでなく、ヤムセまで頷いて言った。

「心配する必要はない。恐れずにいけ。少々頼たよりないかもしれんが、あの魔術師の魔術からはこいつが護る」

「護るって……魔術なのよ？　さっきの見たでしょ。鳥が無む理り矢や理り人間の言葉喋しやべらされてメッセンジャーにされてたの。あいつは本物の魔術師なの。ねえ、おねえさんたち本物の魔術師見たことある？」

「は？　ああ、まあそりゃああるけど。あんたはあるの？」

「あるわよ。パパの仕事の関係で。でも、あの人たちってやっぱりわけがわからないわ。凄すごい幻まぼろしを見せてもらったこともあるし、杖つえで地面を叩たたくだけで水を出すのも見たことがある。人間じゃできないことをするの。あの人たちは人間じゃないのよ」

　ミレイジュの言葉に、リティーヤが幾いくらか気まずそうに頭を搔かいた。

「えーと……人間じゃないの？」

「そうよ。そんなの相手にしたら、おねえさんたち無事じゃ済まない。私はなんとか適当に逃にげ切るから、ね。今は何もしないで見てて」

「うーん。でも、ほんとそういうわけにはいかないし。それにほら、言い忘れてたみたいだけど」

　リティーヤは自分と隣となりのヤムセを指し、笑え顔がおで言った。

「あたしたち、魔術師だし」

　列車はホームの硝子ガラス屋根の下に滑すべり込み、ブレーキが車体をゆっくりと停止させた。

　リティーヤはコンパートメントの扉とびらを開け、呆然とするミレイジュを外へ押し出した。

「さあさあいってらっしゃい。ちゃーんと護っててあげるから大丈夫！」

「あ、あの私」

　ミレイジュは──彼女にしては珍めずらしいことだが、口ごもり、おどおどしながらリティーヤを振ふり返った。

　しかしそのミレイジュを、リティーヤは強ごう引いんに押し出した。

　鞄かばんを抱えて、何度もリティーヤらを気にしながら、ミレイジュはホームに降りた。

　リティーヤは静かに扉を閉めた。

「……人間じゃない、ですか」

　ぽり、と頰ほおを搔く。

「なんか、そういう認識なんですねえ」

「……場所による。東部といっても《学アカ園デミー》の支配が徹てつ底ていしているわけではないからな。今はおまえのやるべきことをやれ」

　ヤムセは座席の背もたれに背中を預け、探たん索さくの魔術のために、目を閉じた。

「泣き言は後で聞いてやる」

「……何寝ね言ごと言ってるんですか」

　リティーヤは口を尖とがらせて言い返し、同じく防護魔術のための集中に入った。




　停車時間は三分。

　リティーヤが車窓から覗のぞくと、ミレイジュはホームの真ん中辺りで、落ち着かないようすで周囲を見回していた。

「二分経過」

　リティーヤは柱にかかった時計を見て呟き、防護魔術を維い持じしつつミレイジュの周囲を警けい戒かいする。降りろと指定されたのは幾つも乗り場があるこの辺りの中心的な駅で、鉄の柱で支えられたドーム形の上うわ屋やからは、硝子を透すかして明るい陽光が降り注いでいた。

　当然、人も多い。人ひと混ごみに紛まぎれるにはうってつけだろう。それはあの男にも言えたが、男から隠かくれて行動しなければならないリティーヤらにも言えた。

　ヤムセの方はまだ目を閉じ、リティーヤの知らない魔術で、敵の位置を探さぐっている。

「──来た」

　ヤムセがそう呟くと同時に、隣のホームに列車が入ってきた。

「あれは……アームグレー行きの急行、停車します」

「それの三両目だ」

　ヤムセは短く言い、目を開けて窓から隣のホームを見やった。アームグレー行き急行列車はその奥の線路に入り、停車したところだった。隣のホームとリティーヤらのいるホームとの間には二本の線路があったが、今は停車車両もなく、アームグレー行きの列車からホームへと吐はき出される人々を見ることができた。

　その中に、問題の魔術師もいた。

　男はざっと周囲に視線を走らせ、こちらのホームにミレイジュを見付けるとにやりと笑った──ように見えた。

「行くぞ」

　ヤムセは声をかけて立ち上がり、扉を開け、鞄を持ってタラップを降りた。リティーヤもミレイジュと魔術師を見失わないようにしながら──そして勿もち論ろんミレイジュを防護する魔術を維持しながら、急いでホームへ降りた。

　──その時。

「まずい」

「え」

　ホームに降りたリティーヤは、ヤムセの呟きを聞きつけ、彼の視線の先を追った。

　ヤムセは隣のホームを見ていた。そこではあの男がにたにた笑いを浮うかべ、腕うでを肩かたの高さに上げ、ミレイジュの方を指さしているところだった。

「魔術を使う気だ」

「何の!?」

「わからん、おまえはミレイジュを護ってろ。私はいつでもあいつを押さえられるよう準備だけはしておく」

「あ、はい！」

　リティーヤは再び注意をミレイジュの方へ戻もどした。同じホームの上で、距きよ離りは十歩程度。

　ミレイジュ自身には、何の変化もない。相変わらずそわそわしたようすで立っている。

　しかし。

　ミレイジュの側そばでタブロイド紙を読んでいた男が、突とつ然ぜんぶるりと震ふるえた。その横の女性客も、駅員も、売店の店員も、皆みな一様に痙けい攣れんするように一つ震えた。

　そして、男はタブロイド紙を取り落とし、店員は釣つり銭せんを落とした。彼らは皆完全な無表情で、一いつ斉せいにミレイジュの方を向いた。

　事態を察し、リティーヤは叫さけんだ。

「先生、あいつ一いつ般ぱん人操あやつってます！　さっきの鳥みたいに！」

　同時に、ミレイジュに周囲の人間が群がった。いきなり髪かみを摑つかみ、腕を引っ張る。ホームにいた他ほかの人間はぎょっとして止めようとするが、はね除のけられてしまう。リティーヤの防護魔術で護ることができるのは魔術による攻こう撃げきだけだ──操られた人間に暴行されるのは防げない。

「ミレイジュ！」

　リティーヤは叫んで駆かけつけようとしたが、十歩の距離は思いの外遠く、目の前で、ミレイジュは魔ま導どう書しよの入っていた鞄を奪うばわれ、ホームの下へと蹴け落おとされた。

　その線路へ、列車が入ってくる。

　線路に飛び降りてミレイジュを助け出そうとするリティーヤの腕を、魔術で操られた客が摑んで引き留める。

「ミ──」

　悲鳴すらそれ以上出せなかった。

　リティーヤの鼻先を、黒く重い鉄てつ塊かいが通り過ぎて、きしみながら停車した。扉を開けてそこから事態を知らない人々が降りてくる。ホームは騒そう然ぜんとして、様々な声が交こう錯さくした──。

「子どもが落ちたんだ！」

　耳をつんざく叫びを、見知らぬ誰だれかが上げていた。

　リティーヤは座り込んだまま腰こしが抜ぬけて立ち上がれない。

「せ」

　やっと出た声は震えていた。

「先生……」

　リティーヤの前で、ヤムセがミレイジュを抱だいて立っていた。

　間かん一いつ髪ぱつのところで、ヤムセが線路に降りてミレイジュを助け出したのだ。

　ヤムセは周囲の喝かつ采さいを浴びながら、まだショックから抜け出せないようで呆ぼう然ぜんとしているミレイジュをホームに下ろした。

　その頃ころには魔術で操られていた人間たちも我に返り、取り押さえられ、身に覚えがないと騒さわぎ出していた。

　ヤムセはその騒ぎの中にあって、独り言のように囁ささやいた。

「予定変へん更こうだ」

「え」

　その時突然、周囲が静まりかえった。操られていた人々を捕つかまえようとする者、抵てい抗こうする者、ミレイジュが助かったことを喜ぶ者などで騒がしかったのだが、気が付けば誰も彼も何一つ言葉を発してはいなかった。

　水を打ったような静せい寂じやくに背筋がひやりと冷えた──その途と端たん、いきなり背後から腕を摑まれた。振り返る前に、さらに何本もの手があちこちから伸のびた。

「！」

　俯うつぶせにホームの上に押さえ込まれる。何が起こったのかわからない。ようやくのことで視線を上げてみれば、ついさっきまでヤムセのことをはやし立てていた野次馬たちが、何故なぜか一様に無表情な顔でリティーヤを押さえつけていた。

　リティーヤだけではない。ヤムセも膝ひざをつかされ、後ろ手に手を捻ひねり上げられているし、ミレイジュは後ろから羽は交がい締じめにされてしまっている。

　ホームにいる、リティーヤとヤムセとミレイジュ以外の人間がすべて魔術で操られているのだ。

「ちょ……せ、先生っ」

　もがいてヤムセに訴うつたえるが、彼は特に激しく抵抗するでもなく、ただ黙だまってリティーヤを一いち瞥べつした。

「……？」

　目が合い、リティーヤは彼への訴えを吞のみ込む。彼はひどく冷静な──というか、それを通とおり越こして感情のまったく感じられない目をしていた。

〝黙ってろ〟

　暗にそう言われたことは、わかった。

　リティーヤらは無む理り矢や理りホームの端はし、階段の前へ引きずり出された。

　例の魔ま術じゆつ師しはこの間に移動していたのだろう、その階段の手前に立っていた。男の下へ操られた乗客の一人が近づき、主あるじに対するようにうやうやしくミレイジュの鞄かばんを差し出す。

「だから言っただろう」

　男は言い、ミレイジュの鞄から本を取り出すと、自じ慢まんげに見せびらかした。

「最初からおとなしく渡わたせばいいものを。バカなやつらだ」

「何考えてんのあんた！」

　リティーヤが顔を上げて叫んだ。

「こんなことしてタダで済むと思ってんの!?」

「勿論。なぜなら誰も俺のことなんか覚えちゃいないからだ」

「覚えていない……？」

「俺の魔ま術じゆつで操られてる間ってのは」

　男はにんまりと笑った。

「記き憶おくがすっぽ抜けるのさ。つまりあんたを押さえつけてる人間たちは、ハッと気付いた時には、俺に操られていた間何があったかわからなくなっている。俺はミレイジュ・シーカーとその連れを殺せば逃にげ切れるってわけだ」

「こ……殺すだなんて……」

　ミレイジュが掠かすれた声で言った。ミレイジュと視線を合わせ、男は眼鏡めがねの奥でにたりと笑った。

「じゃあ、そろそろお別れといくか？」

　男がそう言った途端、リティーヤの左手の方でかつんという音がした。おそるおそる見ると、屈くつ強きようそうな若者が火搔かき棒を構えて近づいてくるところだった。どうやら彼が、魔術師の用意した死し刑けい執しつ行こう人らしい。

　重そうな鉄の棒を見て、リティーヤも息を吞んだ。あれで後頭部を殴おう打だでもされたら、頭ず蓋がい骨こつくらい簡単に陥かん没ぼつする。

　その時──。

「魔術師」

　ヤムセはよく通る声で、男に言った。

「すでにおまえが集団行動操作を開始して一分が経過した」

　男は訝いぶかしげな顔でヤムセを睨にらんだ。

「だからなんだ」

「この魔術、誰に習った？」

「……なんだと？」

「師から破門されたそうだな。それから独学でここまで来たというのか？　大人数の行動操作は《学アカ園デミー》でも開発途と中ちゆうの魔術で、現在のその最長継けい続ぞく時間は一分だ。つまりおまえの魔術は《学園》の開発スタッフが編み出した魔術の上を行くということだ」

「《学園》……？　そうか、そのコート、確か《学園》の──」

　男は急に顔色を変えて身構えた。

「おまえ《学園》の魔術師か!?」

「もう一度聞く。誰に習った？」

「俺が自分の力で作った魔術だ！」

「それは噓うそだ」

　ヤムセが断言したその瞬しゆん間かん、リティーヤは強きよう烈れつな眠ねむ気けを覚えた。意識が一いつ瞬しゆんで現実から遊ゆう離りしていく──が。

　からん。

　その音で、ハッと目を開ける。

　それは、火搔き棒がホームに落ちる音だった。気が付けば火搔き棒も、それを持っていた男も、ホームに転がっている。

　それだけではない。操あやつられていた人間たちが、皆みなホームに倒たおれていた。ミレイジュも同様で、自分を羽交い締めにしていた駅員の上で伸びている。

　リティーヤは押さえつける力を失った腕うでを押しのけ、立ち上がった。

　起きているのは、リティーヤ、ヤムセ、それに魔導書を抱き締しめる魔術師だけだ。

「ど……どういうことだ、これは！」

「観衆には眠ねむってもらっただけだ」

　ヤムセは立ち上がり、服についた埃ほこりを軽く払はらった。

「そう驚おどろくな。行動操作より遥はるかに簡単な魔術だろう？」

「おまえ……やはり《学園》の魔術師だな！」

　男はじり、と後あと退ずさりした。ヤムセは冷静に、ゆっくりと、一歩ずつ距きよ離りをつめた。

「私はあの魔術を知っている。おまえにあれを教えたのは誰だ？」

「俺は」

　リティーヤの位置からではヤムセの顔は見えなかった。彼はただゆっくりと近づいているだけなのに、男は怯おびえるように後退り、階段に蹴け躓つまずいて尻しり餅もちをついた。

　その前で、ヤムセは立ち止まる。

「言うんだ」

「ユ……ユローナだ。あんたのところの、あの賞金首だ！」

「彼女から他ほかに魔術を習ったか」

「あれだけだ！　それですぐにいなくなった！　あんたはなんなんだ！」

　ヤムセは答えを聞くと、やはりそれまでと同じようにゆっくりとした動作で、男の肩かたに手を置いた。

　男は、突とつ然ぜん目を見開いた。

「あ……！」

　その顔がみるみる蒼そう白はくになっていく。男はホームに倒れ、胎たい児じのように丸くなり、そして白目を剝むいた。

「先生」

　ヤムセは呼ばれて振ふり向いた。その顔はいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、いつも通り不ふ機き嫌げんそうだ。

　だが、リティーヤは幾いく分ぶん緊きん張ちようして近づいた。なんとなく、彼がいつもと違ちがうことに気付いていたのだ。

「その男、ユローナの関係者だったんですか」

　ユローナ。

　それは、元・《学園》の魔術師であり、今は賞金首である女の名だ。そして、ヤムセに平静を失わせる名でもある──。

　リティーヤは極力軽い口調で言った。

「先生は気付いたんですね。で、それを確かめたくて、わざと捕つかまってようすを見てた、ってことですか」

「ああ」

　その声はいつもとほとんど変わりなかった。自分の態度を確かめるように、慎しん重ちように、彼は言った。

「だが、ユローナの意図がわからん。何か目的があったのか、ただの気まぐれだったのか……」

　小さく息を吐はく。その仕草は、彼自身も平常に戻もどろうと努めているように見える。

「でも、ユローナに何か目的があったにしろ、その男はもう捕まえちゃったんですから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そう言ってしまうと、リティーヤはヤムセの隣となりに腕を組んで立ち、今度は少し怒おこったような顔を作った。

「あたしまで眠らせようとしましたね」

「見て楽しいものでもないからな」

　ぶっきらぼうな答えに、リティーヤは目を細めて笑う。

「でもそのひと生きてるんでしょ？　大丈夫ですよ、あれくらい見たって、今いま更さらどうこう言いません」

「……む」

「？」

　ヤムセは足あし下もとに転がる男を見下ろし、眉まゆをひそめた。

「加減を間ま違ちがえた」

「…………」

　ヤムセは男の傍かたわらに膝ひざをつき、その身体からだをあちこち調べてから、黙だまり込むリティーヤを見上げて言った。

「死ぬかも」




　人々は全員正気に戻ったし、ちゃんと目を覚ました。リティーヤらは駅員に案内されて、駅舎の奥まった部屋で、白目を剝いたままの男を長なが椅い子すに寝ねかせた。

　リティーヤは男の呼吸を確かめた。とりあえず生きてはいる。今にも死にそうな顔色だが。

「大丈夫ですか、その人……」

　この男が犯人だとは知らず心配そうに覗のぞき込んでくる駅員に、ヤムセが言った。

「毛布と熱い湯とタオルをもらえるか」

「あ、はい今持ってきます」

　駅員は慌あわてて部屋を出て行った。

　残されたリティーヤとヤムセは、顔を見合わせた。

「それで、いったいどんな魔ま術じゆつ使ったんですか」

「〈夜〉魔術だ。他の客たちと同じように眠らせるだけのつもりだったんだが、少し強くかけすぎた」

〈夜〉魔術というのは、静せい寂じやく、安あん寧ねい、闇やみなどをもたらす魔術だ。人を眠らせたり、結界を張って護まもったりする魔術である。

「このまま放っておくと死にますね。解けないんですか？」

「解けたらもうやっている」

「じゃあ、あとは……〈昼〉魔術で打ち消せばいいんじゃないですか？」

〈昼〉魔術は、〈夜〉魔術の対ついになる魔術だ。炎ほのお、熱、光といったものを司つかさどり、生み出すことができる──が、〈昼〉魔術は今は存在しない、伝説上の魔術系統だ。

「勿もち論ろんあたしがやりますよ」

　リティーヤはにこりと笑って言い、男の胸に手を置いた。

「っていうかあたしこそ加減できなくてこの人焦こがしちゃいそうですけど、まあそうなったらそうなったで仕方ないですよね！　あ、駅舎に着火しちゃったら消してくださいね！」

　ヤムセがリティーヤの腕を摑つかんだ。

「おまえはまだ慣れていない」

「でも他に手がないし。〈昼〉魔術使えるのあたしだけだし。仕方ないじゃないですか。まあ、あたしが〈昼〉魔術使う練習だと思ってください。ほら、そんな暗い顔しないで。先生は本当に根暗ですねえ」

　へらっと笑う。

　ヤムセは嘆たん息そくし、リティーヤの腕から手を離はなした。




　目覚めた男がヤムセに縛しばり上げられるのをしり目に、リティーヤは急激な寒気と倦けん怠たい感に襲おそわれ、それまで男が寝ていた長椅子に寝ね転ころがった。

　失われたはずの〈昼〉魔術の行使は、彼女の身体に少々影えい響きようを与あたえるのが常なのだ。

　今日も瞼まぶたはだんだん重くなり、視界は狭せばまっていく。暗く、狭せまくなっていく視界の中に、ふと見慣れたコートが現れる。

　リティーヤはそっと目線を上げ、そこに師の姿を認めた。

　その厳しい顔を見て、リティーヤは、本当に先生は根暗だなあと笑った。

「あたしはだいじょうぶですって……」

　熱が上がって行く時の寒気を感じながら、リティーヤは囁ささやいた。





４






「おねえさんは大丈夫なの？」

　ミレイジュはリティーヤの顔を覗き込み、不安そうに囁いた。今リティーヤの頭は彼女の膝の上に載のっている。

「いつものことだ」

　ヤムセはミレイジュの向かいの座席に座っていた。

　そこは郊こう外がいを走る急行列車のコンパートメントの中だった。操あやつられていた人間たちは魔術が解けて正気に戻ったが、その後が大変だった。駅員に事情を説明し、自分たちの身の証あかしを立て、問題の魔術師の身み柄がらをしかるべき機関に引き渡わたすまで、半日かかってしまった。

　その間、高熱を出したリティーヤは駅舎の事務室に寝かされていた。熱はどんどん上がり、今では意識もない。

　駅員は病院にお連れしましょうかと申し出てくれたが、ヤムセが断った。

「ねえ、本当に病院いいの？」

「魔術的な問題だから普ふ通つうの病院では無意味だ。これくらいなら一日二日で元に戻る。心配するな」

　ミレイジュは、膝の上で熱にうなされるリティーヤの額の汗あせを、そっと拭ふいてやった。

　すでに夕刻。雲を染め抜ぬく日にち没ぼつを左手に見ながら、汽車は北上していた。

「あなたたちは、魔術師だったのね」

「ああ」

「ごめんなさい」

　ミレイジュは俯うつむき、言いにくそうに言った。

「魔術師は人間じゃない、なんて」

「別に気にしていない。リティーヤもだろう」

「……うん」

　もごもごと言う少女を見やり、ヤムセは面おも白しろくもなさそうに、しかしさほど不ふ機き嫌げんでもなさそうに言った。

「大丈夫だ。おまえが悪意を持ってそう言ったなどとは思っていない。それに、魔術師が他ほかの人間と違ちがった能力を持っているのは事実だし、ああいう──今回問題を起こしたような魔術師が存在しているのも事実だ」

「……でも、あなたたちは違った」

　ミレイジュは顔を上げ、ヤムセを見つめた。ヤムセは西日が眩まぶしいのか、ぎゅっと目を細めていた。

「あの男は魔術を悪いことに使おうとしたけど、あなたたちはあの男を止めて、私に本を返してくれた。あの男を警察につきだしてくれたし、ケガをした人たちの手当てもしてくれた」

「あれは……義務のようなものだ。暴走した魔術師を止められるのは、結局魔術師しかいないからな」

「……義務？　あなたたちは、ええと……警察か何かなの？」

「いいや。《学園》から来た」

「《学園》」

　ミレイジュは繰くり返し呟つぶやいた。

「魔術師の組織の？　一番歴史が古くて、一番規模も大きい組織でしょ？」

「……物知りだな」

「あら、バカにしてるの？　パパは古物商なの、この業界で《学園》を知らない人間なんていないわ」

「普通おまえくらいの年の者は知らないんじゃないかと思っただけだ。悪気はなかった」

「……まあ、いいわ、許してあげる」

　ヤムセは車窓を眺ながめた。真っ赤に熟うれた太陽は一日の最後の輝かがやきを放って平らかな穀倉地帯の向こうに沈しずんでいく。

「これからどうする」

「私？　そうね……」

　ミレイジュは視線を傍らに置いた鞄かばんへ移した。

　その中には、問題の魔術師から取り返した魔ま導どう書しよが入っている。

「偽にせ物ものだなんて思わなかったから……どうしようかなあ」

　そう。

　ミレイジュの持っていた《グリーンワードの魔導書》は、偽物だったらしいのだ。世界の始まりからあるなどということもなく、たった十年ほど前に作られた偽ぎ書しよだったのだ。

　事件の後、ヤムセが使われている紙や書体から、それを指し摘てきしてくれた。それなら最初に見た時に教えてくれればよかったのに、とミレイジュが口を尖とがらせて言うと、あんまり手の込んだ偽物だったから見とれていたんだ、と返された。

「今になって考えてみると、パパがこれを蔵くらにしまったのは、偽物だったからなのね……パパも、きっとあれだけ本物だって言ってた分ショックだったんだわ」

「別に残念がるほどのこともない」

　ヤムセはミレイジュが鞄から引っ張り出した偽書を指して言った。

「開くと文字が浮うき出てくる偽書などそうないぞ。魔術の組み込み方も面白い──美術品として十分鑑かん賞しように堪たえられる」

「……そうかな」

「だからおまえの父親も蔵にしまい込んだのかもしれん。売らずに一人で楽しむために」

「……そうかもね」

　悠ゆう久きゆうの時間は十年に縮められてしまったが、そう考えるとミレイジュは少し嬉うれしくなって、本の表紙を撫なでた。

「父親のところに戻もどるか？」

「あら」

　まさしく、本のことで喧けん嘩か別わかれした父の下に帰ろうかと思っていた矢先だったので、ミレイジュは思わず笑った。

「心が読めるの？」

「どうだかな。家はどこだ？　方向が同じなら送るが……」

　ミレイジュの答えた地名は、ヤムセの行きたい先とはずれていたのだろう、彼は少し考えるようにしてから言った。

「私はこの状態のリティーヤを連れてあちこち行くことはできん。知り合いにおまえを送ってもらおうと思うが、どうだ？　そいつも魔術師だから、今回の件でおまえが魔術師嫌ぎらいになっていなければ、だが」

「大だい丈じよう夫ぶ。怖こわかったけど、魔術も魔術師も避さけたいとは思ってないの。おかしいかしら？」

「……いや。何よりだ」

「あのね、そのうち、また《グリーンワードの魔導書》を探すわ。今度は家出じゃなくて、ちゃんとパパに言ってね」

「そうしてやれ」

　ミレイジュは笑え顔がおで頷うなずいた。

「ねえ、もしも五冊手に入ったら、先生さんはどんな願い事を叶かなえたい？」

「何か甘いもの」

　ミレイジュはきょとんとして、それから急に笑いだした。

「やだ。じゃあ私の願い事は、明日の朝ご飯にトマトが出ないこと、ね」







　銀ぎん髪ぱつの青年は、美しい顔に温和な笑みを浮かべ、開口一番で言った。

「聞きましたよ。駅舎で大捕り物なさったそうですね。どこにいても騒さわぎを起こしますね、ヤムセさんとリティーヤさんは」

　ミレイジュが降りたコンパートメントに残り、ヤムセは窓を開け、ホームに立つ青年と話していた。

「したくてやったわけではない。外で片をつけたかったのに、向こうが駅舎で動き出したんだ。しかし情報が早いな」

「魔導書関係だったので先せん輩ぱいから流れてきたんですよ。今度は偽書だったそうで……で、こちらの可愛かわいらしい方が僕に送ってほしいというお嬢じようさんですか？」

「ああ。ミレイジュだ」

　ヤムセは青年の隣となりで鞄を持って立つミレイジュを指して言った。

「ミレイジュ、これはゼストガ。私の知り合いだ」

　ミレイジュは青年の顔をじっと見つめていたが、視線が合うと、にこりと微ほほ笑えんだ。

「初めましてゼストガさん。ミレイジュ・シーカーよ。二枚目さんなのね」

「よろしく、シーカーさん。シーカーさんこそお可愛らしい。こんなにお若い方とは思いませんでしたが。ところで僕とヤムセ先生、どちらが二枚目さんですか」

「あら、タイプが違ちがうから比べられないわ。でも二枚目だなんて言われて浮かれてるようじゃまだまだ子どもね、ゼストガさん」

「ははは、なかなか面白いお子さんですねヤムセさん」

「手て強ごわいぞ」

　他人事のように言うヤムセに、青年は笑顔で囁ささやいた。

「この貸しはきっと返していただきます。勿もち論ろんたっぷり利子付きで」

「……覚えていられたら覚えておく」

　その後すぐに列車はホームを離はなれ、ミレイジュは青年と一いつ緒しよに、賑にぎわうホームに残された。

「じゃあ、行きましょうか」

　青年はミレイジュの荷物を持ち、乗り換かえのために移動を始めた。ミレイジュもその後を追い、追いついて隣に並んだ。

「ねえ」

「はい」

「おねえさんとあの先生、恋こい人びと同士なの？」

　青年は面白そうに言った。

「おや、そう見えましたか？」

「そう見えなかった？」

「僕にはなんとも」

「そうかしら。でも私、あの二人があのまんま駆かけ落ち結けつ婚こんでもしてしまえばいいと思ってるのだけど」

　青年は笑った。それまでの穏おだやかそうな笑顔ではなくて、困ったような笑顔だった。

「どうしてそう思うんですか？」

「お似合いだもの。そう思わない？」

「さあ……」

　曖あい昧まいな表現と曖昧な苦く笑しようが気になって、ミレイジュは首を傾かしげた。

「……あ。もしかしてゼストガさんはおねえさんのことが好きなの？　だから先生とおねえさんのことで否定的なんじゃない？」

　青年はくすくすと笑いだした。何かおかしなことを言ったかと思って、ミレイジュはまた首を捻ひねる。

「いえいえ、三角関係ではありません」

「じゃあ、あの二人の結婚には賛成？」

「結婚は……うーん、魔術師同士の夫ふう婦ふは、《学園》には存在しないんですよ」

「どうして？」

「禁じられているからです」

　ミレイジュは驚おどろいてその場に立ち止まってしまった。

「……どうして？」

　青年は、困ったようすで言った。

「生まれてくる子どもの問題とか、色々ありまして」

　ミレイジュは何事か深く考え、それから大きく頷いて言った。

「じゃあ、やっぱり駆け落ちしかないわね」




　夜になると、リティーヤは震ふるえ始めた。

　いつもの症しよう状じようだった。日中は体温が上がり、夜になると下がり始める。炎ほのおや、熱や、光に関かかわる魔術を使うたび、彼女は同じ症状に襲おそわれる。

　原因はわからず、できるのは対たい症しよう療りよう法ほうだけ。特に熱が下がっている時は単に布ふ団とんを重ねるだけでなく、平熱の人間が側そばにいなければ安定しない。体内を巡めぐる魔ま力りよくの問題らしいが、まだはっきりわかっていない。

　だから、力を失ったリティーヤの肩かたを抱だき、上半身を支えてやって座るヤムセに、他意はない。向かいの座席に寝ねかしておいたら、体温の低下が止まらず死んでしまう。

「う」

　リティーヤが呻うめいて震える。夢でも見ているのだろう。ヤムセは列車の揺ゆれでずれた毛布を、肩まで覆おおうよう、かけ直してやった。

「む……」

　また呻き声。どうしたのかと思って一度座席の背にもたれさせ、ヤムセが正面からその顔を覗のぞき込むと、リティーヤは目を開けていた。

「ミレイジュは……」

　寝ぼけているのか、起きているのか──彼女はそう訊きいてきた。

「ミレイジュなら今いま頃ごろは家だ」

「帰ったの……」

「そうだ」

「……良かった」

　もごもごと何か言い、自分で毛布を引き上げて、口元まで覆う。

「聞き忘れてた……」

「何を」

　リティーヤのようすにおかしなところがなかったので、ヤムセはリティーヤをそのまま座席の背にもたれさせ、自分は隣に座り直した。

「あの子の……願いって、何かなって」

「確か、トマトが朝食に出ないこと、だったな」

「嫌きらいなんだ……じゃあ先生は？」

「甘い物が食べたい」

「なるほど……」

　リティーヤは妙みように納なつ得とくし、またもごもごと呟つぶやいた。

「あたしは……立派な魔術師になりたいなあ……そんで、家族捜さがし出して……またみんなで一緒に暮らすんです」

「……そうか」

「あと虹にじドロさんも……見付けて……」

　むにゃ、とさらに寝ね言ごととおぼしきものを二、三呟いて、リティーヤは完全に沈ちん黙もくした。

　少し苦しそうな寝ね息いきだけが聞こえてくる。

　やがてリティーヤの頭は再びぐらぐらと揺れ始め、カーブを曲がった時の大きな揺れで、結局ヤムセの肩に載って、安定したようだった。

　ヤムセはそれをどけるでも、肩を抱くでもなく放っておき、ぼんやりとひとりごちた。

「リティーヤ」

　車窓から見えるのは、月明かりに照らされる平らかな大地。青と黒の混在する夜の世界。

「……いや」

　息を吐はき、目を閉じる。

「起きてから、言おう……」
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　小高い丘おかの上の、古い遺い跡せき。

《ヘビの一族》の時代のものであるそれは建て増しに次ぐ建て増しで複雑に入り組み、尖せん塔とうを何本も突つき出したさまは、丘のてっぺんに蹲うずくまる巨きよ大だいなハリネズミを思わせた。周囲を守る分厚い城じよう壁へきには蔦つたが絡からまり、尖塔の幾いくつかは倒とう壊かいしていたが、城内の各所に作られた祭さい壇だんや魔ま法ほう陣じんを見るに、往時は魔ま術じゆつによっても守られた、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいであったのだろう。

　そのいにしえの砦とりでに、今二人の人物が立て籠こもっていた。

《学アカ園デミー》の魔ま導どう書しよ調査委員会事務局に所属する、グレイビルとゼストガである。

　グレイビルは、そのでっぷりと肥えた巨きよ体たいを城壁の上から覗かせて、暮れゆく西の大地を眺ながめていた。眼下の緩ゆるやかな斜しや面めんには森が広がり、その先の平地を一本の小川が横切っている。その小川を渡わたって次の森に至るまでの狭せまい草地に、幾つかのたき火の明かりが見えるのだ。

　グレイビルの傍かたわらで火の数を数えていたゼストガが、ため息いきをついて言った。

「出入り口を押さえられましたね」

　グレイビルは返事の代わりに、つまらなさそうに鼻を鳴らした。

　眼下の火は、敵対組織の魔術師と彼らの雇やとった荒あらくれ者どもの灯ともす野営の火だった。この砦の立つ丘は三方が切り立った崖がけになっており、森の広がる斜面からのみ出入りが可能だった。要塞が機能していた頃ころは地下道を通って脱だつ出しゆつすることもできたようだが、今はその通路も埋うまっている。

　今敵勢力が陣じん取どっている森は、この砦の唯ゆい一いつの出入り口なのだ。

　ゼストガとグレイビルは、この遺跡で《ヘビの一族》の時代の貴重な魔導書を発はつ掘くつした。すぐさま成果を報告しようと《学園》への帰き途とにつく準備をしていたのだが──。

「伝令が捕つかまったんですかね」

「あるいはな。だが、最初からこちらを見張っていたのかもしれん。自分たちの技術では掘ほり出すことはできぬと悟さとってな」

「僕らが掘り出したところを横取りする腹だったと？」

「何にせよ、このタイミングで来てくれたことは幸運だ。この中なら戦える」

「どうやってですか。逃にげ場ばがない分、外よりまずい事態になりかねないのでは？」

　グレイビルは城壁の上を歩いて物見塔とうの一つに入った。狭い内部をくりぬくように螺ら旋せん階段が下へ続いている。よく肥えた身体からだをリズミカルに揺すり、彼はぽんぽんと階段を下りていく。

「魔術だ。古代の、強力な防護魔術がある。これを発動させれば、あのくらいの数ならなんとかなる」

「僕ら二人だけで可能なんですか？」

　後を追い、訝いぶかしげに尋たずねるゼストガに、グレイビルは太い首を傾かしげた。

「さあな。だが、数日は保もつ──そら、それだ」

　塔の螺旋階段が終わっていた。グレイビルは顎あごで足あし下もとを指した。階段の長さからして、ちょうど地上まで下りてきたことになるだろうか。階段の尽つきる塔の最下層は、グレイビルのかざすランタンの明かりに照らされている──がらんとして何もない。

　ただ、石を敷しき詰つめた床ゆかに、赤いような線が見える。

　その時グレイビルが《ヘビの一族》の使っていた古い言葉で数語呟いた。

　途と端たん、そのくすんだ赤い線は黄金の光線となり、床近くを彷徨さまよっていた埃ほこりが、星くずのように照らし出された。

　床一面に浮うかび上がったのは、複雑な魔法陣だった。

　ゼストガはその巨大な古代の魔法陣を見て息を吞のんだ。

「……これは」

「この砦の防ぼう御ぎよ陣じんだ。砦の四よ隅すみにある。おまえにも北東と南東をやってもらうからな」

　グレイビルはふと眉まゆを顰ひそめ、批判的にゼストガの身体を一いち瞥べつした。

「よく食え」

「は？」

「本来はひと月ここで過ごす予定だったんだ。定時連れん絡らくがないのを不ふ審しんに思って捜そう索さく隊が派は遣けんされるとしても、もう二十日はかかる。到とう底てい持ちこたえられんからな、隙すきを見て突とつ破ぱするしかない。そのためには体力で相手に負けていては勝負にならん。華きや奢しやな身体では保たんぞ」

　グレイビルはそう言うと、早さつ速そく懐ふところから堅かた焼やきパンを引っ張り出し、それをばりばりと食べ始めた。

「魔術の維い持じは一に体力二に体力だ。しっかり蓄たくわえておけ」

　そう言って、ゼストガにもパンを放り、他ほかの魔法陣を発動させるべく、外へ出て行った。

　ゼストガはパンを一口齧かじり、その堅さに顔をしかめつつ、上司の後を追った。

　彼は、このときまだ知らなかったのだ。

　自分が、これからの十日間、いったいどれほどの恐おそろしい経験をするかということを──。




　防ぼう御ぎよの魔法陣がすべて発動しても、砦の見た目には何の変化もなかった。ただ、翌朝になって砦に侵しん入にゆうしようとした魔術師と傭よう兵へいたちの試みは、すべて粉ふん砕さいされた──城壁に触ふれようとするものは人間でも石でもすべて吹ふき飛ばされたのだ。

「大たい砲ほうでも持って来るんですかね」

　ゼストガは城壁の上から敵組織の魔術師たちを見下ろし、呟いた。こちらに魔術の防護があることを知ってからは、川向こうに張った野営地に引っ込んだきりだ。何か相談しているのか、準備をしているのか、それとも仲間割れでもしているのか。どれともわからないが、ゼストガも魔術の維持に疲つかれ切り、攻こう撃げきや偵てい察さつのための魔術を使う余よ裕ゆうもなかった。防護魔術は攻撃の第一波を退けてから一度解除しているが、いつまた襲しゆう撃げきが来ても対応できるよう、交こう替たいで見張りに立たねばならず、疲ひ労ろう回復のために十分に身体を休めることもできない状態だった。

「どうだ」

　仮か眠みんを取っていたはずのグレイビルが、塔の階段を上って城壁に上がってきた。手にはほかほかと湯気を上げるひと連なりのソーセージを抱かかえ、口に運んでいる。

「まだ休んでいてください」

「もう十分だ。おまえが寝ねてろ」

「はあ……」

「なんだ、何も食べてないのか？　これをやる」

「…………どうも」

　グレイビルは連なったソーセージを適当なところでぶっちりとちぎると、半分をゼストガに渡し、自分は食べかけだったそれを食べ続ける。

「魔術の維持は一に体力、二に体力だ」

「…………」

　前にも聞いた台詞せりふを繰くり返され、ゼストガはソーセージを一口齧った。ほかほかとまだ温かなそれは皮が裂さかれた途端口の中に熱い肉にく汁じゆうを吐き出した。とりあえずそれをもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、グレイビルを見る。

「────？」

　何か、違い和わ感かんを覚える。

　まだ、その変化は僅わずかで、確信は持てない。

　だが、何かが、違ちがう気がする。

「…………あの」

「さっさと食って寝ろ。ああ、食べてから寝るんだぞ。忘れるな。とにかく食うことだ」

「…………はい」

　違和感は膨ふくらみ、より具体的な疑念へと育ちかけていたが、まさか、という思いが強すぎて、ゼストガはそのことを口にせず、ただ上司の言葉に従って階段を下りるべく塔へ向かった。

　だが、結果から言うと、その違和感は正しかったのだ。




　こちらの人数が少ないことに気付いた敵方は、持久戦を選んだ。こちらが魔術の維持に消費するエネルギーと見張りの必要性を考えれば、保って数日と判断したのだ。その判断は正しいとゼストガは思う。二人で交こう互ごに見張りをし、襲撃のたびに魔術を発動させていては、攻撃や偵察に割く余力はない。こちらが耐たえきれなくなった時、隙をついて一いつ斉せい攻こう撃げきをかければ砦はあえなく陥かん落らくするだろう。

　だが、ゼストガは外から攻せめ落とされるという恐きよう怖ふよりも、より強きよう烈れつな恐怖を砦の内に抱えていた。

　最初は、まさかと思った。

　だが、日を追うごとに、その違和感は疑念になり、疑念は確信になり、ついに彼はそれを事実として認めざるを得ない状じよう況きように追い込まれていた。

　ゼストガはグレイビルに言われた通りにひたすら食べていた。ソーセージ、ベーコン、イモ、タマネギ、パン、その他色々と持ち込んでいた食しよく料りようを食べ続けた。料理と睡すい眠みんの時間以外は大たい抵てい食べていた。つまり、見張りの時も、襲撃を受け魔術を発動させている時も、だ。

「うぶ」

　ゼストガは川向こうの野営地を見張りながら、口を押さえて必死でハムサンドを喉のどの奥に押し込んでいた。目に涙なみだが滲にじみ、視界がぼやける。というか、涙のせいではなくて実際に意識が遠のきかけているのではないか？

　何故なぜこんなにも食べなければならないのか、そう尋ねると、グレイビルはただ、

『魔術の維持は一に体力、二に体力だ』

　と同じ台詞を繰り返すのだ。

　確かにグレイビルの体力は底なしかと思われた。ゼストガより年長であるにも拘かかわらず、彼はごく僅かな休息で非常に精力的に活動していた。見張りや防護魔術の発動は勿もち論ろん、魔術が間に合わなかった場合のために随ずい所しよに罠わなをしかけた。そのために危機を救われたことも一度や二度ではない。

　だが、一つだけ、奇き妙みような、できれば正視したくない現象が、彼に起こっていた。

「しっかり食え」

　今日もまた短い休息を終え城じよう壁へきに上がってきたグレイビルが、そう言った。振ふり返ると、鼻先に鍋なべを突つき出された。

「こ、これは……？」

「今日の三度目の昼飯だ」

「…………」

　ゼストガは、鍋に固定していた視線を、おそるおそる上げた。

　グレイビルはゼストガより頭半分ほども背が高かった。普ふ段だんはその横よこ幅はばに惑まどわされて太っているという印象しか残らないが、実のところは長身でもあるのだ。

　普段は短く整えられている金きん髪ぱつが、今は長引いた発はつ掘くつ作業と籠ろう城じよう戦で少し伸のびていた。剃そるのも面めん倒どうだと伸ばし放題のヒゲは髪かみと同色で、口の周りを覆おおい、瘦けた頰ほおのラインに精せい悍かんな色しき彩さいを添そえている。急激な変化のためにそれまでぴったりだった服はぶかぶかになってしまい、仕方なしに彼は器用にズボンの一本を縫ぬい直し、ベルト代わりに布を腰こしに巻いて押さえていた。最近はもっぱら上半身はシャツのみで、鍛えられた肉体の線はぶかぶかのシャツの上からでもはっきりとわかった。

　瘦やせていた。

　グレイビルは、この数日の間に、みるみるうちに瘦せていったのだ。

　だがそんなことは起こりえないはずだった。グレイビルは普段以上によく食べているのだ。起きている時は四六時中、それこそ料理をしながらでも、寝る直前でも、とにかくひたすら食べている。今だって床に座り込んでゼストガのために持ってきた鍋を傍かたわらに置くと、自分用の鍋からスプーンで直接シチューをむさぼり食っている。これが数日前ならただよく食べるなあとしか思えなかったが、見た目が変化すると、なんとなく……男らしい光景にさえ見えてくる。

「どうした。食べろ」

　グレイビルは呆ぼう然ぜんと立ちつくすゼストガに気付いて、そばの鍋を指さした。グレイビルは料理がうまく、あり合わせの香こう草そうと城内に迷い込んだ鳥を煮にた鍋からは良い匂においが立ちのぼっていた。

　だが、ゼストガはすでに胸も腹もいっぱいだった。

「あの……」

「食っておけ。魔術の維い持じにはとにかく体力だ。エネルギー消費を考えたら二十四時間食っておいた方が良いくらいだ。私だって」

　グレイビルは火傷やけどしないよう用心しつつ鍋に直接口をつけてごくごくとシチューを飲み干すと、自分の脇わき腹ばらをつまんで言った。

「これだ。もうだいぶん損そん耗もうしてしまったな。……？　おい、どうした」

「…………いえ、その……」

「なんだ、もしかして知らなかったのか？　まあ、確かに普ふ通つうは援えん助じよもなしに魔術を長時間使い続けることなどないからな。食ってエネルギーを補ほ充じゆうしておかんと死ぬぞ。おまえも少し瘦せてきたし──よし、今日から昼飯は四回に増やすか」

「！　待ってください、その方が腹がはち切れて死にます！」

「何を言う。魔術の使い過ぎで死にたいのか」

「それはイヤですがだからといって食べ過ぎで死ぬのも人として……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、詰つめ込みさえすればなんとかなる。だいたいおまえはちょっと線が細いんだ、普段からもっと食べておかないと──ほれ、食え」

「ひっ」

　鍋を突き出されたゼストガは後あと退ずさった。

　だが、背中はすでに狭はざ間ま胸きよう壁へきについており、逃にげ場ばはなかったのだ。




　──あれから、いったい何日経たったのだろう。

　城壁の上でぼんやりと見張りをしていたゼストガは指を折って数えてみた。十日だった。

　敵魔ま術じゆつ師したちはそろそろ焦あせり始め、襲しゆう撃げき回数を増やしていたが、効果は上がっていなかった。《ヘビの一族》の残した防護魔術には人類の魔術は歯が立たなかったし、こっそり夜中に侵しん入にゆうしようという試みも、グレイビルの張った罠のせいで失敗した。

　ゼストガは、小さくちぎった堅かた焼やきパンをもそもそと口に運んではコーヒーで流し込むという作業を続けていた。もはや味など彼方かなたの世界に吹ふき飛んでいた。ただこの苦行が終わる日を待ち続けていた。

「ゼストガ、食べているか？」

　ゼストガはびくりと肩かたをふるわせた。振り返るのも恐おそろしかったが、上司に背を向けたままでいるわけにもいくまい。彼はゆっくりと、おそるおそる、振り返った。

　グレイビルは、数日前よりさらに瘦せていた。

　いい加減鬱うつ陶とうしくなったと言って、今朝方ヒゲを剃っていたので、今日は久しぶりにつるりとした顎あごが露ろ出しゆつしていた。だが二重になっていないグレイビルの顎にはどうしても違い和わ感かんがあって、ゼストガは正視できずすぐに見張りに戻もどるふりをして視線を逸そらした。

「ふむ、あちらもそろそろ限界か」

　グレイビルはゼストガの隣となりに並び、川向こうの野営地を眺ながめて言った。

「よし、予定通り今日の午後に突とつ破ぱを試みる。こちらもいい加減食料が保たんからな」

　恐ろしくて避さけたいはずなのに、気がつくとゼストガはまたちらりとグレイビルを見ていた。怖こわい物見たさというものをゼストガは初めて知った。恐ろしいが、どうしても気になる。

　先さき程ほどは顎にばかり注目してしまったが、グレイビルの変化はそれだけではなかった。

　数日前まで精悍な、と呼ぶにふさわしい肉体をしており、今も精悍な印象に変わりはないのだが、それよりさらに贅ぜい肉にくという贅肉が消え細身になったため、これまで意識せずに済んでいたものが表に出ていた。

　極限まで贅肉の落ちた引き締しまった肉体。長身で、均整の取れた体付き。ひゅうと吹き抜ぬけた風が肩にかけたコートを一いつ瞬しゆん弄もてあそび、重々しく翻ひるがえす。瘦けた頰と落ち着いた眼まな差ざしはある程度の年月の積み重ねを感じさせる。特に目だ。肉が落ちて形良く開かれた目は、以前とは比べものにならないほど強烈に、彼という人間を感じさせた。その意志の強さが目に表れているようだった。それなのに纏まとう雰ふん囲い気きは変わらず軽かろやかで──。

　精悍と華きや奢しやのぎりぎりの境界線にあるような肉体に、強固な意志を宿した瞳ひとみ。変わらない、飄ひよう々ひようとした態度。この状況にあってもなお口元に浮うかぶ、己おのれすら客観視する皮肉げな笑えみ。

　そう。

　贅肉に隠かくされていたもの。

　それは、彼という人間の放つあまりに際きわだった美しさだった。

「く……っ」

　ゼストガは熱くなった目め頭がしらを押さえて横を向いた。

「？　おい、どうした？」

「いえ……、ただ、悲しいだけです。ここを抜けたら今目の前にいるこのカリスマ性に溢あふれた人物は消えてしまうのかと思うと……！」

「なんだ、いったい？　カリスマ？　誰だれのことだ」

　ゼストガは静かに涙を堪こらえた。

　だが、やはり現実は、非情だった。




　十日目の夕刻、彼らは突破を試みた。

　天候を操あやつり雷らい雲うんを呼び寄せ、雷かみなりを敵陣じん営えいとその付近に落とし、混乱を招いた。その隙すきに包ほう囲い網もうを無む理り矢や理り突破──それだけの、作戦とも言えないような作戦だった。だがすでに砦とりでの防護魔術の威い力りよくを味わっていた敵は落らく雷らいを必要以上に恐れ、馬でゼストガらが包囲を抜けた時も、てんで連繫が取れていなかった。逆方向に自分たちの幻げん影えいを映し出しそちらに注意を引きつけておいたから、残る追っ手はごく僅わずかで、それらは簡単に叩たたき潰つぶせた。

　そして、包囲網を脱だつ出しゆつしたグレイビルとゼストガは、そのまま馬を走らせた。駅のある街までたどり着いたところで馬を捨てて鉄道を使い、後は真っ直ぐ《学園》本部に向かった。

　本部にたどり着くまでに、五日ほどかかった。

　それは、魅み力りよく溢あふれる一人の男性が消えるのには、十分な時間だった。

　ゼストガは、自分の前に幻まぼろしのように一時だけ現れたあの中年の男性について、それ以降一言も語らなかった。一人の男性が消え、以前からいたもう一人の男性が現れた……それだけなのだ。四六時中食べているのに瘦せるなど恐きよう怖ふ体験以外の何ものでもなかったが、一時とはいえカリスマ性に溢れた男性の下もとにいたことで、ゼストガは不思議と晴れやかな気持ちでいられた。そうとでも思わないとやってられなかった。

　何にせよ──。

　恐怖と、絶望と、希望に溢れた十日間は、それで終わった。

《学園》に辿たどり着くまでに完全に元の体形に戻ったグレイビルと、反動でほんの少し太ったゼストガの他ほか、その期間に起こった奇き跡せきを知る者はいない──。






















　ヤムセはコーヒーにぽとりと角砂糖を落とした。五つ分の角砂糖は、差し入れたスプーンの先を重くして、ヤムセの指に川底のヘドロを搔かくような感かん触しよくを伝えた。

　灰色の雲が空の大半を支配し、午ひるの太陽を隠し、色が失われつつある世界で、彼はカフェのテラス席を陣じん取どり、通りを眺めていた。

　馬車の車輪が石いし畳だたみを引っ搔く音と、街頭商人の声とが入り交まじり、通りは賑にぎやかだった。

　その通りを、子どもたちが駆かけ抜けていく。大人たちの顔をしかめさせる、子ども特有の奇き声せいを上げながら。彼らの誰もが、楽しそうに笑っていた。

　通りを行く紳しん士したちのコートも婦人方の流行の肩かた掛かけも曇くもり空ぞらと大して変わらない色をする中、子どもたちの持つ棒つきの飴あめ菓が子しだけが鮮せん烈れつな色を有していた。

　熟うれて弾はじけんばかりのトマトの赤、夕日のオレンジ、淡あわいレモンイエロー。商船の船出する海の青に、針葉樹の葉の緑。

　美しい世界の断だん片ぺんを戴いただくように、子どもたちは誇ほこらしげに飴菓子を振ふり回す。

　それが実にうまそうに見えて、ヤムセは口中に湧わいた唾だ液えきをコーヒーと一いつ緒しよに飲み下した。

　その時──。

「せんせ！」

　視界に入れたくないものが入ってきて、ヤムセは思わず持っていた新聞を広げ、自分の顔を隠そうとした。

「先生、何やってんですか」

　呆あきれたように、それでいてどこか楽しげに言うのは、金きん髪ぱつの少女だ。彼女は通りからテラス席にやってきて、ヤムセが必死にかざしていた新聞を摘つまみ、ひょいとそれを下げてしまった。ヤムセの視界に再び少女の顔が入る。自分を見つめてくる目と目が合い、ヤムセはげんなりした声で言った。

「用か、リティーヤ」

　リティーヤは偉えらそうに腕うでを組み、ない胸を張った。

「用がなきゃ自分の休み潰してまで捜さがしません。テヨルさんが呼んでますよ。問題発生だそうです」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ヤムセは呼び出しなど無視してこのままここに居座ろうかとも思ったが、そうした場合の先輩テヨルの怒いかりを想像し、渋しぶ々しぶ立ち上がった。ついでに、あーやっと見つかったまったくせんせいがこんなところで油売ってたおかげでこっちは休みが潰れてちょっと聞いてますせんせ云うん云ぬんと言っているリティーヤの細い手首を摑つかみ、ぐいと引っ張る。

「お？」

　リティーヤがバランスを崩くずしたところで、肩を押し、最前まで自分が座っていた椅い子すに座らせる。

　彼女の華奢な腰こしは、すとんと椅子の座面に収まった。

「？　なんなんですか」

「ここにいろ」

「は？　あたしこれから休みですよ」

　くるん、とアイスブルーの目が彼を見上げる。

　ヤムセは淡たん々たんと言った。

「そうか、それは可哀かわい想そうなことだな。同情する。だが命令だ、ここにいろ」

「やですよ。だいたいあたしだけここにいて何しろって言うんですか。先生は宿戻るんでしょう？」

「いるだけでいい。そのうち誰か来るから、そうしたらまあ適当に頼たのむ。ちなみにここはクリの幸せタルトが美味だが」

「あたしはあたしなりに幸せ探しますから結構です、って、誰が来るんですか？」

「会えばわかる」

「んなこと言われたって困ります。デイロック出てからずーっと強行軍だったんですからね、今日くらいゆっくりさせてください。一日全部まるっと先生のために潰すのなんかやですよ」

「ふむ。ではこうしよう。私が戻った時おまえがここにいなかったら、」

「い、いなかったら？」

　むむ、と睨にらみつけてくるリティーヤを前にして、ヤムセはちょっと考えた。

　特に何も思いつかなかった。

「…………どうするかな」

「……何も考えてないんですね」

「うむ。まあ、それはそれで縁えんがなかったということだろう。別に構わん」

「縁、て……先生？」

　リティーヤが不思議そうな顔で見上げてくる。アイスブルーの、しかしどういうわけか温ぬくもりを感じさせる双そう眸ぼうに彼が映る。彼女の目には世界はどう映っているのだろうか──ヤムセは突とつ然ぜんそんなことが気になった。

　その弟子でしの額にとりあえずチョップをかまし、彼は言った。

「ただし店の会計は戻もどってから済ます。その前に店を出るならおまえが私の分も払はらっておいてくれ」

「は？」

　彼女はチョップを受けた額を痛そうに押さえ、ぽかん、と口を開ける。ヤムセが背を向けた時、ようやく事態を理解したのか、その背中に叫さけぶような声をかけた。

「先生っ、あたしお金なんて持ってないですよっ」

「なら待てばいい。何、夜には戻れる」

　ヤムセは肩かた越ごしに振り返ってそう言った。なおも続く彼女の文句と制止の言葉に耳を塞ふさぎ、店員に一声かけて通りに出る。背中にぶつかる言葉の暴力は、彼が通りを横切り、路地に入った頃ころに聞こえなくなった。

　薄うす暗ぐらい路地からまた別の通りに出た時、ちょうど雲間から太陽の光が差し込み、白い石畳に反射して網もう膜まくを刺し激げきした。そのまぶしさに彼は思わず目を細め、手をかざす。

　子どもたちの笑い声が、やけに耳に残っていた。
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「先生なんか砂糖で歯が溶とけちゃえばいいんだ」

　リティーヤはテーブルに突つっ伏ぷし、ぷちぷちと文句を言った。頰ほおに当たる古びて滑なめらかな木の感触は心地ここちよかったが、この状じよう況きようの慰なぐさめにはならない。

　賑やかな通りに面したカフェのテラス席で、目の前には空になったコーヒーカップが二つ。

「あーあ、もう午だよー暇ひまだよーつまんないよー」

　話し相手もおらずぶつぶつ愚ぐ痴ちの続くリティーヤのカップに、注文していたお替かわりのコーヒーが注がれる。リティーヤはのろのろとした動作で身体からだを起こし、新たに注がれたコーヒーに角砂糖を二個入れる。スプーンを突っ込み、乱暴にかちゃかちゃと回す。だんだん感情がこもってきて、スプーンの動きが激しくなっていく。

「そりゃねー、どうせ特にすることあったわけじゃないけどね、それでもこう、こんなところでぽけーっと過ごすなんてのはさ」

　がっちゃんがっちゃん。店員が通り過ぎざま、カップを破は壊かいされないかとひやひやしたようすで見てきたが、彼女の制服を見て、おや、という顔をした。

　それは、《学アカ園デミー》の制服──大陸最大の魔ま術じゆつ師し組織に属する者の印なのだ。

　その制服の示す通り、リティーヤは《学園》の魔術師見習いであり、今は研究室の先輩や指導教官らとともに調査旅行の帰き途とにある。《学園》を前にこの地方都市で足止めされたのは、落石事故で《学園》に向かう汽車も馬車も止まってしまったからだ。幸い明日には復旧するとかいうことだったので、今日は宿をとってこの町に一いつ泊ぱくすることになったのだ。

　おかげで今日一いつ杯ぱいは自由時間、リティーヤも少しは休もうと思っていた。

　ところが問題発生で──これだ。

　命令を無視して店を出ようにも、リティーヤにはヤムセの支し払はらいを立て替える金などない。この町には《学園》の支部があるという話だから、店との交こう渉しよう次し第だいでは支部のツケにすることもできるかもしれないが、ここにいたら何が起こるのかという期待も少しだけあって──師がああ言って彼女をここに残したからには何か起こるのだろう、というか起こってほしい──ぐずぐずしているうちに午を過ぎてしまった。そうなるともう意地で、てこでも動くものか、という気持ちになってくる。我ながら矛む盾じゆんしていると思い、スプーンを無む駄だにがちゃがちゃ言わせる。

　しかし、こんなふうに何もすることがなくて、話す相手もいないと、余計なことを思い出してしまう。考えても仕方のないことを考えてしまう。




『君は死なせない』




　──考えても、もう仕方がないのに。

　耳に蘇よみがえった声を追い払うように、一ひと際きわ大きくカップを鳴らした。

「もう、先生なんか──」

　気を取り直し、悪口をもう一いち巡じゆんさせようと口を開く。が、一いつ旦たん開いたその口を不意に閉じる。

　いきなり彼女の隣となりの椅子を引いて、座った人間がいたのだ。

「？」

　それは三十代前半と思おぼしき女性だった。上品なドレスを着て、髪かみも丁てい寧ねいに結ゆい上げている。

　女は日ひ傘がさを脇わきに置き、紅を引いた口をおもむろに開けた。

「ヤムセ君どこ？」

　リティーヤはぽけっとして女性を見た。今その唇くちびるから出てきたのは、確かに師の名前だ。

　……君付けなのが気になるが。

「はあ、あの……先生なら用事ができて宿に戻りましたけども……」

「あら。もう、仕方がないわね、それじゃあよろしく伝えておいて」

　女はそう言って立ち上がった。

「あ、待って下さい、あの」

　この女性はヤムセの知り合いのようだ。彼が言っていた『ここに来る誰だれか』というのは彼女のことなのだろうか？　そうかもしれない。いや、そうだろう。

　彼はこの女性と待ち合わせをしていたのだ。




『うむ。まあ、それはそれで縁がなかったということだろう。別に構わん』




　縁、と言った師の顔は少し遠くを見ていて、リティーヤはなんだか気になっていた。寂さびしそうで、けれどその寂しいことも何もかも諦あきらめているような、もやもやとしたものを感じたのだ。

　師が口にした『縁』とは──この目の前の女性との縁、なのだろうか？

　リティーヤは気が付いた時には女の手首を摑つかんでいた。

「……何かしら」

「すいません。その……先生にはどのようなご用件で？」

「ああ、仕事よ。私の売ってるものを彼が欲しいってだけの話」

　鮮あざやかな紅を引いた唇が、別の生き物のように動いて言葉を紡つむぐ。その妖よう艶えんさに、リティーヤは思わず良からぬ想像をしてしまった。仕事、というのはもしかして、そういう、色っぽい筋の……。

　だが女は不快そうに眉まゆを顰ひそめ、あっさり否定してくれた。

「……あなた何か勘かん違ちがいしてる？　ヤムセ君から何も聞いてないの？」

「は？　はあ」

　女は、仕方ない、というようにちょっと笑い、もう一度椅い子すに座り直した。

「あなた《学園》の魔術師になるんでしょ？　私みたいなの知っておくと、困った時に便利よ。私の売り物はね、情報」

「あ、情報屋さん？」

「そ。お隣の晩のおかずに政治家の秘密の会合場所まで、情報がご入り用の時はベニバナのお姉さんをヨロシクね」

「はあ……あ、じゃあ先生と商売ってのは、情報の……」

「そう。彼に頼たのまれてね、探さぐってた情報があったの」

　女は言い、小さなバッグから一通の封ふう筒とうを出した。

「〈淡あわ雪ゆきの貴婦人〉の居場所」

　うす紅色の花模様の入った封筒は、愛らしいものだった──が、なんだその〈淡雪の貴婦人〉というのは。

　貴婦人、というからには女性なのだろう。女情報屋の持ってきた、女性の住所。

　ヤムセがリティーヤにここにいろと言ったのは、この情報を自分の代わりに受け取らせるためだった、ということか。それならば、ヤムセの口にした『縁』というのはその〈淡雪の貴婦人〉との縁だ。

　いったい、どんな女性なのだ？

　が、リティーヤが手を伸のばすと、女は腕うでを上げ、封筒を遠ざけてしまった。

　笑えみを含ふくんだ目がリティーヤを睨にらむ。

「だーめ」

「え、あたし先生に渡わたしておきますよ」

「情報は依い頼らい人に直接、っていうのが基本なの。……でも、彼明日はもうこの町出ちゃうって言ってたわね。私も忙いそがしいし……そうするとこの取引しばらく延期になるのかしら」

　女性は悩なやましげなため息をついた。

「それは私も避さけたいわ。情報にも鮮せん度どってあるの。あなたのことは知ってるし、封筒預けてもいいと思うんだけど──」

「なら預かりますよ、……っていうかなんであたしのことご存じなんですか？　先生から聞いたんですか？」

「あら、私も情報屋の端はしくれだもの、それくらいは、ね。でもね、ダメなの」

「どうして……」

「だってまだ報酬受け取ってないもの」

「げ」

　そりゃ縁とかいう問題じゃないよ、先生！　と心の中で叫さけんで、リティーヤは封筒を見上げた。ヤムセが情報屋を雇やとってまで知ろうとした住所だが──残念ながら今回は見送ることになりそうだ。

　可哀かわい想そうだけどお金払はらってないんじゃ仕方ないよねー、と冷静に考えるリティーヤの頭に、先さき程ほどのヤムセのようすが浮うかぶ──常とは少しだけ違ちがう師の横顔。

「そこで提案なんだけど」

　黙だまり込んだリティーヤを見て何を思ったのか、女は楽しげに封筒をいじって言った。

「情報には、情報で、ってのはどうかしら？　あなたの知ってることを、一つ教えてくれたら、これあげる」

「情報、って……」

「ヤムセ君のこと」

　女はうす紅色の封筒にちゅっと口づけし、その問いを舌に乗せた。

「彼の幼おさな馴な染じみ、《学園》と敵対したってほんと？」

　……不意打ちだった。

　受けた衝しよう撃げきは緩かん和わしようもなく、そのまま表に出た。女はふぅんと興味深そうに鼻を鳴らした。

「動どう揺ようしてるわねえ」

　リティーヤは動揺を隠かくせないまま、それでも、あはは、と笑って言った。

「や、やだなあ、何言ってるんですか、いきなり。そりゃ動揺もしますよ、指導教官の幼馴染みが敵対、なんて。いったいどうしてまたそんな話を思いついたんです？」

「んふふ。ごまかさないごまかさない。まあ、ちょっと詳くわしく聞かせてよ」

「いや、詳しくって言われても」

「師し匠しように続いて幼馴染みまで《学園》と敵対してるんじゃ、《学園》での彼の立場も相当まずくなるわよね。彼が《学園》出るって言うなら、欲しいって組織は幾いくらでもあるし。実際のところどうなのかしら、その辺り。ね？」

「ね、って言われても……」

「でも、気をつけた方がいいわよ。そういうお誘さそいって断る時に話がこじれると後が面めん倒どうだから。私なら、面倒がないようにちゃんと仲ちゆう介かいしてあげられるの。ね、ヤムセ君ってもう動いてるのかしら、それともまだ──」

　女は引きつった笑みを浮かべるリティーヤに立て続けにかまをかけてくる。

　リティーヤは口の中が乾かわききっていることに気づき、なんとか唾つばを出して唇も湿しめらせた。

　──その時。

「おやリティーヤさん、こんなところで奇き遇ぐうですね」

　ぽん、と肩かたに手を置かれた。

　振ふり向くと、背後に銀ぎん髪ぱつの青年が立っていた。

「ゼストガさん……」

　ゼストガは《学園》の魔ま導どう書しよ調査委員会に所属する青年で、今回はたまたまリティーヤらの調査地と彼が任務で赴おもむいた場所がかぶったので、《学園》に戻もどるまで一いつ緒しよに行動することになったのだ。彼も当然事故の影えい響きようをうけてこの町で足止めされている。

「何かお困りのことでも？」

「え、あ、いや……」

　リティーヤはヤムセの話などできずに口ごもったが、すぐに我に返り、ゼストガの腕にしがみついた。

「ゼストガさん！」

「はい？」

「今お金あります!?　ちょっとお借りしたいんですが！」

　ゼストガは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたが、すぐにその美しい顔に見合ったとろけるような笑みを浮かべ、優やさしい声で囁ささやいた。

「十と一いちなら」

　…………。

　十日で一割という暴利に、リティーヤの顔は一瞬引きつった。が、どうせ返すのはヤムセだ、と思い直して頷うなずいた。
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　望む金額をゼストガから引き出した女は、金を素す早ばやくバッグにしまい、封筒をぽいとテーブルに置いて立ち上がった。日ひ傘がさを手に取り、悪びれずにリティーヤへ笑顔を向ける。

「情報の方は惜おしかったけど、良い取引だったわ。またね、可愛かわいい見習いさん。今度はもっとゆっくりお話ししましょ」

「いやなんつうかもう勘かん弁べんしてください」

「あら、残念。じゃ、良い午後を、魔ま術じゆつ師しさんたち」

　そう言った女が尻しりを優ゆう雅がに振り通りの人ひと混ごみに紛まぎれるのを待って、ゼストガが口を開いた。

「……で、あの女に何言われたんです？」

　女を見送ったリティーヤは、ゼストガの視線が後頭部に突つき刺ささるのを感じながらも、素知らぬふりで答えた。

「別に大したことじゃないです」

「お金貸したでしょ、僕」

「あたし三歩歩いたら恩を忘れるトリ野や郎ろうめって仲間内じゃあ有名だったんです」

「それはまた最低ですね。いいからさっさと話してください」

　リティーヤが躊躇ためらいがちに振り向くと、ゼストガはリティーヤから視線を逸そらし、通りを眺ながめていた。砂糖の入っていないコーヒーを一口啜すする。

「聞こえてましたよ──ヤムセさんが、《学園》を辞やめる、ですって？」

　むぐう、とリティーヤは唸うなって俯うつむき、迷った末に渋しぶ々しぶ口を開く。

「……さっきの情報屋さんが、勘かんぐってそう言ってただけです。先生はそんなこと一言も言ってないです」

「そりゃそうでしょうけど。言われるまで気付きませんでしたが、考えられない事態ではありませんね。ヤムセさんがユローナ及およびイルザークとの決着をつけようと焦あせれば、そういう選せん択たく肢しだって現実のものとして──」

「先生は《学園》辞めたりしません」

　リティーヤは言い、びりびりと封ふう筒とうの端を裂さいて、中身を取り出した。出てきたのはメモが一枚。

「そうは言っても……って何やってるんですかリティーヤさん」

「え？　あ」

　リティーヤはゼストガに指し摘てきされて初めて、自分の開けた封筒が本来ヤムセのものであることに気付いた。

「あちゃあ。いや手元にあったんでつい」

「怒おこられても知りませんからね」

「うーん。仕方ないな、ゼストガさんがやったって言います」

「ですからそういうことはやめてくださいと以前から何度も」

「ん？　これすぐ近くじゃないですか？」

　リティーヤはゼストガの話を聞き流し、メモを見て言った。

「ほら、この通りの名前、宿行く時通ったやつですよ」

「近かろうとなんだろうとそれがどうしたって言うんですか」

「いや、どうってわけじゃ……」

　そう、どうというわけではない。リティーヤにはこの〈淡あわ雪ゆきの貴婦人〉とやらの家に行かねばならない理由はない。

　ないのだが。

「……〈淡雪の貴婦人〉さんてどんな方でしょうね」

「は？　また話が飛びましたね」

「だって先生が情報屋を使ってまで住所を知ろうとした女性ですよ。先生の大切な人なのかなあって」

「別に何かの事件関係者で、重要な情報を持っているとかいうことかもしれませんよ」

「んー……まあ、そうなんですけど……」

　ヤムセがちらりと見せた、寂さびしそうな顔が引っかかっていた。師にあんな表情をさせる女性とは、いったいどんなひとなのだろうか──弟子でしとして、どうしてもちょっと気になってしまったのだ。

「……ね、ゼストガさんは……」

「とにかく、僕はもう宿に戻ります」

　リティーヤの問いかけを無視して、ゼストガはいきなり立ち上がった。なんだか不ふ機き嫌げんそうだ。彼のことは散々怒おこらせてきたリティーヤだが、今回は本当に身に覚えがない。何かまずいことをしたのだろうか？

「え？　ちょっと待ってくださ」

「このままここにいたらリティーヤさんに何をねだられるかわかりませんから」

　にっこりと笑え顔がおで言われる。

「ええっ、後はせいぜいここの勘かん定じようくらいですよっ」

「……いやそれも十分いやなんですが」

「とにかく、席について──あ、ちょっと待ってゼストガさん！」

　ゼストガは自分の勘定だけ払はらってさっさと出ていこうとする。リティーヤは慌あわててその腕うでにしがみつき、ゼストガの勘定を終えたばかりの店員に言った。

「お姉さんお勘定お願いします、はいこの人払います！」

「あっ、なんですかそれ！　払わないって言ったでしょう！」

「お願いしますって！　ゼストガさんに払ってもらえないと先生来るまでここに座ってなきゃなんないんですよ！　先生のことだからあたしのことなんか忘れて宿に帰っちゃうかもしれないし」

「……それは確かにありそうな事態ですが……」

「ね！　お願いします、立て替かえてもらった分は後で先生にちゃんと払ってもらいますから！」

　これ以上人通りの多い店の前でリティーヤにしがみつかれたくなかったのか、ゼストガは諦あきらめたように嘆たん息そくし、財さい布ふに手を伸のばした。




　……会計を済ませ、二人がカフェを出た直後、同じように席を立って店を出た人物がいた。

　それはフロックコートを着た壮そう年ねんの男性で、口の上にはヒゲを蓄たくわえていた。

　男はステッキを片手に帽ぼう子しを被かぶり、ゆっくりと通りを歩き出した。

　男の視線は、少し離はなれた前方を行く、賑にぎやかな少女に注がれていた。
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　カフェを出て三十分後──リティーヤは、劇場もある大きな通りに立っていた。

　彼女の目の前には、三階建て、煉れん瓦が造りの建築物がある。壁へき面めんには一面青々とした蔦つたが這はっており、扉とびらの上には、青いペンキで『泡あわ雪ゆき工こう房ぼう』と書かれた白しろ塗ぬりの看板が掲かかげられている。開いた窓からは小麦と砂糖とミルクの美味おいしそうな匂においが漂ただよっていた。

　リティーヤは手の中のメモを確かく認にんし、頷いた。

「ここみたいですね」

「…………」

「ゼストガさん？」

　返事がないので、リティーヤは振ふり返って銀ぎん髪ぱつの青年を見やった。

　ゼストガは街灯に手をつき、額を当て、何やら落ち込んでいる様子だった。

「どーしたんですか」

「いえなんというかここまでの経けい緯いを思い返していったいどうして自分がここにいるのかちょっと考えていただけです」

「経緯って、何かおかしなことありました？」

「あ・り・ま・し・た！」

　ゼストガは身体からだごとリティーヤに向き直った。

「宿に戻もどるんじゃなかったんですか？　さっきそう言っていたでしょ。なのになんだって僕らはここにいるんですか？」

「えーと〈淡雪の貴婦人〉の顔を一目見るため」

「はあ!?　ヤムセさんの女性関係なんてどうだっていいでしょう！　さっさと戻って──」

「だったらゼストガさんだけ帰ればいいじゃないですか。あたしは見ていきます」

「それができたら苦労はしてません。あなたのような歩く問題製造機が問題起こそうと準備万ばん端たんで他人様のお店の前にいるのに放っておくなんて人間としてできますか」

「そこまで言わなくても……別にあたしが問題起こしてるわけじゃないですよ。ちょっとこう、運が悪いっていうか」

「謝りなさい。運が悪いだけの人に謝りなさい。あなたのそれは絶対運とかそういう問題じゃありません」

　頑がん強きように主張するゼストガの説得に手を焼いて、リティーヤは口をへの字にする。同行するのが嫌いやなら一人で宿に戻ってくれればいいのに、そうしてくれるようすはない。

「だいたいなんだってそんなにヤムセさんの大切な人とやらにこだわるんですか」

「え？」

　リティーヤは顔を上げた。いつの間にこちらにやってきていたのかゼストガの顔は思いの外近くにあって、その顔を見上げてぱちくりと瞬まばたきする。

　彼は、怒ったような、苛いら立だったような、釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。

「だって、先生……」

　その時、突とつ然ぜん店の扉が開いて、中から年配の、しかし可愛かわいらしい感じの女性が出てきた。

　女性はふっくらとした顔に穏おだやかな笑みを浮うかべて言った。

「いらっしゃいませ」

　どうやら、店の前で言い合う二人組を不ふ審しんに思って出てきたらしい。

「あ、どうも……」

　リティーヤはゼストガに止められる前にと、急いで店内へ足を踏ふみ入れた。ゼストガは何やら言いたそうにしていたが、これ以上店員の前で言い合うのも嫌だったのだろう、おとなしくリティーヤの後についてきた。




　それは白くてふわふわして丸かった。

　見た目は、雪玉を放っておいたらその上に粉雪が積もった、という感じだろうか。丸くて、白くて、それでいて摑つかめば今にも崩くずれそうな危あやうさがある。一口大に丸めた綿といっても良い。

　その物体はガラスの陳ちん列れつケースの真ん中に並べられ、その前には小さなプレートが置いてあった。

　プレートには、流りゆう麗れいな筆ひつ致ちでこう書かれていた──。

〈淡あわ雪ゆきの貴婦人〉と。

「こ、これが……」

「ええ、こちら淡雪の貴婦人になります。お一ついかがですか？」

　中年の店員がにこやかにすすめてくる。リティーヤはがっくりと肩かたを落としその申し出を断った。

「お、お菓か子しだったんですね……」

　呻うめくように言うと、隣となりのゼストガは納なつ得とくしたようすで頷うなずいていた。

「いやなんとなくそんな気がしていたんです。ヤムセさんが女性の住所なんてネタになりそうなものリティーヤさんに任せるわけありません」

「えー。そう思ったら最初に言ってくださいよ」

「まあしかしこのまま帰るのもなんですね。ひとつ買っていきましょうか」

「はいはい、なんでもお好きにどーぞ。そんでもう宿に帰りましょう」

　リティーヤは期待していたような情報ではなかったことで、すっかりふてくされていた。

　ゼストガに止められ、散々文句を言われて来てみれば、ただの菓子とは。さすがに少々がっくりきた。それはまあ、確かにヤムセらしいといえばらしいが……。

　しかし、それではあの時見せた師の横顔の意味は、なんだったのだ？

　遠いものを見るような目をしていた。寂しそうに見えた。あれは、いったいなんだったのだ？

「……まあ、先生のことだからお菓子にものすごい思い入れがあるのかもしれないけど」

　ぶつぶつ言いながら、ゼストガの会計を待つ間所在なく扉の前に突つっ立っていると、どんと背中を押されてたたらを踏んだ。

「おや、失礼」

　リティーヤの真後ろで扉が開き、入ってきた男がリティーヤにぶつかったのだ。

　それは壮年の男性で、柔やわらかな皺しわの刻まれた目元が、リティーヤを見て優やさしく微ほほ笑えんだ。

「あ、いえ」

　リティーヤを穏やかな眼めで見つめたまま、男は後ろ手で扉を閉めた。

「それでだね、申し訳ないのだが」

　男が右手にステッキをにぎっていることにリティーヤは気付いた。ステッキ自体は別に珍めずらしいものではない、ただ、そのステッキが、唐とう突とつにリティーヤの頭より高く振り上げられる。

　そして振り上げられたステッキは男の手によって振り下ろされ、リティーヤの側頭部を殴おう打だした。

「！」

　もんどり打って倒たおれたリティーヤの身体をさらに蹴けりつけ、男は穏やかな声こわ音ねで言った。

「君には少し痛い目をみてもらうよ」

　その声の優しさにぞっとして、リティーヤはずり、と這いつくばったまま後あと退ずさった。倒れた時に額を陳列棚だなにぶつけていて、頰ほおを伝うぬるりとした感かん触しよくに、出血したのだと気付く。起きあがろうとしたら腹を踏まれた。ぐに、と踏みにじられる。潰つぶされる。

「……っ！」

「リティーヤさん！」

　ゼストガが叫さけんだと同時に、リティーヤの身体を踏みつけていた男の足が切り裂さかれた。ズボンがずたぼろになり、血が滲にじむ。

　それなのに男はヒゲの下でにこりと微笑んだ。

「ふむ、〈流れ〉魔ま術じゆつのかまいたちか。発動までの手順がありきたり過ぎるきらいはあるが、魔ま力りよくを無む駄だなく使っているね。悪くない、が」

　男がステッキを一ひと振ふりする。

　次の瞬しゆん間かん、ゼストガがその場にひざをついた。顔が土気色だ。汗あせがぷつぷつと浮き出す。うずくまり、嘔おう吐とする。

「ゼストガさ……っ」

　駆かけ寄ろうとしたリティーヤは、男に腿ももを蹴られて悲鳴を吞のみ込む。

「発動直後が隙すきだらけだ。それに〈流れ〉魔術なら肉体に直接働きかけた方が確実だよ──相手の隙をつけば、比ひ較かく的てき簡単に抵てい抗こうもねじ伏ふせられるからね。今私が君にしているように」

　店員の女性は陳列ケースの向こうで腰こしを抜ぬかしていたが、男に睨にらまれると悲鳴を上げて奥へ引っ込んだ。

「さて、と」

　男はリティーヤの髪かみの毛けを摑み、その顔を上げさせた。

「君がアレの弟子でしかね。ふむ、なかなかの間ま抜ぬけ面づらだが」

　髪を引っ張られた頭も踏まれた腹も痛かったが、理り不ふ尽じんな暴力が恐おそろしくて悔くやしいのと、僅わずかでも現状を理解したくて焦あせるのとで、呻くどころではなかった。

「なん……なのあんた……!?」

「なんなの、か。ふむふむ、では自己紹しよう介かいといこう」

　男はリティーヤから手を離はなした。

「私は《コーンフィールド商会》の者だよ──おそらくそう言えば君の先生は理解してくれることだろう」

「《コーンフィールド商会》……？」

　聞いたことがある。北部に拠きよ点てんを持つ魔ま術じゆつ師し組織で、《学園》とは敵対している。ヤムセは《学園》では魔術師組織専門の渉しよう外がい担当官だから、恨うらみを買ったのかもしれない。

「君の先生には少々──おっと」

　男は一度店の外に出ると、扉とびらにかけられていた『開店』の札をひっくり返して『閉店』にし、また店内に戻ってきた。

「さて、これでよしと。ああ、君の先生の話だね。いや、ただちょっと振ふられてしまってね」

「……振られ……？」

「君の先生を誘さそったんだ、我らが《商会》に。しかしどうもうまくいかなかった。その時ちょっと問題が起こってね。君の先生はうちのお偉えら方を怒おこらせてしまったのだよ。いやはや、うちのお偉方にも困ったものでね、恨みを買うような真ま似ねはまずいと私も言ったのだが──」

　男はなおも何か言っていたが、リティーヤの頭にはほとんど入ってこなかった。

　師が、他ほかの組織に誘われていた。

　女情報屋との会話を思い出せば、そういったことも予想できる。

　だが、振られた、ということは。

「…………先生は」

「うん？」

「あんたたちの話、断ったの？」

　男は片方の眉まゆを吊つり上げ、リティーヤの手を踏みにじった。

「いっ……！」

「何度も確かく認にんしないでくれたまえ。不ふ愉ゆ快かいだ」

　その一いつ瞬しゆんだけ紳しん士し然とした顔が崩れる。歪ゆがんだ毒々しげな顔が、現れて、すぐに消える。

　男は再び嫌いやらしい紳士面を貼はり付けて言った。

「先さき程ほども言ったがね、君には少々痛い目をみてもらう。何、殺しはしないさ。そうだね、指かな、いやいや、女の子だから顔の方がいいかな。鼻とか瞼まぶたとか」

　そしてまた優しげな笑えみを浮かべる。

「ふむふむふむ、では選ばせてあげよう。私は優しいだろう？　ふむ、優しいですと言いたまえ」

　優しげな、醜しゆう悪あくな笑みを。

「…………て」

「ん？　何か言ったかね？」

「やめて」

「ほう？」

　男は幼子のように首を傾かしげた。そのとぼけた仕草は、状じよう況きようも相まってひどく滑こつ稽けいで、同時に残ざん虐ぎやくなものに見えた。

「加減とかあんまりできないの。だからやめて。ここから出ていって」

　男は、く、と笑い出した。少しの間は抑おさえようと努力したようだが、すぐに噴ふき出し、大きな声で笑った。

「ははは！　いったい何を言っているのかね？　頭をぶつけてしまったのがいけなかったかな。しかし──」

　突とつ然ぜん、笑う男の胸がぱっくりと割れた。上着が、ベストが、シャツが、その下の皮ひ膚ふが、肉が、切り裂かれた。男は驚おどろいたように目を見開き、傷を押さえることも忘れて魔術を放った相手を見た。

　ゼストガが床ゆかに這はいつくばったまま、荒あらい息をついていた。

「まだ──意識があったか」

　男は自らの作った血だまりの中を歩き出した。磨みがき上げられた靴くつで血を撥はね上げ一歩ごとにぴちゃぴちゃと音を立てる。そのくせなんでもないようすでゼストガの前まで辿たどり着くと、ステッキを振り上げた。

　振り下ろす。

　一度。二度。ゼストガは動けない。今の魔術で限界だったのだろう、頭を庇かばうので精せい一いつ杯ぱいだ。

「ふーむふむ。そんなに殺されたいかね、ん？　それなら仕方ない、私が」

「やめて」

「私が殺してあげよう、魔術がいいかな、それともこのまま殴なぐり殺してあげようか？」

「……て」

「そうか殴り殺されたいか、よしよし良い子──!?」

　男はステッキを取り落とした。ステッキが突然燃え上がったのだ。床に落ちたステッキの炎ほのおを、男は目を丸くして見ていた。ステッキを持っていた手は真っ赤で、見る間に火ぶくれができていく。

　リティーヤは、男の背後でゆっくりと立ち上がった。

「……なんだ、これは。炎？　燃えた？　幻げん覚かくか。幻覚使いなのかな、お嬢じようさんは」

　男は振り返る。その驚きと興味に見開かれた目と目を合わせ、リティーヤは、

「──って」

　短く命じた。

「む？」

　男が聞き返した、直後。

　その視界に光が溢あふれた。

　強きよう烈れつな光は一時的に視力を奪うばい、凶きよう悪あくなまでの力で網もう膜まくに残像を焼き付ける。目を閉じても闇やみを切り裂き光が瞬またたく。

「あ、ああ!?　なん、なんだ、これは……？　これは」

　視神経をいじる〈流れ〉魔術か、それとも〈夢〉魔術で精神をいじられたのか？　男は長年の経験から必死で考えた。どれも違ちがう気がした。この光は、幻まぼろしでも、錯さつ覚かくでもないような気がした。本物の光のように感じられた。

　だが、そんなことはあり得ないのだ。光を生み出すのは〈昼〉魔術で、それはすでに失われているのだから。

　……そのはず、なのだから。

「えいっ！」

　男が答えに辿り着く前に、リティーヤは手近にあった椅い子すを男の脳天に叩たたきつけた。
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　ヤムセは寝ね起おきが良い。異変を察知してすぐに動けるようでなければ、他組織相手の渉外担当官などやってられない。何しろ恨まれるのが仕事のようなものなのだ。

　この時も、彼は人の気配を感じて目を覚ました。

　扉一枚隔へだてた廊ろう下かに、動く者がいる。

　その人物は扉に手をかけ、開けた。かちゃりと音がする。ヤムセは目を閉じたまま、相手の接近を待つ。ひたひたという足音。また裸足はだしで歩いているな、と彼は言葉にはせず考える。ひたひた。

　そしてその誰だれかさんは、ソファに座って腕うでを組み、俯うつむいて目を閉じる彼のすぐそばで立ち止まった。

　次の瞬しゆん間かん、暖かな、毛け羽ばだった感かん触しよくが身体からだを包む。ああ、宿の毛布をかけたのだな、と気付く。そういえば前にもこんなことがあったか。あの時も彼はタヌキを決め込んでいて、それを知った彼女は後からぶうぶう言っていた──が。

「起きてるでしょ先生」

　かけられたと思った毛布ははぎ取られ、ぽさ、と頭を軽いもので叩かれた。

「む」

　目を開けると、目の前には想像通り裸足のままのリティーヤがいた。白い寝ね間ま着きを着て、左手には毛布、右手には丸めた新聞を持っている。今彼の頭を叩いたのは右手のブツだろう。

　彼女は向かいのソファに腰こし掛かけ、頭から毛布を被かぶり、自分で持ってきた新聞を読み始めた。

「……身体はもういいのか」

「いいですよ」

　菓か子し屋でリティーヤとゼストガが襲しゆう撃げきを受けたのは、もう一昨日のことだ。

　ここらでは《学園》の力が強く、魔ま術じゆつ関係の問題が起こった時は付近の《学園》の支部に連れん絡らくが入るようになっていた。

　だからゼストガとリティーヤが敵組織の魔ま術じゆつ師しと交戦し負傷した、という情報も、すぐにヤムセらの耳に入った。ヤムセらはまさしくその支部で用件を済ましていたところだったのだ。

　報しらせを受けて駆かけつけたヤムセは現場に昏こん倒とうする魔術師を捕とらえ、店員から手当てを受けているゼストガと、彼に抱かかえられ震ふるえているリティーヤを保護して宿に戻もどった。

　幸いゼストガの怪け我がは命にかかわるものではなく、ヤムセが治ち癒ゆの魔術を使えば済んだ。

　リティーヤの方は、少し事情が違った。

　追いつめられた局面で、彼女が使ったのは〈昼〉魔術だ。

〈昼〉魔術は失われているはずの魔術なのだが、彼女はちょっとしたきっかけを得て以来、それを使うことができた。ただし使った後はその反動で必ず寝ね込んでしまう。体温が上がったり下がったりを繰くり返すので、付きっきりでそばにいて添そい寝まがいのことまでしてやらねばならない。

　で、今回もいつもの状態になった。幸いテヨルという女性の魔術師がそばにいたため、彼女に面めん倒どうを見てくれるよう頼たのんだのだが──。

「……少なくとも私は一応頼んだんだ」

「は？」

「いやなんでもない」

　リティーヤの意識が戻ったのは昨夜になってからだ。顔色は──まだ、良くはない。

　がさり、とまた新聞をめくり、今度はその顔が隠かくれた。ヤムセの側からは、『黄昏たそがれ時の怪かい！　有名菓か子し店にいったい何が!?』という大見出しが見える。どうやら一昨日の事件のことらしい。魔術師同士の戦せん闘とうがあったことは《学園》の力でねじ伏ふせられているが、実際にそこで悲鳴が上がったり血けつ痕こんが残ったりしたのは事実なのだ。大衆紙は、それを面おも白しろおかしく書き立てているのだろう。

　しかし、自分の巻き込まれた事件の新聞を早さつ速そく読むとは、なかなか剛ごう胆たんなことだ──ヤムセは感心しながら、身体を乗り出し、新聞を摘つまんで下げた。

「あ、漫まん画が読んでたのに」

「リティーヤ」

「なんですか」

「用でもあるのか」

「…………」

　リティーヤは視線を逸そらし、ぽり、と頭を搔かいた。

　ここは宿のヤムセの部屋で、リティーヤの部屋は隣となりだ。まあ彼女が彼の部屋に入り浸びたるのは珍めずらしいことではないが、今はあまりに時間が早すぎる。まだ部屋は薄うす暗ぐらい──せいぜい夜明け直後だ。

「や。その、目が覚めて」

「で？」

「寝直そうと思ったんですけど、まあ、散々寝たせいか眠ねむれなくて。じゃあ起きようかなって起きたんですけど一人だと色々考えちゃって。この時間だと誰も起きてないだろうなとも思ったんですけど、先生だったらどーせまたあたしが部屋入った途と端たん起きるんだろうなあとか思って」

　その予想は少々惜おしい。正確には、彼が目覚めたのは彼女が扉とびらの前に立ち止まった時だ。

「…………質問、してもいいですか」

「なんだ」

　リティーヤは、テーブルの上に置きっぱなしになっていた菓子の袋ふくろを指さした。ゼストガが襲おそわれる直前に買っていた菓子だ。

「これ、どうして情報屋さん雇やとってまで探したんですか？」

「…………」

　意外な問いに、ヤムセはとりあえず黙だまり込む。てっきり彼女を襲った男との関係について聞かれると思っていたのだ。何故なぜ情報屋を雇ってまで菓子を手に入れようとしたか？　そんなの決まっている。

「食べたかったからだが」

「……いや、それはわかるんですけど、なんかこう、特に気にかけてるみたいだから……」

「……ああ、そういう話か」

　ヤムセはリティーヤの疑問を理解し、一つ昔話をしてやることにした。

「子どもの頃ころ、隣の家に年取った婦人が住んでいてな。彼女の家に遊びに行くと、毎回この菓子が出てきた。嫁とついだ娘むすめが送ってくれるのだそうだ。ところがそのたびに数の数えられん幼おさな馴な染じみと無む尽じん蔵ぞうの胃い袋ぶくろを持つ姉があらかた食い尽つくしてしまうのだ。おかげで満足いくまで食べたことなどなかった」

　テーブルの上の袋を取って、中身を一つ取り出す。そういえば治癒の魔術と後始末でずっと忙いそがしく、まだ食べていなかった。

「幼馴染みの方は五個ずつだと言ったのに六個も七個も食べて、いつも私と喧けん嘩かになった。姉の方は要領が良い上に外そと面づらも良くて、私たちの喧嘩を仲ちゆう裁さいするふりをして残りの菓子を奪い取っていった」

「…………」

　ヤムセは言いながら淡あわい苦く笑しようを浮うかべた。まったく大変な幼馴染みと姉で、おかげで彼の子どもの頃の夢は、あの白くてふわふわの菓子をおなか一いつ杯ぱい食べること、だった。

　……まあ、彼もそれなりの手段を講じてその姉や幼馴染みとやり合っていたので、彼らばかりをどうこう言うこともできないのだが、それは別に弟子でしの前でわざわざ口にすることでもない。

「……もうずっと忘れていたのだが。急に思い出してな。食べたくなった」

　視線を上げると、呆あきれていると思っていた弟子は何故かぼんやりした表情を浮かべていた。

「……そっか、だから……」

「リティーヤ？」

「……なんでもないです！　あ、あたしも一ついただきますね！」

　リティーヤはそう言うなり、彼の手から強ごう引いんに菓子の袋を奪うばい取り、パクつき始めた。

「ん！　おいしいじゃないですか」

　甘い匂においに誘さそわれて、彼も手に取っていた一つを食べてみる。

　口の中でほろりと崩くずれるスポンジ、軽い口くち溶どけのバタークリーム、そしてふんだんにまぶされたアーモンドシュガー。

　美味うまい。

　文句なしに美味い。味も食感も申し分ない。

　そのはずなのに、何かが違ちがう。

　──何が？

　ちらつく幼馴染みと姉のことは考えないようにして、彼は菓子を飲み下す。

　リティーヤは、と見れば、口の周りを白く汚よごし、まるで五歳の子どものように、幸せそうに菓子を食べている。どうやらお気に召めしたらしい。

「……うまいか？」

　尋たずねると、こくこくと頷うなずく。口に入っていて喋しやべれないのだ。

　だが、彼はそれ以上手が出なかった。一つ食べて満足してしまって、二つ目三つ目に手が伸のびない。いや、一つ飲み下すのも苦労した。何かが欠けている、という違い和わ感かんが、彼を留とどまらせる。

　記き憶おくの中の菓子は、もっとすばらしく美味だった気がする。友人と奪い合い、姉にどやされながら食べた菓子は、もっとずっと甘くて、魅み力りよく的で、輝かがやいていた気がする。

　自分の味覚が変わってしまったのだろうか？　今の自分とかつての自分、どこに違ちがいがあるというのだろう？

「せんせ？」

　覗のぞき込んでくる弟子に気付いて、彼は顔を上げた。

　師の買った恨うらみのせいで痛めつけられ、〈昼〉魔術まで使うはめになった教え子は、それでもアイスブルーの目に確かな温ぬくもりを宿して彼を見ている。

　その手には、空の袋。

「すいません、全部食べちゃいました」

「…………」

「なんかさらっと口の中で溶けてなくなっちゃう感じで。手が止まらなくなっちゃいまして……」

「……いや、まあ、いい」

　菓か子しも今の彼に食べられるくらいなら彼女に美味おいしく食べてもらった方が幸せだろう。

「ああ、でもおいしかったですねー、こう、ほろほろ、しゅん、って溶けてなくなっちゃう感じ。バタークリームってこんなにおいしいんですねえ」

　うっとりと語る弟子の言葉で、先さき程ほどの味がヤムセの舌の上にもじわじわと蘇よみがえってきた。唾だ液えきが出る。もしかしてやっぱりあれは感動的なくらい美味しいものだったのではないだろうか、という気がしてきて、きちんと味わわなかったことを後こう悔かいする。ついでに腹も鳴った。

　彼は新聞をリティーヤから奪い、ため息混じりに言った。

「また今度買う」

　果たして、今度買って食べた時は、美味いと感じることができるだろうか？

　できるにせよ、できないにせよ、その時も、彼女はきっと思い切りよく食べてくれることだろう。それが少しうらやましくもあり、疎うとましくもあり、好ましくもある。

　がさりと紙の動く音がして、視線を上げると、広げていた新聞はリティーヤの指に摘まれ、押し下げられていた。

「先生」

　彼女はいつの間にかテーブルを回り込んで彼の目の前に屈かがんでいた。毛布を頭から被かぶった姿は、幼い子どものようにも見えた。

「縁えん、ありましたね」

　一いつ瞬しゆん彼女が何を言ったのかわからなかった。

「ほら、先生言ってたじゃないですか。あたしが帰っちゃっても、縁がなかったってことだって。あれって、あのお菓子への縁、でしょ？」

「……ああ、そんなことを言ったか」

「言いましたよ」

　何が楽しいのか、笑えみを含ふくんだ声だった。

「なんなんだ？」

「いえいえいえ。先生につられて笑ってるだけですよ」

「笑ってなどない」

　と言ってしまってから、そういえば自分は笑っていると気付いた。淡い苦笑のような、それでいて穏おだやかな微び笑しようのような。呆れたような、むず痒がゆいような。

　彼は立ち上がって新聞をリティーヤに放った。

「わ。あれ、どこ行くんですか」

　ヤムセはコート掛かけからコートを取りながら言った。

「糖分補給」

「まだ店開いてませんよ」

　訝いぶかしげなリティーヤへ、ヤムセは肩かたを竦すくめて部屋を出た。

　まずは支部だ。

　そこではリティーヤらを襲おそった件くだんの魔ま術じゆつ師しを拘こう束そくしている。魔術師に会い、手て癖くせの悪いどこぞの組織が彼の教え子に二度と手出しをしなくなるよう、手を打っておくのだ。方策はすでに考えてある。彼とて数あま多たの魔術師組織相手に交こう渉しよう事やら荒あら事ごとやらをこなしてきた人間だ、こういう状じよう況きようで使えそうな札の一枚や二枚は握にぎっている──。




　輝ける子ども時代は遠く過ぎ去って、彼は少しだけ力を得た。教え子一人くらいはなんとか守れるかもしれない程度の力を。




　廊ろう下かの突つき当たりから入る朝の光と影かげの中で、コートがばさりと翻ひるがえった。
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「投資に興味はありませんか？」

　お下げを垂らした少女は、にっこりと微笑んで言った。

　言われた方は中肉中背の男で、短く刈かり込んだ白茶けた金きん髪ぱつと愛あい嬌きようのある表情の持ち主だった。そこそこの仕立てのジャケットを身につけ、シャツも糊のりが利いてぱりっとしている。朝食を終えた男の周囲には食べかすが散らばってひどく汚よごれていたが、男単体を見ると、中流階級のごくありきたりの人物に見えた。ただ少し愛あい想そが良くて、時々目にほの暗い光が宿る。

　少女の方は、子どもがするようにテーブルに両りよう肘ひじをついて頰ほお杖づえをつき、男の顔を覗き込んでいた。おっとりとした甘い顔立ちを、眼鏡めがねが幾いくらか引き締しめている。ドレスは地味だったが、そこに浮うき出る身体からだの線はすでに十分に女性的なまろみを帯び、顔の幼さとのギャップが年ねん齢れいをぼやかしていた。

　男の名はイルザーク。少女の方は、ミカ。

　彼らは立ち寄った街の食堂で、朝食を食べ終わったところだった。

「投資って？」

　コーヒーの香かおりに目を細め、イルザークは新聞の向こうから楽しげに聞き返す。ミカは彼の目の前に指を一本立ててみせると、くるりと手首を返して己おのれを指した。

「私への、です」

　男は、ふぅん、と呟つぶやいて、読んでいた新聞を畳たたみ始めた。




「投資、ってドレスね」

「第一印象は重要ですから」

　イルザークはミカに連れられ、大通りの小さな仕立屋にいた。

　生き地じやデザインについて色々と意見を求められなんとかコメントをひねり出しはしたものの、結局のところ彼女の決断にはあまり影えい響きようを与あたえていない気がした。財さい布ふだけのつもりでいた方がいいのかなと頭の片かた隅すみで思う。

　採寸を終えて奥の部屋から出てきたミカは、彼の向かいの椅い子すに腰こし掛かけた。

　イルザークが待っていたのは採寸をした部屋に続くドアのすぐ前で、小さな椅子とテーブルは周囲にそそり立つ棚たなの高さに圧あつ倒とうされていた。

「私もいつまでもイルザークさんを頼たよってられませんから。雇やとい主を見つけないと──そうですね、これで後は髪かみと化け粧しようをなんとかすれば良いと思うんですけど」

　ミカはこの国の有力者の一人に目をつけ、魔術師としての自分を売り込もうと考えていた。だが今の見た目ではどうしてもありきたりの町娘むすめにしか見えない。それでは実力も見られず門もん前ぜん払ばらいされる可能性が高い。

　そのために、彼女はイルザークに自分への『投資』を提案したのだ。

「別に、無理して大人っぽく見せなくてもいいじゃないか」

　彼女の選んだデザインを教えてもらったイルザークは、頰杖をついてそう呟いた。それとなく目の前に座る少女の身体のラインを眺ながめる──まあ、確かに多少大人びたドレスでも着こなせるだろうが、だからといって背せ伸のびをする必要はないと彼は思う。

「可愛かわいい感じのはダメかい？　普ふ通つうの女の子みたいな。大人っぽいのは、これからでも着る機会はあるよ。今回は俺も仲ちゆう介かいできるし、そんなに頑がん張ばらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　スポンサーの提案に、ミカは笑顔を曇くもらせた。

「そう……まあ、そういう選せん択たく肢しもありますけど」

「……？」

　ミカの様子がおかしい。何かまずいことを言ったのだろうか、とイルザークは自身の台詞せりふを思い返す。無理して大人っぽく見せることはないとか、それとも頑張らなくても大丈夫とか、あの辺だろうか。この年とし頃ごろの子は、実じつ年ねん齢れいよりも上に見られたがるものだろうから、そういう言葉は彼女を傷つけたのかもしれない。

「……うん。そうですね、そっちにしてみましょう。可愛い方で」

「ミカ、俺は──」

「いいんです。ありがとうございます」

　礼を言われても嬉うれしくない。ミカは時々、こうして壁かべを作る。いきなり壁を作って、その後は入り込ませようとしない。イルザークが種を蒔まいたのだろうが、こうも突とつ然ぜんその壁を意識させられると、彼もどうしていいかわからなくなる。

「……すまなかったね」

「いいんですってば。お会計はお願いしますね」

　にこりとミカは笑った。

　真意を隠かくすように。




　数日経たち、仕上がったドレスがホテルの部屋に届けられ、それを着たミカを最初に見た時、イルザークは彼女が言った言葉の意味を理解した。

　淡あわいばら色の訪問用ドレスは、多用された鮮あざやかな緑のリボンがほどよい差し色になり、ミカによく似合い、彼女の愛らしさを引き立てていた。眼鏡を外し、髪に鏝こてを当て、リボンを飾かざれば、若々しく、息を吞のむほど美しい貴婦人のできあがりだった。

　年齢不ふ詳しよう気味の普ふ段だんと違ちがって、今のミカは紛まぎれもなく十六歳の美しい少女だ。あらためてその現実を突きつけられ、イルザークは打ちのめされたように立ちすくんだ。

　彼女は確かに美しい少女だったが、同時に稀き代たいの天才魔術師ユローナの記憶を受うけ継つぐ、強力な魔ま術じゆつの使い手でもあるのだ。それは、事実を知る彼にとってさえ、何かちぐはぐな感じがした。現実的ではないような違い和わ感かんがあった。

　これが、初対面の人間だったら？

　イルザークの紹しよう介かいもあるのだから、魔ま術じゆつ師しだと信じてもらえない、なんてことはない。だが、魔術師というと、どうしても超ちよう常じようのわざを使う人外の者という印象がある。魔術や魔術師と触ふれることの少ない一いつ般ぱん市民は勿もち論ろん、魔術師と交渉を持つことのある貴族階級にしても、その印象を──偏へん見けんをぬぐえる者は少ない。

　しかも彼女はユローナの後こう継けいとして紹介されることになる。

　彼女を紹介された者の反応が、彼には容易に想像できた。彼らはまず彼女の若さに驚おどろき、それからその現実を受け入れるためにこう考える。今目の前にいる者は、どうせ本当の少女などではないのだろう、魔術で年など幾らでもいじくってしまう、化け物なのだろうと。

　年相そう応おうのドレスを着て、可愛らしく着き飾かざることで、彼女は十六の少女としての自分をいとも容易たやすく否定されるのだ。

　そして、実際に、彼女は人ではなかった。

　ミカは言葉を失うイルザークを前にして、悲しげに微ほほ笑えんだ。

「似合って、ますよね？」

「……勿論」

「よかった」

「ミカ」

「そんな顔されると不安になってしまいます。こっちはこっちで、似合うなら、いいんです。今回はこれで行きます。こっちの方が、たぶん……効果的でしょうし」

　ミカは他者が自分に抱いだくであろう第一印象を把は握あくしていた。おそらく、彼よりは遥はるかに正確に。だから、あの時壁を作ったのだ。可愛い、年相応の、普通の女の子に見える恰かつ好こうをしろと彼が言ったあの時に。

　そんな恰好をすればするほど、普通の女の子としての彼女は否定されるのだから。

　ミカは、姿見に映し出された全身を見つめた。

「……私は、いつ死ぬか、年を取るか、成長するかもわかりません。作り物ですから」

　彼女は魔ま導どう書しよの欠片かけらから創つくられた。人の形をしていても、彼女は致ち命めい傷しようを負いながらも生き抜ぬいた。人ではない、人の形をした、何かだ。だから人に持ち得ぬ美しさを持つ。

「だから、着てみたいな、と思ったんです。いつか着られるかなんて、わからないから」

　いつか、大人びたドレスが似合うようになる日が来るかなど、わからないから。

「本当にそれだけなんです。……だから、そんな顔しないでください」

　彼女は鏡を見つめたままだった。

　イルザークは彼女の傍かたわらに立ち、不意に彼女の髪を飾るリボンに触れた。

　それを丁てい寧ねいに、取り去る。

　結ゆい上げていた髪からピンを抜き、下ろし、肩かたに垂らす。

　羽う毛もうのように優やさしく、彼女の肩に髪が触れた。

「買おう」

「え？」

　ミカは鏡からイルザークに視線を移し、聞き返した。

　イルザークは、彼女の目を見つめて言った。

「大人っぽいドレスも買おう。君が一番着たいと思ったのを。きっといつか似合うから」

「でも私は」

「似合う女性になるよ」

「…………」

「いつか、絶対に」

　彼はミカの額に口づけた。

　そのキスを受けて、ミカは少し不満そうにイルザークを見上げた。

「……子どもにするみたいにするんですね」

「君は子どもだからね。でも、いつか回収するよ」

「……回収？」

　ミカは不思議そうな顔をした。

　イルザークは、顔をくしゃりと潰つぶすようにして、笑った。

「だって、これは投資だろう？　なら、回収できないと俺の損になる」

　意味を悟さとり、ミカは驚いたように目を丸くした。ふわりと頰ほおに赤みが乗った。その一いつ瞬しゆんは彼女の壁も跡あと形かたもなく消え去り、彼はただ真っ直すぐに彼女を見つめることができた気がした。

『いつか、絶対に』

　根こん拠きよのない約束を真実めかして告げる自分は百回死んでも釣つりが来ると思ったが、彼にとっては彼女のその笑えみが、一瞬の恥はじらいが、今という時間のすべてだった。そのためなら、未来の不確かさなど何も気にならなかった。

　かつてある女魔術師の下で働いていた時、彼は過去を生きていた。未来も現在も意味を失ったよどんだ時の中で、後こう悔かいと汚お辱じよくにまみれ、終わらない苦痛の中で過ぎ去った時に殺され、死ぬように生きていた。

　その苦痛は僅わずかに和やわらぎ、彼はやっと現在という時間を生きている。

　ただ、まだ過去を生きている気持ちになることのあった彼には、この時点では、未来など無意味にも等しいものに思えた。だから幾いくつもの安易な約束を彼女と交かわせた。

　その時、彼女はふと射貫ぬくような目で彼を見つめ、つま先立ちになって彼の頰を舐なめた。

「？」

　その生ぬるい感かん触しよくに彼が目を見開くと、彼女は素す早ばやく彼から離はなれた。

「舐めたんです、傷を」

「……傷？」

「私たちは、傷を舐め合ってるんですよ」

　気付いてませんでしたか？

　彼が呆あつ気けにとられたその一瞬、彼女は遮さえぎるものもなく真っ直ぐに彼の心を見上げていた。彼の約束の不確かさも、この関係のいびつさも、何もかも見み抜ぬいて、それでもなお立ち向かおうという目だった。




　約束を守れたらと。

　その時初めて本気で思った。






















「親おや御ごさんの顔が見てみたいものです」







　雨足は激しかった。

　茶や黄色や白や灰色に塗ぬり固かためられた建物も濡ぬれそぼち、馬車は水たまりをはねとばして行き交かい、子どもたちがその間を悲鳴を上げて走り抜け、こうもり傘がさを差した黒服の大人たちがしかつめらしい顔で足早に通り過ぎる。

　大陸東部の地方都市、アムブール。

　雨から逃のがれアパートメントの庇ひさしの下に腰こしかけた青年が、同じ境きよう遇ぐうの少女をじくじくと湿しつ度どの高いやり方で責めていた。

「親は関係ないじゃないですか！」

　長い金きん髪ぱつの少女、リティーヤが唇くちびるを突つき出してそう反論すれば、青年──ゼストガは、待ってましたとばかりに口元に薄うすい笑みを浮うかべ、滔とう々とうと語り始めた。

「考えてごらんなさい。この僕もあなたも基本的には同じ教育を受けてきたんですよ？　それなのに、結果にあまりに大きな開きがあるように思いませんか？　ということは、《学アカ園デミー》以前、あなたの親御さんの初等教育に多少なりとも問題があったのではないか……そう考えるのはごく自然なことですよ」

「いやいやいや！　そもそもゼストガさん、あたしより年上なんですし、そういう比べ方はおかしーですって！」

「基き礎そ課程の六年間はほとんど同じカリキュラムですよ。親に恥はじをかかせたくなかったら、もう少し真人間になりなさい」

「あたしの言動のどこが親を辱はずかしめてるって言うんですか」

「……ど・こ・が、ですって？」

　そこで急にゼストガの声が、低く、脅おどすようなものに変わる。彼は自分とリティーヤとの間に転がる傘かさを拾い上げ、その折れた柄えを彼女に突きつけて言った。

「他人様の傘を壊こわしておいてよくもまあそういう口を叩たたきますね」

　だが、リティーヤは怖おじ気づく様子もなく答えた。

「ゼストガさんがおとなしくあたしに傘貸してくれたら問題なかったんですよ」

「は？　どうして僕があなたに自分の傘貸してさしあげなくちゃいけないんです？　行き先違ちがうんですよ、相あい合あい傘がさとかそういう可愛かわいらしいものじゃないんですよ、取るか取られるか、食うか食われるか、濡れるか濡れないかなんですよ？　それであなたに、はいどうぞとおとなしく貸すわけないでしょう？　ああ、あなたの頭、もしかして振ふったらからころ音がするんじゃないんですか？　ひからびた脳が転がって。それなら親御さんの責任というわけでもなさそうですねえ」

「音なんてしませ……ぎゃーっ振らないでっ」

「おや確かにそんな音はしませんね。つまりリティーヤさんの頭の中が空っぽだということがこれで科学的に証明されたことになりますね」

「なりませんて！」

　リティーヤはゼストガの手を振り払はらって乱れた髪かみを手で撫なでつけた。

　それを横目で眺ながめながら、ゼストガはなおもねちねちと言った。

「だいたいなんだってアムブールにいるんですか。今日は医い療りよう棟とうで魔ま力りよく検査受けるんじゃなかったんですか」

「あ、そういえばそうでしたっけ」

「そういえば、じゃありませんよ！……ま、考えそうなことはわかりますけどね。おおかた今アムブールに来ているサーカス団がお目当てなのでしょう」

「あ。よくわかりましたねー」

「……本当にわかりやすい人ですね」

　ふっふっふ、とリティーヤは気持ちの悪い含ふくみ笑いをした。

「一座の花形・カブキちゃんを見ずして死ねませんから」

「カブキちゃん？　ポスター見ましたけど、そんな名前でしたっけ？　一座の花形ってあの二枚目スターの……」

「ハア？　たかが人間の男が美形だからなんだって言うんですか。あたしにとってはカブトシシのカブキちゃんが一番！　お茶目で可愛い猛もう獣じゆうです。火の輪潜くぐりとかするし頭も良いんですよー」

「……あなたの感覚にはついていけませんね。で、それ何時からですか」

　リティーヤはハッとしてゼストガのポケットから勝手に懐かい中ちゆう時計を取り出し、その文字盤ばんを見るや目を剝むいた。

「う、噓うそ、もうこんな時間！　あたし行きますね、そんじゃ！」

　そう叫さけんで雨の中に飛び出すと、後はもう振り返りもせず、ばしゃばしゃと水たまりを蹴け散ちらしながら駆かけて行った。

「せわしないひとですね……」

　風邪かぜでも引いたらどうするんですかと呟つぶやき、時計をしまったところで、彼は通りを転がる帽ぼう子しに気付いた。

　リティーヤの帽子だ。

　それは、たった今リティーヤが入った小路から、大通りに転がり出てきたのだ。

「…………？　飛ばされたんですかね」

　確かに、風も強まっていた。

　ゼストガは雨の激しさに一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、結局雨の中に飛び出し、帽子を拾い上げた。

　だが、帽子が転がり出てきた小路に入っても、リティーヤの姿はなかった。

　帽子が飛ばされたことに気付かず先に行ってしまったのだろうか？

　それも妙みような話だと思いながら、彼はその小路にいた人ひと影かげに目を留めた。

　それは二人組の男たちで、そのうち大おお柄がらな方は巨きよ大だいなずだ袋ぶくろを担かついでいた。男たちはゼストガに気付いた様子もなく、反対の方向へ歩いて行った。

「…………」

　その袋の口から見慣れた金髪をしっかり目もく撃げきしてしまって、ゼストガは深くため息をついた。

　本当に、どうして彼女は毎回毎回こうもトラブルに巻き込まれるのだろうか。
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　何かまずいことが起こった気がする。

「でも、どんなことだっけ？」

　リティーヤは天てん井じようを見つめたまま呟いた。いつからそうしていたのかよくわからない。気が付いたら見知らぬ部屋の見知らぬソファに寝ね転ころがって天井を見上げていた。

　とりあえず身体からだを起こしてみる。と、途と端たん後頭部に鈍どん痛つうが走り、悲鳴を上げてうずくまった。

「え。あ、何コレ。こぶ？」

　周囲を見回してみたが、目に入る壁かべ紙がみも家具も記き憶おくにないものばかりだ。いったいここはどこで、自分はどうやってここまで来たのだろう？

　リティーヤは後頭部をさすりながら、なんとか覚えているところから記憶を辿たどってみた。

「なんだっけ……あ、そうだ、確かアムブールでゼストガさんと会って、鬱うつ陶とうしい会話して、その後一人で雨の中歩いてたら、誰だれかに声かけられて……」

　その後は？　リティーヤは突とつ然ぜん頭の痛みがひどくなった気がして、顔をしかめ、それでやっと事態に気付いた。

「……殴なぐられた？」

　小路で声をかけられ、おそらく、殴られたのだ。頭に衝しよう撃げきを受け──気が付くとここにいた。

　つまり。

「つまり、あたしは誘ゆう拐かいされちゃった、と。そういうことですか、ゼストガさん」

「もう少し深刻そうに言ってください」

　ため息も一いつ緒しよに聞こえてきそうな調子で、リティーヤの背後に立っていた人物がそう言った。

　リティーヤは身体を捻ひねり、相手の方へ顔を向けて言った。

「いやだってなんでかゼストガさんいるし。あ、もしかしてゼストガさんも誘拐されちゃったんですか？」

「そんなわけないでしょう。あなたを助けに来てさしあげたんです」

　ゼストガはソファの背に手をつき、座るリティーヤの顔を覗のぞき込んだ。ゼストガの長い銀ぎん髪ぱつから雨の雫しずくが落ちてきて、リティーヤの頰ほおでぱちんと跳はねた。

「鬱陶しくて申し訳ありませんでしたね。リティーヤさんなんか置いてさっさと《学園》に戻もどるべきでした」

　すねたようなゼストガの物言いに、リティーヤは慌あわてて手を振った。

「あ。いやいやいや。そうおっしゃらずに。連れて帰ってくださいよ。あれー、でもよくここまで来られましたね」

　リティーヤの頭に汚よごれた帽子をとんと載のせて、ゼストガはため息混じりに言った。

「帽子を落とした誰かさんを追いかけていったら、その誰かさんがずだ袋に入れられて連れ去られるところを目撃したんです」

「ああ、どうも……って」

　リティーヤは帽子を被かぶり直したところで、ゼストガの全身、つま先から頭のてっぺんまでまじまじと眺めて呟いた。

「なんでそんなずぶ濡ぬれなんですか」

　ゼストガは見事に全身濡れていた。髪からはまだ雫が滴したたっているし、シャツも肌はだに張りついている。床ゆかを濡らすほどではないが、靴くつもひどい状態だ。

　ゼストガは濡れて額に張りつく銀髪を鬱陶しそうに搔かき上げて答えた。

「あなたを連れ去った人たちを追って雨の中歩いたり、忍しのび込むタイミングを見計らってろくに雨の防げない軒のき先さきで突つっ立ってたりしたからですよ」

「…………それはどうもありがとうございます」

「どういたしまして」

　殊しゆ勝しように頭を下げるリティーヤに、彼はいつもの調子で言葉を続けた。

「でも案外平気そうですね。怯おびえて僕に抱だきついてきたりしないんですか？」

「は？　抱きつかれたいんですか」

　ゼストガは、本気と冗じよう談だんの境目をなくす、くすくす笑いを漏もらして言った。

「難しいところですね。この状じよう況きようで女性が手近な相手に抱きつくのは子どもがクマのぬいぐるみに抱きつくのと一緒ですから。僕は別にあなたのぬいぐるみになりたいわけではありません」

「…………さいですか」

「で、いったいどこで恨うらみを買ったんです？」

「……恨み？」

　ゼストガの曇くもった空のような色の目が、楽しそうに細められる。

「このアムブールがどういう都市か、というのを思い出せば、あなたにだってわかるでしょう？　この街であなたを誘拐することの愚ぐが」

「どういう……？」

「この街は《学園》のお膝ひざ元もとなのですよ」

　ゼストガはいつもの、今にも『リティーヤさんは本当に頭が悪いんですねえ』とでも言いだしそうな顔で彼女を見て、それからその顔を窓の方へ向けた。

　促うながされるまま窓辺に行って外を見れば、雨は小降りになっていた。濡れた道路を挟はさんで向かいには、やはり濡れて黒っぽくなった背の高いデパートやホテルといった建物。今いる部屋はかなりの高層階にあるらしく、建物の向こう、数ブロック先の川と汽船までよく見えた。

　そして、さらに遠く──街の外、未いまだ雨に霞かすむ台地に、白い数すう棟とうの建物が微かすかに見える。

　それが《学園》、つまりリティーヤらの所属する、魔ま術じゆつ師し組織の本部だった。

「所属魔術師五千人。各国政府にも影えい響きよう力を持つ、大陸最大規模の魔術師組織……それが《学園》です」

　白い染しみを思わせる姿でぼんやりとたたずむ本部の建物を眺ながめ、ゼストガはどこか楽しげに言った。

「そのお膝元であるこのアムブールには、《学園》の治安維い持じ局の人間が常じよう駐ちゆうして睨にらみを利かせ、事があればすぐにでも部隊を派は遣けんできるよう準備万ばん端たんで待ちかまえています。そういう街で《学園》の人間に手を出して、無事に逃にげられると思いますか？」

「思いませんけど……あ、そっか」

「誘拐犯はそれでもあなたを誘拐した。つまり、最終的に捕つかまることも恐おそれないほど、あなたに恨みを持った人間の犯行だ、と考えられます」

　なるほどーと感心しそうになって、リティーヤはふと顔をしかめた。

「あたし恨まれる覚えなんてないですよ」

「……あなたの場合、覚えがなくても気が付いたら恨みをまき散らしている可能性がありますから。それも結構な高確率で」

「そうかな？　あれ、でもここが《学園》のお膝元で、助けがすぐに来るっていうなら、なんでゼストガさんはあたしのこと助けに来てくれたんですか？」

「自分であなたを助けたかったからです」

　ゼストガの口から出た言葉が皮肉でも嫌いや味みでもなかったので、リティーヤは思わず言葉を失った。

　それを見て、ゼストガはくすりと笑う。

「だって、そうしないと僕の評価に響ひびきますから」

「へ？」

「リティーヤさんを目の前で誘拐されてしまった分のマイナスをリティーヤさんを助け出すことでプラスにしないと、《学園》における僕の評価に響くんです」

「あ、はいはい……」

「まあ、あなたを恨む詳くわしい事情は誘拐犯さんご本人の口から聞きましょう。もういらっしゃったようですから」

　そう言って彼は扉とびらの方を振ふり向く。リティーヤもそちらを見た。

　次の瞬しゆん間かん、ノブがかちゃりと捻られた。

　そうして、その直後に扉が開き、事件の首しゆ謀ぼう者しやが姿を現したのだ。

　……が。

「ゼストガ！」

　リティーヤは何が起こったのかわからなかった。たぶんゼストガも同じだろう。

　部屋に入ってきたのは驚おどろくべきことに女性、しかもそこそこ若くて華きや奢しやで綺き麗れいな、明らかに上流階級に属すると思われる女性だった。彼女は何故なぜか部屋に入るなり一声叫さけんで突とつ進しんし、リティーヤの横を素す通どおりして、ゼストガにタックルをかまし……いや、抱きついた。

「……はい？」

　リティーヤは目を点にして、本当に文字通り点にして女性とゼストガを見つめた。ゼストガの方はリティーヤに負けないくらい目を点にして、女性の細い腰こしを抱き寄せるでもなく、かといって引きはがすでもなく、ただ自失している。

「会いたかった……」

　女性はリティーヤの視線もゼストガの態度も意に介かいさず、ただ彼の胸に頰をすり寄せている。

　…………。

　なんだかよくわからないがすごい場面に居合わせてしまったらしい、とリティーヤは考えた。これは退散した方がいい。馬に蹴けられる前に。

　リティーヤは扉の方ににじり寄りつつ、えへ、と愛あい想そ笑いを浮うかべて言った。

「え、えと、あたし、じゃ、外出てますんで、ごゆっくり～」

　だが、そそくさと出ようとすると、ゼストガが我に返って彼女を呼び止めた。

「ま──待ってください、行かないでください！　違ちがうんです、このひとは」

「ゼストガひどいわ。せっかく長い旅をして会いに来たのにそんな」

「ほ、ほらほら、そちらの女性も寂さびしがってますよー。じゃああたしはこれで」

「このひとは僕の母親です！」

「いやいや、またそん──は？　母？」

　リティーヤはあらためて女性を見た。

　華奢な身体からだ、あどけなさの残る顔立ちは、子を持つ母のものとは到とう底てい思えない。しかも子というゼストガは二十歳前後。

　彼らが親子であろうはずがない。

　それなのに、女性は、花をたっぷり載せた帽ぼう子しの鍔つばの下で柳りゆう眉びを寄せ、ぷんすか怒おこって言うのだった。

「ゼストガ、あんまりですわ。こんなふうにまたお母様をないがしろにしようとするなんて。わたくしはいつもあなたとビューロック家を思っていますのよ」

「…………は、母……」

　リティーヤはもうそれ以上言葉が出てこず、ただ口をぱくぱくさせて母と子を見ていた。
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「いったいどういうことか、説明してください」

　自分にへばりつく女性の両りよう肩かたを摑つかみ、引きはがしたゼストガが、強こわ張ばった顔で言った。

「ああ、ゼストガ」

　女性は切なげな表情で言った。

「あなたは寂しかったのね。わかっていますから、もうすねないで。ね、仲直りしましょう？」

「誰だれがいつ寂しかっただのなんだの言いましたか。僕が訊きいているのはあなたがこの愚ぐ行こうに及およんだ理由です」

「だってゼストガったらお手紙にお返事もくださらないんですもの」

　…………。

　リティーヤのみならず、ゼストガも意味がわからなかったのだろう、困こん惑わくした表情で尋たずね直した。

「い、いや、あなたがリティーヤさんを誘ゆう拐かいした理由ですよ？」

「あら、リティーヤさんとおっしゃるのね。わたくしはアーゼリカ・ビューロック。ビューロック夫人でよろしくてよ」

　ビューロック夫人アーゼリカはリティーヤの方をろくに見もせずそう言うと、再びゼストガの胸にしなだれかかった。

「でもね、ゼストガ。わたくしにこんな悪いことさせたのは、あ・な・た、ですのよ」

　ご丁てい寧ねいに、あ、な、た、のところでゼストガの頰ほおを突つく。突かれたゼストガの表情は見る間に困惑から苛いら立だちに変わっていく。彼はアーゼリカの肩かたを摑み、もう一度乱暴に引きはがした。

「お願いですからわかるように言ってください！」

　リティーヤは、あは、はは、と乾かわいた笑いを浮かべて彼らの間に入った。

「ま、まあ。久しぶりなんですよね？　じゃ、再会を喜びましょーよ。あたしお邪じや魔まだったらさっさと退散しますし」

「余計なお世話です！　僕はもうビューロック家のことには関かかわるまいと──」

「ビューロック家？」

　リティーヤが聞き返すと、ゼストガはぎくりとした様子で顔を強張らせた。

「ビューロック家は北部の名家ですわ」

　答えを返したのは、アーゼリカだった。

　彼女はどういうわけかゼストガに対するものとはずいぶん違ちがう、険のある視線をリティーヤに向けて言った。

「統一王朝を支えた、大寒波前からの貴族の家いえ柄がらなのです。あなた、そんなことも知らずにゼストガのそばにいるんですの？」

「は、え、貴族？　ええっ、じゃあゼストガさんて貴族だったんですか？」

「違います」

　今度はゼストガだ。彼は相変わらず怒った様子で言い捨てた。

「今の僕は《学園》の魔術師です。実家との縁えんはとっくの昔に切れています。だいたい、貴族といっても二百年前までで、今はせいぜい地主がいいところ──」

「まあ！　ひどいことばかり言うのですね、ゼストガ。いったいどこでそんな口の利き方を覚えたのでしょう」

　アーゼリカは意味ありげな目でリティーヤを見る。リティーヤにはその視線にこめられた意味がわからなかったが、ゼストガは何か察したのだろう、急に顔色を変えた。

　彼は震ふるえる声でアーゼリカに尋ねた。

「まさか、あなたがリティーヤさんを誘拐したのは──」

　アーゼリカは、つんとすまして言った。

「やっとわかってくれたのですね。そうです、わたくしは大事なお話があって、リティーヤさんをお招きしたのです」

「お話？」

　リティーヤはオウム返しに聞き返す。

「ええ。しらばっくれても無む駄だですわよ。わたくしにはなんでもお見通しです。リティーヤさんがわたくしとゼストガとのやりとりを邪魔していることくらい、先刻承知ですわ」

　…………。

「……なんであたしがアーゼリカさんとゼストガさんの邪魔をするんですか？」

　アーゼリカはリティーヤの鼻っ面つらに、その手入れの行き届いた指をびしりと突きつけて言った。

「リティーヤさんが邪よこしまな思いを抱いだいて、ゼストガにつきまとっているのでしょう？　彼が自分を置いてビューロック家に帰ってしまうと心配して。けれど何もわたくしはゼストガをビューロック家に連れ戻もどしたいというわけではありませんの。そのことを理解していただこうと思って、お招きいたしましたのよ」

　……そこでようやくリティーヤも理解した。この目の前の女性が、とんでもない勘かん違ちがいをしているのだ、ということに。

「あたしとゼストガさんはそーいう関係じゃありませんっ！」

「あらあら、しらばっくれても無駄だと言っているでしょうに。ねえゼストガ？」

　ゼストガは頭を抱かかえていたが、母に袖そでを引かれて力なく顔を上げた。

「違います。どうしてそんなふうに思われたのです？」

「え？　どうして、って言われましても……まさかほんとに違うんですの？」

「違います。説明をお願いします」

　アーゼリカは息子むすこに睨にらまれ、ぱちくりと愛らしく瞬まばたきした。




「わたくしね、一週間ほど前からこちらに滞たい在ざいしておりますの。そうして毎日《学園》に面会のお願いをしていたのですよ。でも《学園》は全然取り合ってくださらないんですの」

　ソファに優ゆう雅がに腰こし掛かけたアーゼリカが、憂うれい顔がおで言った。ゼストガが仏ぶつ頂ちよう面づらで、そんなのは当然だと頷うなずく。

「《学園》は所属魔ま術じゆつ師しが実家と結びつくのを好ましく思っていませんから、いきなり行っては当然の結果ですね」

　ちょっとむっとしたのか、アーゼリカは向かいに座る息子を睨みつけた。

「でもあんまりですわ。母が息子に会いに来たというのに、あのように邪じや険けんに……しかも街に出てみたら、あなたがそこのお嬢じようさんと仲良さそうにしてるじゃありませんか。それは母として、少々腹も立ちます。それで、少しそのお嬢さんとお話ししようと思ったのですわ」

「いや、別に仲良さそうにしていた記き憶おくはないんですけど」

　ゼストガの隣となりで小さくなっていたリティーヤが呟つぶやいたが、アーゼリカは当然のように無視した。

　仕方なく、ゼストガが言った。

「どうしてその時僕に声をかけてくださらなかったのですか」

「だってびっくりしたんですもの！　それに」

「それに？」

　アーゼリカはハッとした様子で視線を逸そらした。

「な、なんでもありませんわ。とにかく、誘拐なんてするつもりありませんでしたのよ。ただ、人にお願いしたら、なんだかそういうことになってしまったんですの。わたくしは、ちょっとお話ししたい、と伝えただけでしたのに……」

「ちょっと？」

「ええと、その、確かに、多少痛い目に遭あわせてもいいとか、手段は問わないとかとは言いましたけれど」

「……それは誘拐の命令を下したも同然です！」

「だって、リティーヤさんが悪いんですのよ！　ゼストガをたぶらかして──」

　ゼストガはたまりかねた様子で、アーゼリカの言葉を遮さえぎって怒ど鳴なった。

「だからリティーヤさんが僕をたぶらかした事実はないと何度も言っているでしょう！　だいたい母親だ母親だと言うのなら、こんな貧相な頭と胸の女性に僕が心こころ惹ひかれるわけがないってことくらいわからないんですか！」

「……なんかひどいこと言ってないですかゼストガさん」

「リティーヤさんは黙だまっててください。いいですか、ビューロック夫人！」

「な、お母様とお呼びなさいっ」

　激げつ昂こうするアーゼリカを挑ちよう発はつするように、ゼストガはもう一度、ビューロック夫人、と繰くり返した。

「確かにあなたは昔から少々そそっかしいところがありましたが、一度街で見かけただけでそんな想像を働かせ、しかもそれを真実と思いこみ人一人をさらうのは、行き過ぎです。それにあなたの言葉には、特別の確信でもあるように聞こえました。……本当に、今お話しくださったことですべてなのですか？」

「…………そ、そうですよ」

「……わかりました。ではもう結構です」

　どういうわけか、悲しげにも見える様子でそう言うと、ゼストガは突とつ然ぜん席を立った。リティーヤもアーゼリカもぎょっとして彼を見上げる。

「な、なんですの、ゼストガ」

「僕がここにいなければならない理由もないでしょう？　リティーヤさんを連れて《学園》に帰ります」

「へ？　え、あ、あたしも？」

「当たり前です。それとも、あなたはこのご婦人の戯ざれ言ごとにいつまでも付き合っていられるほど暇ひまなんですか？」

「いや、まあ、暇っていえば暇ですが」

「……では好きにしてください！」

　そう言い捨て、ゼストガはさっさと扉とびらへ向かう。

「ゼストガ！」

　そのゼストガの名を叫さけび、アーゼリカはソファから立ち上がる。聞く者の胸をかき乱すような、悲ひ愴そうなものを感じさせる声で彼女は叫んだ。

「またわたくしを置いていくのですか。これだけあなたを思い、遠く旅をして会いに来た母を置いていくのですか！」

　ゼストガは思わず、苦しげに母から顔を背そむけた。アーゼリカは、その彼に迫せまって腕うでを摑つかむと、顔を覗のぞき込んだ。

「お願いです、ゼストガ」

「しかし僕は」

「わたくしは、土地を守りたいのです！」

　…………。

「土地？」

　リティーヤは訝いぶかしげに聞き返し、ゼストガも同じく訝しげな──というか、それよりはむしろ愕がく然ぜんとした顔で立ち尽つくしている。

「ええ、土地の境界線を巡めぐって裁さい判ばん沙ざ汰たになっているのです。三ヶ月ほど前から。それで、わたくしゼストガに会いに来ましたの」

「……えと、その、なんで土地の争いごとでゼストガさんに……？」

「勿もち論ろん《学園》の魔術師としてのコネを最大限に活用していただくためです！」

「……あ、コネ……」

「ゼストガが働きかければ、次の裁判では必ずこちらが勝ちます！」

　リティーヤは何やらひどく落ち込んでいるゼストガに尋たずねてみた。

「そんなの可能なんですか？　《学園》が北部の裁判に口だしするなんて」

「可能ですよ。《学園》は北部にも色々影えい響きよう力を持ってますから」

「そう、勿論可能です。ゼストガ、あなたはわたくしの息子、そしてビューロック家の人間なのです。ビューロック家を守るため力を尽くさねばなりません！」

「……あのですね」

　ゼストガは、まだショックから立ち直れない様子ながら言った。

「はっきり申し上げておきますが、僕はビューロック家のために動く気はありません」

「!?　何を……」

「いいから聞いてください。僕はもうビューロック家の人間ではないんです。そんなこと、勿論あなただってわかっているでしょう？」

　リティーヤにもゼストガの言いたいことはわかった──おそらく、アーゼリカも理解はしているのだろう、小さなこぶしをきゅっと握にぎりしめている。

《学園》の魔術師はどのような場面においても《学園》に忠実であることを求められる。家族や故郷のことよりも、《学園》のことを優先しなければならない。それを所属魔術師たちに徹てつ底ていさせるため、《学園》は魔術師たちにその家名すら捨てさせる。

《学園》に所属するということは、実家との縁を切ることを意味するのだ。

「それは、説明は受けましたけれど、でもそんな決まりなんかであなたがわたくしの息子でなくなるわけがないと思ったのです……！　だって、そうでしょう、あなたはわたくしの息子でしょう!?」

　すがるような母の言葉を、ゼストガは、静かな表情で否定した。

「……違ちがいますよ。僕はもうあなたの息子ではないんです」

　アーゼリカは絶句して立ち尽くしてしまう。

　ゼストガはそんな母に背を向け、今度こそ部屋を出て行った。




「え、ええと、その、アーゼリカさん」

　リティーヤは俯うつむいて黙り込んでしまったアーゼリカに、おそるおそる語りかけた。

　が、返答は素っ気ないものだった。

「早く消えなさい」

　ソファに座ったアーゼリカは顔を上げずに言った。

「もうあなたに用はありません」

「……は、はあ」

「それともわたくしを笑いたいのですか。それならばお好きになさい。息子むすこに捨てられた憐あわれな母よと笑いたいのならば笑いなさい。わたくしの思いなどあなたにわかるはずもないのです！」

「いや笑う気はないですけど」

「ならば何故なぜいつまでもそこにいるのですか！　目め障ざわりです！」

　そう言われても、リティーヤはこの目の前の女性を置いてゼストガを追う気にはなれなかった。それでは、なんだかゼストガもアーゼリカも、誰だれも彼もがあまりに寂さびしい。

　だが、何ができるというわけでもなく──彼女自身も、困こん惑わくしていた。

　とりあえず、リティーヤはアーゼリカの隣となりに移動してみた。何か声をかけたかったが、何も言えず、どうしようかと困り果て、相手の細い肩かたに触ふれるのも気が引けて、仕方なしにこう言った。

「えと……何か飲みます？」





３






　グラスに注がれたワインを一口二口含ふくむと、アーゼリカの気持ちも多少落ち着いた様子だった。

「……《学園》は」

　グラスをテーブルに置き、長く息を吐はくと、彼女は言った。

「《学園》は親から子を奪うばってしまうのですね。あの子はとても母親想おもいの、優やさしい子だったのです。あのようなことを言える子ではなかったはずなのです」

「は、はあ……」

　日々ゼストガの嫌いや味みに触れているリティーヤには素す直なおに頷うなずきがたい話だったので、ひとまず曖あい昧まいに返しておいた。

　その曖昧さが気にくわなかったのか、アーゼリカはリティーヤを睨にらみつける。

「あなただって、親より《学園》を選んだのでしょう？　親おや御ごさんはきっと今いま頃ごろ泣いていますよ」

　リティーヤは、はは、と笑って頭を搔かき、そのまま毛先を指に絡からめた。

「まあ、そうかもしれませんね。でも、食いっぱぐれないし、色々観察したり調べたりするのは楽しいんで……」

　その言葉を聞き、アーゼリカは軽けい蔑べつしたようにふんと鼻を鳴らした。

　だが、リティーヤがその続きを口にした時、彼女の顔色がさっと変わった。

「っていうか、そもそも家族とは入学前にはぐれちゃったし」

　リティーヤは相手の表情が変わったことに気付いて、慌あわてて手を振ふった。

「あ、気にしないでください。あたし別に気にしてませんし。ほら、あと、《学園》ってあちこちの街に支部あるし、家族捜さがしもちょっとはやりやすいかなーとか色々打算もあ……っ」

　突然相手の胸に抱だき寄せられて、リティーヤは言葉を詰つまらせた。柔やわらかな腕に包まれ、胸に押し潰つぶされそうになり、あまりの突然の事態に目を白黒させる。

　アーゼリカはリティーヤを解放すると、真しん剣けんな顔でこう言った。

「あなたのお母様も、きっとあなたに会いたがっていると思いますわ」

　何かを確信したような顔は同じ母親だからなのだろう。リティーヤは照れくささで頰ほおが熱くなるのを感じながら思った。そう、たぶん悪いひとではないのだ──ちょっと唐とう突とつなだけで。リティーヤは出ていったゼストガのことを考え、彼女にしては珍めずらしく、ため息をついた。

　──そのとき。

　扉とびらが、ノックなしに開いた。

「？　あ、ゼストガさん」

　入ってきたのはゼストガだ。考えを変えて戻もどってきたのかと思ったが、すぐに様子がおかしいと気付いた。彼は緊きん張ちようした顔をしていて、扉を閉めると、すぐさま窓に飛びつき、カーテンをかけたのだ。

「ど、どうしたのです」

　アーゼリカに尋ねられ、ゼストガは窓辺に彼女らを手招きした。

「見てください。カーテンの隙すき間まから」

　そう言って示したのは、窓の外だ。リティーヤは最初ゼストガの指が何を指したいのかわからなかったが、しばらく目を凝こらすうちに吞のみ込めた。

「……《学園》の魔ま術じゆつ師しがいますね」

　そう、街角のそこここに、《学園》の支給品である長く重いコートを着た人間の姿が見られたのだ。

「通報を受けて《学園》の治安維い持じ局が動き始めたのです」

「通報……、ってことはあの人たちは」

「そう。あなたと誘ゆう拐かい犯を捜して、あちこち聞き込みをしているんですよ、リティーヤさん」

　ゼストガは皮肉げな笑いを浮うかべてそう言い、まだ事態を把は握あくできていないアーゼリカに向き直った。

「ここは《学園》のお膝ひざ元もとなのですよ。この街で魔術師見習いが誘拐などされれば、彼らが総出で家や捜さがしに来るということくらい想像できなかったのですか？」

　アーゼリカの美しい目が大きく見開かれた。とどめとばかりにゼストガはさらに言葉を重ねる。

「現行犯でこんなところを押さえられれば、ビューロック家ももうお終しまいですよ。あなたは逮たい捕ほされて、ビューロック家の北部連合での立場も非常にあやういものになるでしょう。勿もち論ろん、その余波は僕にもやってきます。実家がそんな問題を起こしたとなれば、僕の魔術師としての経歴にも大きな傷が残ります。つまりあなたは僕と実家の両方を危機に陥おとしいれてくださった、というわけなのですよ、ビューロック夫人」

　夫人の顔から色が抜ぬけ落ち──。

　彼女はようやく、今自分が置かれている状じよう況きようを理解した。

　窓の外、濡ぬれた舗ほ装そう道路の上では、すでに《学園》の魔術師たちが包囲を完成させているのだ。

　この街から、誘拐犯を逃のがすまいと。

　膝ひざから崩くずれ落ちそうになったアーゼリカをリティーヤが慌てて抱かかえ、とりあえずソファに座らせる。アーゼリカは震ふるえる手で飲みかけのワイングラスに手を伸のばし、中身を一気に呷あおった。

「では夫人、お教え願いましょうか」

　ゼストガはこの状況でも変わらない、穏おだやかな笑え顔がおで言った。

「あなたに、あることないこと吹ふき込んだ相手について」

「相手……ってどういうことですか、ゼストガさんっ」

「少し考えればわかることです。ビューロック夫人一人でリティーヤさんを誘拐するような荒あらくれ者を手配できると思いますか？」

「……あ」

　言われて、リティーヤも、ソファに座らせたアーゼリカの方を振り返った。

　彼女はすっかり色をなくした顔で、リティーヤとゼストガを見ていた。

「そんな、でも、あの方は」

「教えてくださるんですか、くださらないんですか？」

　優しく、穏やかな顔をくずさないゼストガのさまは、むしろ押し殺された怒いかりを感じさせるもので、アーゼリカはその目に涙なみだを溜ため始めた。

「ゼストガさん、アーゼリカさんいじめても状況は変わらないですって！」

「あなたは黙だまって──」

「男性が」

　リティーヤとゼストガが言い争いを始めようとした時、アーゼリカが小さな、やっと聞き取れるほどの声で語り始めた。

「わたくしが《学園》から門もん前ぜん払ばらいにされて、この街で途と方ほうに暮れていた時、男性に声をかけられたのです」




　アーゼリカはぽつぽつと語った。

「……その方、このことはゼストガには内ない緒しよですよっておっしゃったのです。それから、色々教えてくださったのですわ」

「僕がリティーヤさんにたぶらかされていると？　初対面の人間をそう易やす々やすと信用されるものではありませんね」

　アーゼリカはハンカチを握にぎりしめた。

「だ、だって《学園》の魔術師っておっしゃってたし、その、コートも着てらしたのよ。自分はゼストガさんの知り合いですが、もしや奥様は先さき程ほど《学園》にいらしていた方では、って、とても紳しん士し的で……それで、つい」

「どんな男でした？」

「名前は──」

　ゼストガはアーゼリカが男について説明するのを難しい顔で聞いていたが、あるところで突とつ然ぜんその目を見開き、彼女の口にした言葉を確かく認にんした。

「頰に傷、ですね？」

「ええ。右……だったと思います」

「ああ……」

　感かん嘆たんの声とも、ため息ともつかないものを漏もらしたきり、彼は口を噤つぐんだ。

「？　どうなさったの」

「いや……その、確かに僕の知り合いだったようです。名前の方は偽ぎ名めいでしょう」

「ゼストガさんの知り合い？　なんでその人、あたしとゼストガさんのこと変なふうに言ったんですか？」

　ゼストガはちょっと顔をしかめ、言いにくそうに答えた。

「恨うらまれてるんです、僕。彼も元々は《学園》の魔術師だったのですが、その──僕が彼の罪を告発しまして。それで、彼は罰ばつを恐おそれて《学園》を逃にげ出すはめになったのです」

「まあ、逆さか恨うらみではないですか！」

　ゼストガは曖あい昧まいに肩かたを竦すくめた。

「何にしろ、彼は夫人が《学園》に熱心に通って僕に会おうとしているのを嗅かぎつけたのでしょう。そしてたまたま夫人が気にしていた僕とリティーヤさんの関係について噓うそをでっちあげ、どのみち捕つかまるこのアムブールで、リティーヤさんを誘拐させた……彼は当然この誘拐が成功するとは思っていないはずです。つまり彼の狙ねらいはリティーヤさんの身み柄がらなどではなく──」

　その後を、リティーヤが続けて言った。

「ゼストガさんへのダメージだった、ってことですね」

「そう。誘拐現場に僕の他ほかに目もく撃げき者がいた様子はありませんでしたから、おそらく事件を治安維持局に通報したのも彼でしょう」

　ゼストガは他人事のように言った。

「まんまとはめられました。こうなっては、治安維持局にすべて話して、リティーヤさんの無事を報告するしか手はありません。このままでは早晩この部屋を突つき止とめられて、突とつ入にゆうされますから」

「話す、って、でもそれじゃあアーゼリカさんがあたしを誘拐したみたいに聞こえちゃいますよ！」

「聞こえてしまうのではなく、実際に誘ゆう拐かいしたんですから仕方ありません。おっと、バカ正直はあなたの専売特許でしたっけね。でも、僕がそうしたからって文句を言わないでくださいよ」

「ゼストガさん！」

「他にどうしろと？」

　ゼストガは疲つかれを含ふくんだ声で言った。

「僕だって面めん倒どう事はごめんですからね、一通り考えましたが手はありません。相手は治安維い持じ局、強力な魔ま術じゆつの使い手がごろごろしているんですよ」

　だが、それではアーゼリカが罪に問われる。ゼストガだってただでは済まない。

　そんな事態は避さけたくて、リティーヤは必死で考えた。

　まず、この場で一番問題なのは──。

「……あたしの存在、か」

　リティーヤは呟つぶやき、自分の顔を指した。

「これって要するにあたしが見つからなければいいんですよね。あたしがこの部屋に連れ込まれたってわかって、家捜ししても、あたしが見つからなかったら、誘拐の事実なんてなくなっちゃいますよね」

「……まあ、そうですけど、先程も言った通り、相手は治安維持局ですよ。たとえ変装して抜け出したとしても、すぐに見み抜ぬかれて捕まるのがオチでしょう」

「あ、そっか……いや待ってください」

　リティーヤは自分を差した指を、今度は窓の外へ持っていく。

「確かに治安維持局の人たちはプロでしょうけど、通りにいるのはプロだけじゃないですよ。あのですね、あたしサーカス団がチラシ配ってるの見たことあるんですけど」

　訝いぶかしげなゼストガに、彼女は言った。

「あれね、結構人集まるんです。子どもが多いけど。だから、他のものばらまけば、大人も集まるかもしれませんよ」





４






　雨が上がり、強い風に雲が吹き散らされ、青空が見え始めた頃ころ──。

　誘拐事件の捜そう査さに当たる《学園》治安維持局の魔ま術じゆつ師したちは、ちりんちりんと空から降ってくるものに気付いた。それは一つ、二つと、きらめきながら落ちてくる。

　一人の魔術師が、落ちてきたものを拾い上げて、啞あ然ぜんとした顔で仲間に見せた。

　それは、紛まぎれもない、金貨だった。

「幻げん覚かく……!?」

　何が起こっているのか、それに気付いた者がそう叫さけんだが、事態はその間にも進行していた。

　周囲の一いつ般ぱん人が、空から落ちてくる金貨に気付いて、歓かん声せいを上げ始めたのだ。

　そうして、建物の中にいた人々や、通りにいた人々がその声に気付いて集まり、通りはさながらパレードの日のようになった。




　リティーヤは〈夢〉魔術──精神を支配する魔術を維持したまま、ホテルから裏通りへと出た。周囲にはすでに金貨を拾おうという人間たちがひしめいて、とうてい犯人捕ほ縛ばくどころではなかったが、治安維持局の魔術師たちはまだ混乱の中で目を光らせている。

「うっわー、しつこい……」

　ぼそりと呟いた瞬しゆん間かん、魔術のための集中が途と切ぎれそうになり、リティーヤは慌あわてて口を噤んだ。

　魔術で維持しているのは、この金貨の山だ。リティーヤが人々に幻覚を見せる魔術を使い、ゼストガがそれを補強・拡大し、ホテル周辺の人間すべてに空から降ってくる金貨の幻まぼろしを見せているのだ。

　この方法なら、魔術師たちに魔術とばれても、一般人にはばれない。人が集まってくれば、後はその人ひと混ごみに紛れて逃げればいい。

　だが。

「あれ？」

　路地に入り、集団から抜ぬけてふと振ふり返ってみると、一いつ緒しよにいたはずのゼストガはいなくなっていた。

「……捕まった？」

　まさか、と思いながらそう呟き、リティーヤは首を捻ひねった。




　その頃ゼストガは捕まってはいなかったが、目当ての人物を捕まえていた。

「お久しぶりですねえ」

　にこやかに笑って言うと、相手は不ふ愉ゆ快かいそうに片方の眉まゆを上げた。

　そこは通りから一本入った狭せまい路地だった。ゼストガと、彼に対する若い男の他に、第三の男がいて、彼らの様子を建物の壁かべにもたれかかって眺ながめていた。

「あなたですね」

「何のことだ？」

　若い男はつっけんどんに聞き返した。上等な服を着て、上等な靴くつを履はいているし、それを上品に着こなしてもいる。顔立ちも、悪くない。

　だが、今は険がある。

「ビューロック夫人を騙だまして僕をはめてくれたでしょう？　夫人は、男の頰ほおには傷があったとおっしゃっていました。僕に心当たりあるのはあなただけです」

「ほう。覚えていたか」

　ゼストガは苦く笑しようして肩を竦めた。

「まあ、自分がつけた傷くらいは。その傷があなたの動機にもなるわけですし」

　男は皮肉げに笑い、滑なめらかな右頰についた、老ろう獪かいな皺しわにも見える傷を歪ゆがませた。

「ああ、なるほどな、それで今回俺に目をつけたってわけだな。俺が、君にはめられ罪を着せられた復ふく讐しゆうに、君をはめて陥おとしいれようとしたんじゃないかって」

「僕があなたに罪を着せた、ですって？」

　ゼストガは意外そうに目を丸くした。

「あなたを《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》の不正複写と学外持ち出しで告発したことですか？　そういえばあなた、ずっと濡ぬれ衣ぎぬだって主張してましたっけね。まあ僕の告発には証しよう拠こもありましたから誰だれも信じませんでしたけど」

　男のうすら笑いが、一いつ瞬しゆん凍こおり付く。

「あれは貴様がでっち上げを──」

　だが、男は相手の顔に浮うかぶ笑えみを見て、その続きを吞のみ込んだ。怒ど鳴なり散らせば相手のいつものペースに乗せられることになると気付いたのだ。

「……わかった、認めよう。俺は確かに君に意い趣しゆ返がえしをしてやりたくてこの街に戻もどってきた。だが、だからといって俺が君のお母上をはめたとは限らない。彼女の証言以外に、証拠でもあるのか？」

「いいえ」

「ほらな。それに、もしも俺が犯人だったとして──君のお母上がその実行犯どもに命令したのは事実だ。その結果誘拐事件が起こったんだ。俺を捕つかまえてみろ、そのこともばれるぞ」

　ゼストガはくすくすと笑い出した。

「それは盲もう点てんでした。そうですね、あなたに証言されては困ったことになります。それでは、その点については証言できないようにしてしまいましょう」

「…………何？」

「いえ、実は僕、苦手なんです」

「だからなんのことだ？」

「ですから、その、〈夢〉魔術」

　男の顔色がさあっと変わった。

「まさか〈夢〉魔術で俺の記き憶おくをどうこうしようっていうんじゃないだろうな？　仮にも《学園》の魔術師なら──」

「仮にも《学園》の魔術師だからこそ、あなたをただで自由の身にしてさしあげることはできません」

　ゼストガはにこにこと笑いながら、男に一歩近付いた。男は思わず一歩後あと退ずさる。

「あなたは重大な罪に問われています。連れ戻してきちんと裁判にかけませんと。勿もち論ろん、このままというのはまずい。母のことは忘れていてもらいたい──しかしあなたは喋しやべるという。仕方がありません、〈夢〉魔術を使って記憶を少々改ざんしてしまいましょう。失敗して廃はい人じんにしてしまうかもしれませんけど、それはそれで仕方ないですよね」

「ちょっと待て！　おい、そこの君、見てないでこの男を止めてくれ！」

「運が悪かったな」

　壁にもたれかかっていた第三の男は、ぼそぼそと面めん倒どうくさそうに言った。

「私は目が悪いんだ。何も見えない」

「聞いていればわかるだろう！」

　その叫びに耳を塞ふさぎ、黒くろ髪かみの男は僅わずかに眉を顰ひそめた。




　失神した男をロープで拘こう束そくし終えると、ゼストガは第三の男に言った。

「ご協力に感謝します」

「む」

　男の名はヤムセ。リティーヤの師であると同時に魔術師組織専門の渉しよう外がい担当官である彼は、この誘拐事件に他ほかの魔術師組織が関かかわっていた場合に備えて呼び出され、治安維い持じ局に協力していたのだ。

　そして、ホテルを囲む魔術師の中にヤムセの姿を見出していたゼストガは、ホテル脱だつ出しゆつと同時に声をかけ、真犯人捕縛に協力させた、というわけだった。

「その男は治安維持局に突つき出すのか」

　ヤムセがだらしなくのびた男を見下ろして訊きいた。

「調査委員会で引き受けます。あ、記憶操作はしませんよ。できませんし。あれはただの虐いじめです」

「……喋られたら困る情報を持っているのではなかったか？」

「それはほら、取引とか恐きよう喝かつとか、やりようは色々ありますから」

「……では実行犯の方は？」

「調査委員会で手配済みです。《学園》の魔ま術じゆつ師しに手を出したということは、おそらくよそから流れてきた人たちでしょうね。この街のごろつきが《学園》の恐おそろしさを知らないはずありませんから」

「ふむ」

　ヤムセはゼストガに手を貸し、馬車を待たせている表通りまで男を引きずっていく。

　その途と中ちゆう、ゼストガがヤムセに声をかけた。

「ねえヤムセさん。リティーヤさんは本当にバカですねえ」

「…………あまり聞きたくないが、あれがまた何かやったのか」

「僕と僕の母を救ってくれたんです」

　ヤムセがちらりと見ると、ゼストガは呆あきれたような表情を浮かべていた。

「僕らのことなんか放っておけば、危ない橋を渡わたらずに済むのに」

「…………」

　ゼストガは柔やわらかな灰色の、ところどころに金の粒つぶが煌きらめく、ちょうど今の雨上がりの空のような色合いの目を眩まぶしげに細めて微ほほ笑えんだ。

「本当に、バカなひとですねえ」




　事件の翌日──空は前日の雨が噓うそのように晴れ上がっていた。リティーヤはアムブールの駅のプラットホームで、他の大勢の見送り客たちと同じように、アーゼリカと別れの挨あい拶さつを交かわしていた。

　勿論、昨日リティーヤは無事に逃にげおおせ、アーゼリカに誘ゆう拐かいの嫌けん疑ぎがかけられることはなかった。

「……あなたには世話になったわね」

　アーゼリカがそう言うと、リティーヤはぶんぶん首を振って笑う。

「いやいや。まあ、勘かん違ちがいって誰にでもありますからー」

「誰にでもあるレベルではなかったと思いますがね」

　ゼストガがぶつぶつ言ったが、それを女二人は聞こえない振りで黙もく殺さつした。

「北部で困ったことがあったら、言いなさい。きっと力になります」

「えへへ、ありがとーございます。アーゼリカさんお元気で。あんまり無む茶ちやしないでくださいね」

　ホームに北部行きの汽車が滑すべり込んでくるのを見て、周囲の人々がまたざわざわと動きだす。

「当主様によろしくお伝えください」

　ゼストガが素っ気なく言うと、アーゼリカはそっぽを向いて答えた。

「兄上、とお呼びなさい」

「……僕はビューロック家の人間ではありませんから」

「わたくしにはわかりません」

　アーゼリカは、視線をあらぬ方に向けたまま言った。

「わたくしはあなたの母です。それが突とつ然ぜんそうではなくなるなど、そんなことはないのだと、今でも思っています。そちらのリティーヤさんだって、今もご家族を捜さがしているとうかがいました」

「…………」

「だから」

　アーゼリカは、背を向けて言った。

「きっとわたくしが悪いのでしょう。わたくしはリティーヤさんのお母様のようではなかったから、だからあなたもリティーヤさんがお母様を愛するようにはわたくしを愛してくれないのでしょう」

「…………」

「ぜ、ゼストガさん」

　押し黙だまるゼストガをつついて、リティーヤが何か言えとせかし、彼はアーゼリカが汽車に乗り込む寸前になって、ようやく口を開いた。

「あなたは本当に勝手な人ですね」

　荷物を駅員に運び込ませたアーゼリカが、息子むすこを振ふり返る。

「ずっと放っておいたくせに必要な時だけ僕ぼくを頼たよって息子扱あつかいして。本当に勝手な人です。今回だって、おおかた兄上と喧けん嘩かしたのでしょう？　そのたびに僕に泣きつかれても困ります」

　アーゼリカは唇くちびるを嚙かんでゼストガを見上げた。

　ゼストガは、幼い姉妹でも諭さとすように、とびきり優やさしい声で言った。

「夫人。あなたはブルー渓けい谷こくにお帰りなさい。そうして、魔術師になった息子のことなど忘れておしまいなさい」

「忘れません」

　アーゼリカは潤うるんだ目で、息子の視線を受け止めて言った。

「忘れません、あなたはわたくしが腹を痛めて産んだただ一人の息子です。あなたがどこにいて何をしていようと、魔術師だろうと、なんだろうと、わたくしは、あなたを、ずっと──」

「汽車が」

　ゼストガが彼女の言葉を遮さえぎった。

「出ますよ」

　それで家族の対面は終わってしまった。

　汽車が動きだし、アーゼリカが窓を開け、身を乗り出し──自分の名を叫さけぶのを、ゼストガは、ただ黙って聞いていた。




「……良かったんですか」

　汽車が駅を出て、ホームにいた見送り客も帰って行く中、リティーヤはまだゼストガと一いつ緒しよにホームに立っていた。

「いいんです」

　ゼストガは汽車の去っていった方を、北を、彼の故郷の方向を眺ながめながら、そう呟つぶやいた。

「僕は、あの人の期待には応こたえられませんし、応える気もありませんから」

「でもお母さんなんですよね」

「ええ、そうですね」

　アーゼリカの前では否定し続けた言葉を、ゼストガはあっさり肯こう定ていした。

「僕にとって、とても大切なひとです」

「……お母さんも、ゼストガさんのこと大切に思ってますよ」

「ええ、知ってます」

　ゼストガはリティーヤを見て、ちょっと笑った。

「でももう大だい丈じよう夫ぶです。兄上に任せておけば問題ないでしょう」

「当主やってるお兄さんですか？」

「ええ。僕とは腹はら違ちがいになります」

「あ……そっか、当主さんは、アーゼリカさんからすると実の息子じゃないんですね」

「ええ、でも、大丈夫ですよ。あのですね、いいこと教えてあげましょう。お母様は兄上と喧嘩をしてはいつも事の詳しよう細さいを書いた手紙を僕に送りつけてくるんです。その手紙によると、喧嘩の原因はいつもお母様のお節せつ介かいなんです」

「お節介？」

　ゼストガは、意地悪げに笑った。

「お母様は兄上が独身なのを気にして、事あるごとに彼に見合いをすすめるんですが、彼はそのたびに機き嫌げんを悪くするのです。お義母かあ様さまがご再さい婚こんされるようなことがない限り、自分も結けつ婚こんなどいたしませんと言って」

「ふーん……」

「……わからないんですか？」

「は？　何がですか」

「……やれやれ、呆れましたね。つまり、これは、『あなたが再婚するまで僕はあなたを諦あきらめません』という兄なりの宣戦布告なんですよ」

「え……ええ!?　それってじゃあ……」

「まったく、リティーヤさんも鈍どん感かんなひとですねえ。うちの母もたいがいですが」

　楽しそうに笑うゼストガを前にして、笑う気になれないリティーヤは、腕うでを組んで唸うなった。

「……なんかフクザツなんですねえ、ゼストガさんちって」

「フクザツなんですよ。あなたの空っぽの脳みそでは理解できない程度には」

「空っぽじゃないですよ。ほら、あたしがお金ばらまこうって言ったから、今回なんとかなったんですよー」

「はいはい。では御お礼れいを言っておきましょう。ありがとうございます、リティーヤさん」

　ひどい言い方だったくせに、あんまり優しく微笑むので、リティーヤは反応に困って、視線を逸そらして頭を搔かいた。

「まあ、その……貸しってことで。そのうち返してください」

「貸し？」

　その優しげな笑え顔がおのまま、ゼストガがぽんと手を叩たたいて言った。

「そうそう、貸しといえば、僕リティーヤさんに色々貸しがあったんでした。昨日もほら、傘かさとか。じゃ、傘の分はこれでチャラにしてあげますよ」

「は？」

「良かったですねえ、もう僕から傘のことで責められませんよ。もっと喜んだらどうです？」

「……えっと……わーい……？」

「あ、ほら、もうこんな時間ですよ。早く《学園》に戻もどりましょう」

　ゼストガが懐かい中ちゆう時計を示し、先に立って歩き始めた。

「必死に頭振ふり絞しぼって、傘一本って……なんか割に合わないような……？」

　リティーヤはぶつぶつ言いながら、先を行く彼を追い、ゼストガは背後の声を聞き、笑いを嚙み殺した。




　そうして、晴れ上がった青空の下、彼らは帰き途とについたのだった。







[image: episode 3　テヨル＆バド]

　カツ、と音をさせ、最初にブーツのつま先が覗のぞいた。次いで男もののコートとズボン。小こ柄がらな全身が一いつ瞬しゆんで曲がり角から現れて、談話室にたむろする学生たちの前を大おお股またで通り過ぎていく。きびきびとした動作には隙すきも無む駄だもない。

　その珍めずらしいチョコレート色の肌はだとちりちりとした癖くせの強い黒くろ髪かみを見送って、談話室──研究棟とうの一階にある、ソファの置かれたスペースだ──でやくたいもない話に興じていた学生の一人が、ぼそりと呟いた。

「俺、あの人に叱しかられてえ」

　一瞬の沈ちん黙もくののち他ほかの学生がどっと笑い、それが皮切りになった。

「おまえそういう趣しゆ味みか」

「年、かなり上のはずだよ」

「《ヘビの一族》だって言うぜ？」

「それ、ただの噂うわさじゃなかったの？」

「あ。でも噂っていえばさ」

「ああ、あれか」

　バドはたまたま彼らの背後で掲けい示じ板ばんを眺めていた。話は自然と聞こえてくる。不快を表すため咳せき払ばらいでもして立ち去ろうとしたその時、学生たちはまったく彼の存在に気付かぬままその言葉を口にしていた。

「ロードマスターの愛人ってやつ」

　バドは一瞬だけ動きを止めたが、すぐに愛人発言をした学生の背後に立ち、持っていた本を彼の頭上に掲かかげた。

「あ」

　気付いた他の学生が注意しかけたが、その前にバドが手を離はなしたため、分厚い本が何冊も、学生の頭の上に降ってきた。

「い……っ、何すんだ！」

　学生は罵ののしって振ふり返るが、そこにいたのがバドと知って顔を引きつらせた。

「ば、バド先生……」

「暇ひまそうだな。あのレポートだけでは課題が足りなかったか？」

　バドは専門課程の学生相手に講義を幾いくつか受け持っている。目の前の学生たちは、皆みな彼の講義を取る教え子だ。

「い、いや、先生、ちょっと気分転てん換かんしてただけですよ」

「そうそう！　はは、先生の課題ただでさえ多いんですから、これ以上増やされたら──」

「ほう」

　バドはさほど背が高いわけでもなくむしろ華きや奢しやとさえいえたが、不思議な威い圧あつ感かんで学生たちを圧あつ倒とうした。

「それで、告発は考えているのかね」

「は？」

「告発だよ。正魔ま術じゆつ師しを告発するのでは？　《Ａエース》位魔術師を巻き込むとは、これは大がかりな告発事件になりそうだな」

「あ……」

　バドの話を理解するにつれて、学生たちの顔が青ざめていった。

　先さき程ほどの女性──テヨルは《学園》の魔術師で、噂うわさ話ばなしに出てきたロードマスターも《学園》の魔術師、しかも最高位《Ａ》の位階を持つ副学長だ。

《学園》に所属する魔術師は魔術師同士の婚こん姻いんを禁じられている。恋れん愛あい関係も好ましからざるものと見なされる。勿もち論ろん、模も範はんとなるべき《Ａ》位魔術師が愛人を持つなど、もっての外だ。事実ならば倫りん理り委員会が動き出してもおかしくはない。

「おや？　それとも、証しよう拠こはないのか？　そんなことはないな。証拠もなしにそのような話を大声で……名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえられかねん」

「せ、先生、これは」

「先生が違ちがいます、別に」

「聞き間ま違ちがえですって！」

　学生たちは次々に口を開いてはそう言い訳し、結局はバドの聞き間違い、というところに落ち着いたらしい。

「俺の聞き間違いか。なるほどな、そういうこともあるだろう。……だが、もしもやくたいもない噂が出回ったら、出所は諸君だと考えてしまいそうだ。一度こんな聞き間違いをしてしまうと、どうしても」

「い、言いません。もう口にしません」

「ほう？　『もう』口にしない？」

「……違います、最初から口にしてませんし、今後も口にしません」

　慎しん重ちように言い直した学生の顔を順じゆん繰ぐりに見つめて、バドはようやく、彼らを許した。

「よろしい」

　顔と名前を押さえられ単位という人ひと質じちもある彼らに、ここまでの脅おどしは必要なかったかもしれないが──。

　それでもなおふつふつとわく怒いかりを抱かかえ、彼は学生らの拾い集めた本を受け取ると、怒りのままにその場を離れた。




　研究室に戻ると、テヨルがストーブそばの椅い子すに腰こし掛かけ、本を読んでいた。バドは苛いら立だちを抑おさえられないまま本をどさどさと長机の上に置いた。

「頼たのまれていた本だ」

「……なんだい、バド。怒おこってるのかい？」

　テヨルが読んでいた本から僅わずかに視線を上げて、礼を言う前にそう尋たずねた。

「……まただ」

「何が」

「噂だ。君が──その」

「ああ。ロードマスターの愛人だとかなんだとかってやつか。あの人が帰ってくると、思い出したみたいに流れるんだよな」

　テヨルはけろりとした態度で言った。

「君はどうしてそう淡たん泊ぱくなんだ！」

「別に、みんなおもしろがってるだけだろ。放っておけば良いんだ」

「しかしだな！」

「私たちは」

　テヨルはまた視線を本のページに落とし、怒るでも、呆あきれるでもなく、至って普ふ通つうの声で言った。

「ずっと一いつ緒しよだった。だからそう言われるんだろう。私を《学園》に連れてきたのもあの人だし、その後も……。私は養い親みたいなものだと思ってるけど、そう思えない人間がいるのは理解してるよ」

「……噂を野放しにしておくのか」

「面と向かって言われたら否定するけどね。ああいうのは、おおっぴらに反論したって良いことなんかない。あの人が──」

　あの人、と呼ぶ時、彼女はいつも少し遠い目をする。本を読んでいたはずなのにそのページが繰くられることはなく、バドは僅かに苛立ちを募つのらせる。

「あの人が。私にちょっと特別な態度を取っているのは事実だしね。たぶん、お互たがいに特別な存在なのは本当なんだよ。そういう関係って、言葉で説明して理解してもらえるものでもないと思うんだ」

「…………」

　バドはそっぽを向いた。テヨルの話は理解できた。だが彼女が噂を否定しないのが気に食わなかった。彼らが噂されているような関係ではないことはわかっていても、彼女の口からそんな関係ではないと公言して欲しかった。まるで噂を受け入れるかのような、達観した彼女の態度に苛立った。先さき程ほどの浮うわついた噂話に興じる学生たちを相手にするより、遥はるかに腹が立った。

「でも、良かったと思ってる」

　テヨルは、そんな彼の怒りに気付いているのか、いないのか、平然と言葉を紡つむいだ。

「私の噂の相手が、あんたじゃなくて」

　……心臓の方で、何か、嫌いやな感かん触しよくがあった。

　罵ば声せいや怒ど声せい、あるいは挑ちよう発はつの言葉で本心を埋まい没ぼつさせることに慣れた関係ではあったが、それゆえの脆もろさもあって、ちょっとした行き違ちがいから壮そう絶ぜつな喧けん嘩かになることもしばしばだった。訝いぶかしく思ったことがあればどういう意味だと尋ねれば良いものを、色々の事情から彼らにはそういう習慣がなく、今回もバドは疑問を口に出すことはなかった。ただその時感じた痛みを吞のみ込んで、いつか消化されるか蓄ちく積せきされて爆ばく発はつするかを待つしかなかった。

　ところが、聞き流したふりをして痛みやら何やらを喉のどの奥へ押し込もうとしたその時、突とつ然ぜん頰ほおをつままれた。

　驚おどろいて振り返ると、テヨルがすぐ隣となりに立って、彼の頰をつまんでいた。

　呆れたような顔で、彼女は微ほほ笑えんでいた。

「私、噓うそは苦手なんだ。……咄とつ嗟さに否定できないと、あんたが困るだろう？」

　何気なく告げられた言葉は実はとても大きな意味をはらんでいて、そのことに、彼は一呼吸置いてから気付いた。

「だから──」

　バドは離れていく手を咄嗟に摑つかんだ。テヨルが言葉を吞み込む。ここまで距きよ離りが近くなったのはいったいどれくらいぶりのことだろう。年単位の昔のことにすら思える。テヨルが惑まどうように身体からだをずらし、背中が書しよ架かに当たった。本が一冊落ちる。

「だから、なんだね」

　静かに尋ねると、テヨルは不服そうに彼を睨にらみつけた。

「わかってるだろ」

「言わせたい」

　我ながら熱に浮うかされたような台詞せりふだと思ったが、出てきた声は冷たくいつもとあまり変わりがなかった。黙だまり込んだテヨルの頰に触ふれる。チョコレート色の頰は柔やわらかく、ふにふにとおいしそうな感触がした。いいようにされて、テヨルが顔をしかめる。

「……つけあがってないかい？」

「おかげさまでね」

　頰の感触を味わった指で顎あごを掬すくうように上向かせる。テヨルはやっぱり不服そうだ。そのくせ拒こばむ気配はない。従順なのだか反はん抗こう的なのだかわからないな、と彼は思う。この後どうしたら彼女が怒ってどうしたら喜ぶのか彼は知っていた。どちらにしようかと考えつつ、顎を掬い上げた親指の腹で、彼女の下した唇くちびるをなぞる。互いを窺うかがう視線が絡からむ。

「…………」

　そこで、バドは急に黙った。焦じらしながら焦らされてもいたテヨルが、もどかしそうに囁ささやく。

「……なんだい？」

「いや……こんな状じよう況きようはいったいどれくらいぶりかと思って」

　その声は感動に打ち震ふるえてすらいた。テヨルは呆れ顔で言った。

「ヒゲ剃そったら毎日でもしてやるよ」

「そこまで嫌きらいかね」

「似合ってないからね」

「……貫かん禄ろくがないと言ったのは君じゃないか」

「薄はつ幸こう度が増した」

「……やめてくれ、妙みような言葉を作るのは」

「そうだね。このくらいにしておこう」

　テヨルは、そう言うと同時に伸のび上がり、残されていた僅かな距離を詰つめ──。

　がら。

「こんにちはー」

　研究室のドアが開いた時には、テヨルはバドの横を通り過ぎていた。

「よう。リティーヤ」

「なんか休講だったんですよー。先生が体調悪かったみたいで」

「ふぅん」

　テヨルは何気ない返事をして、落ちた本を書架に戻もどした。バドはその場で俯うつむき、額を押さえていた。

「ん？　バドさんまた具合悪いんですか？」

「……なんでもないよ、そっとしておいてやりな」

　テヨルはそう呟つぶやき、さっさと自分の席に戻った。リティーヤは俯いていたバドの顔を覗のぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……おかげさまでな」

　バドはうんざりしてそう答え、リティーヤを押しのけて椅子にどっかりと腰こしを下ろした。

　ちらりとテヨルを見やると彼女は笑いをかみ殺していた。

　肩かたを震わせ、顔を赤くし、口元を本で隠かくして。

　とても、幸せそうに。

　だから、彼もなんだかどうでもよくなった。

『根』くらいはある噂うわさも、このひとときを邪じや魔まされたことも。






















「…………！」







　研究室の扉とびらを開けたヤムセは、目の前に広がる光景に言葉を失った。

　廊ろう下かに設置されている常夜灯の光が漏もれ入る室内は、明らかに荒あらされていた。

　棚たなが倒たおれ、長机にぶつかって不安定な状態のまま止まっている。棚に入っていた書類やファイルは机の上に落ち、机の上に置いてあったものはそれらにはじき飛ばされて床ゆかに散らばっている。原因はわからない。研究室に盗ぬすみに入ったバカがいたのだろうか？

「いったい……」

　ヤムセは思わず呟き、部屋の中に入った。手て探さぐりでランプに火を入れ、周囲を照らし出す。書類、落ちた砂糖の瓶びん、コーヒーの缶かん、などを慎しん重ちようにまたいで、倒れた棚と机の方に近づく。

　棚と床の隙すき間まに、小さな生き物がいた。

　おそらく野生のブタの一種だろう。毛は短く、赤と茶と黄色のまだら模様が、過ぎ去った秋の森を思わせる。大きさはウサギかネコほどか。

　そいつは信じがたいほど無防備なことに、床に落ちた菓か子しの缶に頭をつっこんだまま寝ねていた。

　腹を出して、仰あお向むけで。

　ヤムセが呆あきれかえるほど、幸せそうな光景だった。




　それはヤムセの十九の時の話だった。





１






　研究棟とうの正面玄げん関かんには馬車が停とまっていた。荷物も積み込まれ、後は乗客を乗せるだけという状況になってから、ゆうに十分は経過している。

「仲良くすんだよ」

　だが、乗客であるはずのテヨルはまだ玄関前に残り、先さき程ほどからまったく同じことを繰くり返し言っていた。

　テヨルは大陸最大の魔ま術じゆつ師し組織《学アカ園デミー》に所属する女性魔術師だ。普ふ段だんは本部の魔ま力りよく環かん境きよう研究室で研究にいそしむが、今回はちょっとした任務を受けて、しばらく学外に出ることになっていた。

　その間、研究室に二人きり残していくことになる男たちの顔を見つめ、重ねて念を押す。

「わかってるね？」

　それに対して素す直なおに頷うなずいたのは年若い方の男──ヤムセだった。黒くろ髪かみ長身、最近研究室に入ったばかりの後こう輩はいだ。口数は少ないが、とりあえずテヨルの言葉には従順なので、彼女は結構かわいがっている。

　だが、残る一人──バドは、腕うでを組み、ふてくされたような視線をテヨルに送るだけだった。

　バドは白っぽい金きん髪ぱつ、華きや奢しやな身体からだつきをした男で、テヨルより幾いくらか年上になる。つきあいが古いのもあって、テヨルからしてみれば先せん輩ぱい後こう輩はいというよりは同どう輩の感覚に近い。

　この時も彼女は呆れ顔で男に言った。

「バド、聞いてんだろ？」

「聞こえてないよ」

　彼は子どものように答えて、しっしと手を振ふる。テヨルはため息をついた。

「ふざけてんのかい？　ほら、私が留守にするからって、ンな寂さびしそうな顔しないでさ」

「この顔を寂しそうと表現できる君の感覚に敬服するよ」

「いいから！　返事は？」

　テヨルが耳を引っ張ると、バドはその手を払はらいのけ、不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「君がお望みなら、女王様」

　テヨルはあらためて男二人を見た。長身のヤムセと細身のバドは、互たがいに視線を合わそうともしない。

　帰ってくるまで何事もなけりゃあいいけど。

　テヨルはもう一度ため息をついて、馬車に乗り込んだ。




　馬車が木立に隠れて見えなくなるまで見送ってから、バドがちらりとヤムセに視線をやった。

「本意ではないが仲良くせよとのお達しだ。とりあえず一いつ緒しよに飯でも食うかね？」

　ヤムセは表情を変えず、淡たん々たんと答えた。

「いえ。結構です。食事のまずくなることをわざわざする趣しゆ味みはありません」

　そうして一人でさっさと研究棟に戻っていく。

　とりつく島もない。

　バドは肩をすくめてそれを見送り、ふむ、やはり無理そうだよテヨル、と視界から消えた同どう僚りようへ呟いた。




　大陸最大の魔術師組織、《学園》──その広大な本部の西の端はしに、第四研究棟と呼ばれる建物がある。試験農場と原生林に囲まれて建つ、四階建ての建物だ。のっぺりとした石造りのそれは、傾けい斜しや地に建つせいで一階南側は半地下と言っても良い状態で、なんとなく薄うす暗ぐらい。魔力環境研究室はその薄暗い一階の最さい奥おうにあって、彼ら──テヨル、ヤムセ、バドの三人はそこを活動の拠きよ点てんにしていた。責任者は多た忙ぼうで滅めつ多たに顔を見せないから、実働三人の小さな研究室だ。

　ただし、たった今から、一時的に二人きりになる。

　まずいことに、その二人の仲は、これ以上ないと言っていいくらい悪かった。




「それで、君はどう思っているのだね」

　バドは食堂での食事を終えて研究室に戻もどると、ヤムセへ、そう声をかけた。

「何の話ですか」

　ヤムセは資料を整理する作業の手を休めずに言った。研究室の奥には個人の机が、手前には共用の長机が置いてあり、ヤムセは今その共用の長机に向かっていた。

　バドはストーブの上にやかんを置いて──秋も半ばを過ぎた頃ころから、研究室では一日中ストーブがつけっぱなしになっていた──湯をわかしつつ、ヤムセの向かいの椅い子すを引いて座った。

「何って、勿もち論ろん俺たちの関係のことだよ。我らが女王様からのご下命だ、俺としてはこの命題にそろそろ真面目まじめに取りかかってみたいんだがね」

「ご遠えん慮りよ申し上げます。あまりほじくり返さない方が人間関係は円えん滑かつに進むと思いますので」

「しかし妙みようだとは思わんかね。俺たちは口を開けば言い争いになってしまう。原因はなんだ？」

「おそらくバドさんが第一声から僕のことを大だい嫌きらいだとおっしゃったからだと思います」

　バドはきょとんとした。そんなことを言ったか、という顔ではなく、確かに言ったが、だからなんだ、という顔だ。驚おどろくべきことに。

　そして実際彼はそう言った。

「確かに言ったが、だからなんだ」

「……人間、誰だれでも初対面で大嫌いだと言われれば警けい戒かい心もわきます。僕の態度に問題があるとするならバドさんの態度も十分問題だったと思います」

「仕方なかろう。君のことはよりにもよってボスから──いや、元ボスから直々に頼たのまれてしまったんだ。嫌きらいにならないというのも変な話だ」

　ボス、あるいは元ボスというのは、バドの以前の上司で、今は引退したある魔術師のことだ。ヤムセはその『元ボス』のつてで、この研究室に入ることになったのだった。バドにしてみればヤムセを押しつけられたわけだ。

「……元上司の頼みなら快く聞いてください」

「ボスのようなことを言わないでくれ。それは上司の種類による。あの人の場合、頼みは断れないが快くなんてのは到とう底てい無理だ。君への感情だって良くなるわけがない」

「…………」

　ヤムセも『元ボス』の人間性を知っていたので、そこは思わず黙だまり込んでしまった。確かにヤムセがバドの立場でも、頼みは断れないが（何しろ、後で何をされるかわからない）、快くなんてのは到底無理だ。

　しかし、普ふ通つうもう少しこう、あからさまにしない程度の努力はするものなのではないだろうかともヤムセは思う。恫どう喝かつまがいのやり方でやっかいな新人を押しつけたのは極ごく悪あくな『元ボス』であって、ヤムセではない。ヤムセは悪くない、という論理だって働くはずだ──いや、それとも殊しゆ勝しように研究室に馴な染じむ努力をせずにこうしてつんけんしている自分の方にも問題があるのか？

「その顔だ！　その顔が気に食わん」

　考え事を始めていたヤムセの眉み間けんを指さして、バドは言った。

「その、小難しそうな顔だ。ボスの関係者だというだけで身の毛がよだつのに、愛あい想そ笑いの一つもしないで運命が自分にのしかかってきてもう大変なんですといったその顔だ。君は自分が悲劇の主人公だとでも思っているのかね」

「……ええと、思っていませんが」

「いいや思っている。それに、そもそも──」

　バドは神経質そうに机を指でとんとんと叩たたいた。

「君は、何故なぜ戻ってきたのだ？」

「…………」

　ヤムセは自分が悲劇の主人公だなどとは思っていなかったが、確かに彼は色々の、複雑で、やっかいな事情を抱かかえていた。

　彼は、一度《学園》を去った身だった。

　ヤムセはバドの問いには答えず、机の上から缶かんを取り上げた。それは研究室共用の菓か子しを入れた缶で、中にはクッキーやらドロップやらヌガーやらが詰つまっていた。

　その中からドロップを一つ取り出して口に放り込むヤムセを見て、バドがまた机を叩いた。今度は平手で。

「人の話を聞きたまえ！」

「聞いています」

　ヤムセはドロップを頰ほおの片側に寄せて答えた。

「逃にげられないからです」

「…………？　何から？」

　バドは訝いぶかしげに聞き返したが、ヤムセはそれ以上は答えず、ドロップを奥歯で嚙かみ砕くだいた。

　ストーブの上に載のせていたやかんがしゅうしゅうと言い始め、バドはあわてて立ち上がった。




　ヤムセの日常は挨あい拶さつ代わりのバドとの言い合いと研究と研究室の手伝いで占しめられていた。諸もろ々もろの雑務は結構な量があって、個人的な研究はいつも後回しになり、結局ヤムセは毎晩遅おそい時間に研究室へ向かうことになる。

　おとなしく、勤勉な研究員。

　そういった面つら構えで、ヤムセはその夜も新しく手に入れた資料を抱え、人通りのない道を研究棟とうへ向かっていた。

　闇やみの中では、ガス灯に照らされ、ちらちらと白く輝かがやくものが躍おどっていた。

　雪だ。

　寒くなったとは思っていたし雪雲も気になってはいたが、ついに夜半を過ぎ、今年最初の雪が降り出していた。

　ヤムセはマフラーをいつもよりしっかり巻いて、冷たい空気を切るように歩いた。道沿いに立つガス灯と事務室に残る明かりを頼たよりに研究棟に入る。夕食時をとっくの昔に過ぎて就しゆう寝しん時間に入った研究棟は、静かで、人気がない。研究室まで続く廊ろう下かが妙に長く感じる、底冷えのする夜だった。

　事務室で借りた鍵かぎで扉とびらを開けると当然のように暗く、寒く、バドもいなかった。

　そこで、ヤムセは、嵐あらしの過ぎ去った後のように荒あれた部屋と、缶に顔をつっこんで寝ねる小さなブタを見つけた。




　コノハモグリ。

　確かそんな名前のブタだったと思う。赤とか茶とか黄色とかの色が混じったまだらの体毛をしていて、秋の森に入れば落ち葉に紛まぎれてしまうので、そういう名前がある。

「…………」

　ランプをつけてもまだ寝ている相当図太い神経の──というか幾ら何でも無防備すぎる──コノハモグリを前にして、ヤムセは行動の選せん択たくに迷った。

　コノハモグリは菓子の缶に頭をつっこんでいて、周囲には菓子のかすが散らばっている。缶は机の上にあったはずだから、おそらく棚たなが倒たおれてきた衝しよう撃げきで菓子の缶が机の上からはじかれて、床ゆかに落ちたところに、このコノハモグリが食いついたのだろう。コノハモグリの大きさはネコくらいしかないので、頭はすっぽり缶の中に入ってしまっている。

　ちなみにざっと見てみたところでは貴重品が盗ぬすまれた様子もない。ということは、十中八九、棚を倒したのはこのコノハモグリだ。

　ヤムセはとりあえず捕つかまえるか、追い出すかしようと思い、コノハモグリの方に手を伸のばした。

　その時、コノハモグリの耳につけられた、小さな銀色の輪に気づいた。

「……識別票？」

　思わず声に出して呟つぶやいた、その時。

　コノハモグリが身体からだを反転させ、缶から抜け出た。肥えている割に素す早ばやい動きだ。ヤムセがあっけにとられている間に、コノハモグリは彼の手をかいくぐり、棚と壁かべの間に潜もぐり込んだ。

　あわてて追ったヤムセは隙すき間まを覗のぞいたが、コノハモグリの姿は見つけられない。

　後には、菓子のかすと荒れた部屋と立ちつくすヤムセだけが残された。
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　朝の太陽と石炭ストーブが静かに速すみやかに部屋を暖めていく中、ヤムセはぼんやりとコーヒーをいれていた。

　結局片づけは明け方までかかった。棚を戻して、床と机の上を整理して、あるべき場所にあるべきものをしまって。

　しかし、あのコノハモグリはいったいどこから入ってきたのだろうか。

　そんなことを考えていると、いつもの時間にバドが入ってきた。

「おはようございます」

「おはよう」

　バドはそう答えて、コーヒーをいれるヤムセの後方を通り過ぎ、自分の机に向かった。

　ヤムセはバドの机の上にコーヒーのカップを置き、もう一つのカップを持ってその隣となりにある自分の机に向かった。

「うげ」

　突とつ然ぜん隣からそういう声が聞こえてきた。ヤムセは自分のコーヒーを一口すすり、その悲鳴の理由に気づいた。

「ヤムセ、誰だれが砂糖を入れろと言った」

「間ま違ちがえました。それは僕のでこっちがバドさんのです。取り替かえますか？」

「君の飲みかけを飲みたくない。淹いれなおせ」

「面めん倒どうくさいのでいやです。僕はこのまま飲みますからバドさんいやならご自分で淹れなおしてください」

　ヤムセは戸と棚だなから砂糖の入った瓶びんを取り出し、その中身をどぼどぼコーヒーに投入した。

「……君はそれでいいだろうが甘いコーヒーを甘くなくすることはできんのだぞ」

　本当に君は性格が悪いな、とぶつぶつ言いながら、それでも捨てるのももったいないと思ったのか、バドは甘ったるいコーヒーをちびちびとすすった。

「ところでバドさん」

　ヤムセは新しく入った資料の整理をしながら声をかけた。

「なんだ」

　バドの方からはさらさらと紙にペンを走らせる音が聞こえてくる。答案の採点をしているのだ。バドは専門課程の学生相手に、講義を幾いくつか受け持っていた。

「昨夜──」

　コノハモグリを見たんですが。

　そう続けようとしていたヤムセは、しかしそこで突とつ然ぜん口をつぐんだ。

「？　どうかしたか？」

「…………いえ、その」

　ヤムセは言いよどみ、椅い子すを引き、自分の机の下を見下ろした。

　そこにコノハモグリが寝ていた。

　昨夜と同じように、腹を突つき出し、仰あお向むけになって。

「…………ええとですね」

　僕の足あし下もとにとてもよく肥えたブタがいるのですが。

　ヤムセはそう口に出すことを想像して、そのあまりに間の抜ぬけた言葉に絶望してとりあえずまた口をつぐんだ。

　一応、幻まぼろしか何かではないか、と目をこすって、もう一度見る。

　やはりコノハモグリが、ヤムセの机の下に入り込んで、すやすや寝ている。

「…………この研究室は壁に穴でも開いているんですか」

「？　君は何を言っているんだ？」

　バドが採点の手を止めてヤムセの方を見た。

「用があるならさっさと──」

　その時、扉をノックする音が、二人の会話を遮さえぎった。

「開いてますよ」

　バドが声をかけると、中年の男性が入ってきた。確か、この研究棟の事務員だ。

「バドさん。目もく撃げき情報持ってきたよ」

「ああ、わざわざすまんね」

　バドは立ち上がって扉まで行き、男性から書類を受け取った。立ち話の声が、ヤムセの方にも当然聞こえてくる。

「なんですか？」

　ヤムセは男性が部屋を出てから、机の方に戻もどってきたバドに聞いた。

「コノハモグリの目撃情報を集めている」

　……ヤムセは、危あやうくコーヒーカップを取り落とすところだった。

「……コノハモグリ、ですか」

「ああ」

　バドが書類を脇わきに置き、採点を再開しながら答える。

「捜さがしてる。三歳のコノハモグリで、こう、耳がちょっと大きくてピンクだ」

　ヤムセはそうっと机の下を覗き込んだ。バドとヤムセの会話が騒さわがしかったのか、コノハモグリは起きて、ヤムセのブーツのつま先をがじがじと嚙かんでいる。そういえばこのコノハモグリも耳が普ふ通つうのものより少し大きく、ピンク色をしている。

「…………ええと、どうして捜しているのですか？」

「それは……」

　バドはどういうわけか答えを言うのを渋しぶった。顔をしかめて、首を振ふる。

「なんだっていいだろう。とにかく捜しているんだ。君も見かけたら教えてくれ」

「…………はあ。その、実は」

　その問題の特とく徴ちようを持った個体が今まさに僕の足を嚙んでます。

　そう言い終える前に、鐘かねが鳴った。

　バドは机の上に広げていた答案用紙をまとめて鞄かばんに入れ、立ち上がる。

「講義に行く。今日辺り資材の業者が来るはずだから、事じ務む棟とうまで取りに行っておいてくれ」

　そう言うと彼は研究室を出ていってしまい、ヤムセは止め損そこなって取り残された。

　……まあ、帰ってきてからでもいいだろう。

　そう思い、まだブーツを齧かじっていたコノハモグリを捕まえておこうと身体をかがめる。

　だが、その途と端たん、コノハモグリはブーツを齧るのをやめて逃にげ出した。

「！」

　腕うでを伸ばした時にはもう遅おそく、コノハモグリはその腕の間をすり抜けて、棚たなと壁の間に潜り込んでしまった。

　隙間から様子を窺うかがうと、コノハモグリはもういなかった。だが、今度は昨夜と違ちがって部屋が朝で明るいせいか、棚に隠かくれた場所にドアがあるのに気づいた。そのドアと床ゆかのわずかな隙間から隣りん室しつへ出ていけるらしい。

　確か、隣は使われていない古い資材室だったはずだ。

　棚はかなり大きく、一人で動かすのは無理があったため、ヤムセは事務室で鍵かぎを借りてきて、廊ろう下か側から資材室に入ることにした。




　かびくさい部屋は朝だというのに暗く、不要になった椅子や机、壊こわれたため修理しようとしてそのまま放置された実験器具などがところ狭せましと詰つめ込まれていた。暗いのは、窓に板が打ち付けられているせいだ──が、その一部が腐くさって床に落ちている。

　そして、板の向こうには、割れたガラスと、緑の芝しば生ふが広がっていた。




　ヤムセは進入ルートを確かく認にんすると、とりあえずそれ以上は追わず──というか、外に出られてしまっては追いかけようがない──バドから頼たのまれた用事を済ませることにした。

　そうして、事務棟から研究室に戻ってきて、気づいたのだ。

　研究室の掲けい示じ板ばんに貼られた、真新しいメモに。

　メモには、バドの筆ひつ跡せきで、今日は用事で学外に行くから戻るのは明日になる、ということが書かれていた。

「……む」

　ヤムセは呻うめいて、眉まゆをひそめた。

　この書き方だともうバドは《学園》を出ている。帰ってくるのは明日──となれば、また今晩あのコノハモグリに研究室を荒あらされるおそれがある。

　それは勘かん弁べん願いたい。

　では──。

「自分で捕つかまえるか……」

　あの片づけをもう一度やるのはあまりに面倒だったし、何より菓か子しをむざむざと食べられるのはしゃくだった。

　ヤムセは決断すると、重い腰こしを上げた。コノハモグリを捕まえるために──それから、どうせならこのコノハモグリがいったいどういう素す性じようのものなのか知るために。




　その晩ヤムセが研究室に行くと、コノハモグリは昨夜と同じように床の上で眠ねむりこけていた。鼻先を菓子の缶かんにつっこむようにしてぱったりうつぶせに倒たおれて。

　ヤムセは近づいて触ふれてみた。起きる気配はない。

　菓子に少々薬を混入したのだ。

　ヤムセはようやく捕まえた相手の身体からだを満足げに眺ながめ回した。

　まず垂れている耳をひっくり返し、そこにつけられている識別票を確認する。識別票というのは《学園》で管理されている実験動物につけられる印で、個体番号が振られているから、台帳で確認できる。ヤムセは管理課から借りてきた台帳と照らし合わせて、コノハモグリに振られている個体番号を探した。バドが何も教えてくれなかったので、ヤムセも少し気になっていたのだ。

　目指すものはすぐに見つかった。

　その個体番号のコノハモグリは、三年前、ある研究室で実験動物として購こう入にゆうされたと記されている。

　だが、その研究室の名前を目にした時、ヤムセは台帳を手に、固まった。

　それは、ヤムセもよく知る研究室だった。

　三年前に、その研究室に所属する魔ま術じゆつ師しが研究室の責任者を殺して、《学園》を出しゆつ奔ぽんするという事件が起こった。研究室は取りつぶされて、今はもうない。

　そして、ヤムセもまた、その研究室に所属していた人間の一人で──なおかつ、問題の出奔者の唯ゆい一いつの弟子でしだったのだ。
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　ユローナという女がいた。




　将来を嘱しよく望ぼうされた天才的な魔術師だったが、数年前大量の研究資料とともに《学園》を出奔、今も行方ゆくえはしれない。その首には史上最高額の懸けん賞しよう金がかけられ、《学園》は血ち眼まなこで彼女を追い求めている。

　ユローナが出奔した後、彼女の関かかわった物事はすべて否定された。研究室も、彼女の弟子であったヤムセも、彼女の研究も。そうして、彼女の実験に使われた大量の動物たちも、どのような実験に使われたのかその影えい響きようが調べられることなく、処分された。

　されたはずだった。




　肌はだが粟あわ立だつ。

　どれくらいそうしていたかはわからない。ヤムセは気がつくと冷え切った研究室にいて、コノハモグリはまだ寝ねていた。

　だから、逃げるように研究室を出た。




　翌朝、コノハモグリはいなくなっていた。薬が切れて逃げたのだろう。

　ヤムセは一晩経たってもまだ混乱していた。ユローナの実験を受けたかもしれない動物が、何故なぜ三年も放置されていたのか。何故今いま更さら研究室に現れるのか。

　何故、この自分の前に。

　何もかも偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだ、単にアレは逃げ出して野生化したコノハモグリが暖かな研究室に迷い込んだだけだと思おうとした。

　だができない。

　挨あい拶さつも上の空のヤムセを見て、研究室に入ってきたバドは訝いぶかしげな顔をした。

「なんだね。体調でも悪いのかね。ならば無理せずさっさと寝て治してくれ。テヨルが戻もどったら春の調査旅行の準備を本格的に始めねばならんからな」

「…………大だい丈じよう夫ぶです」

「そうは見えんがね」

　バドはふんと横おう柄へいに鼻で笑って、自分の椅い子すに座った。

　ヤムセは、ゆっくりと考える。

　資材室の窓は今朝早くに来てきちんと板を打ち付け直した。研究室と資材室をつなぐドアの隙すき間まも、資材室側から木材を詰め込んだ。

　コノハモグリはもう入ることができない。

　本来ならばそうしてはならないことはわかっていた。そんなことはせずに、コノハモグリを見たこと、進入ルートはもうわかっていることをバドに話すべきだ。彼が捜さがしているコノハモグリがこの研究室に現れたのだから。

　だが、ヤムセはそうする気になれなかった。

　バドが何故あのコノハモグリを捜していたか、ヤムセはもうだいたいの予測をつけていたから。

　──台帳には同じ研究室で扱あつかっていた他ほかの実験動物についての記録が残っており、それによれば、あの研究室で扱っていた実験動物はすべて、『処理済み』。

　バドもまた、処分のためにコノハモグリを捜しているのだ。

　何故なら、バドは──。

　かた。

　その時、そういう音が聞こえて、ヤムセは背後を見た。音は窓の方からだ。

　かた。かたかた。

「？　風強かったか？」

　バドは呟つぶやいて立ち上がろうとした。

　窓からの、音──ヤムセはハッとしてバドを制した。

「見てきます」

「ああ……」

　バドが浮うかした腰をすとんと椅子に戻す。ヤムセは冷たい汗あせをかいているのを感じながら、窓に近づいた。

　そして、窓の向こうには彼が想像していた通りのものがあった。

　……でっぷりと肥えたコノハモグリが、傾けい斜しや地に建つせいで地面近くにある窓まで伸のび上がり、鼻先で窓を叩たたいていたのだ。

　コノハモグリはヤムセの姿を見ると一いつ旦たん逃にげるそぶりを見せたが、どういうわけか木立の中にちょっと紛まぎれ込んだだけで、まだちらちらとこちらを窺うかがっている。

　ヤムセは窓まど枠わくに手を添そえながら、何気なく言った。

「窓の立て付けが悪くなっているようです。直しておきます」

「む、任せる」

　バドは言い、その時ちょうど鐘かねが鳴ったので、書類と教科書を鞄かばんに入れて立ち上がった。

　ヤムセはバドが出て行ってしまったのを確かく認にんしてから、窓を開けた。

　コノハモグリはどういう神経をしているのか、それを見るとヤムセの方に近づいてきた。




　この警けい戒かい心のなさはなんなんだろう。

　ヤムセはコノハモグリが机の上に置いた菓か子しをがっつくのを呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　実験動物だったのなら、人に馴なれているのも理解できる。

　しかし、これではあまりにも馴れ過ぎている。

　気がつくとコノハモグリは与あたえられたクッキーを食べ終え、そばにたてられた缶かんをひっかいていた。

　もっと寄よ越こせと催さい促そくするように。

「…………」

　本当にどうしてここまで図太くなれるのだろうか。

　ヤムセは缶から次の菓子を出してやりながら、そう真しん剣けんに考え込んだ。

　……しかし、結果から言うとそれがまずかった。

　コノハモグリは、この一件でヤムセと餌えさを関連づけてしまったのだ。

　翌日も窓を叩くコノハモグリを見つけ、ヤムセは頭を抱かかえた。

　まずい。

　夜も更ふけて、バドはたまたまもう帰っていたが、そういう幸運が何度も続くわけがない。このままではバドに見つかってしまう。どうにかしなければならないが、とにかく今日のところは研究室には入れるべきではない。頻ひん繁ぱんに中に入れているから、コノハモグリも来てしまうのだ。寄せ付けないには甘い顔を見せないのが良い。

　ヤムセは固く決意した。

　が。

　その日は、雪が降っていた。

　……鳴き続けるぴいぴいという声と木こ陰かげから窺う一いつ対ついの目によって、ヤムセの決意は、三十分後には打ち砕くだかれた。




　雪が降っても相変わらず窓の外に居続けたコノハモグリは、室内に入ると身体を震ふるわせて雪を払はらい、慣れた様子で──少なくともヤムセにはそう見えた──ストーブの前にどっかと腰こしを据すえた。

「……おまえはいったいなんなんだ……」

　ヤムセはコノハモグリの濡ぬらした床ゆかを拭ふきながら、呆然と呟いた。

　降り積もる雪のせいかあらゆる音は静せい寂じやくの中に溶とけて消え、人気のない研究棟とうの静寂は耳に痛いほどだった。

　ヤムセはストーブの前でぬくぬくと目を細めるコノハモグリを眺ながめ、嘆たん息そくした。

　自分はいったいどうしてこの生き物をここまでかばうのだろうか。バドに知らせれば簡単に済むものを。コノハモグリが一匹ぴき、どうなったところでヤムセの知ったことではない。そう言えるはずだ。

　それなのに、現実の自分はこうしていつまでもこだわる。

　──まさか、自分と重ねているとでも言うつもりか。ユローナに関わり、道を踏ふみ違ちがえた仲間同士だとでも言うつもりなのか。

　ばかばかしい。

　物思いにふけっているうちに、ブーツの先をコノハモグリに嚙かまれていた。ストーブの前に投げ出されたヤムセのブーツに、コノハモグリが何を考えてか、嚙みついてきたのだ。

　ヤムセが試ためしに足を動かすと、それを追ってやはり嚙みついてくる。

「…………」

　もしかして。とヤムセは一つの可能性に気づく。

　これは、じゃれているのか？

「…………く」

　ヤムセはひょいひょいと足を動かすたびにそれを必死で追ってくるコノハモグリを見て、ついに噴ふき出した。

　久しぶりに、笑った。

　だから、廊ろう下かを近づいてくる人の足音に気づくのが少し遅おくれた。

「！」

　ヤムセは咄とつ嗟さにコノハモグリを摑つかんで自分の机の下に押し込むと、コノハモグリの上に新聞紙をかぶせ、机の上にあった本をあるだけ床に積んで、その周辺を囲むように置いた。

　本と新聞によってコノハモグリの姿が消えるのと、扉とびらが開くのとは、ほぼ同時だった。

　室内に現れたバドへ、ヤムセはぎこちなく言った。

「ずいぶん遅おそい時間に来るんですね」

「君もな」

　バドも驚おどろいた様子で返してきた。

「部屋で見ようと思っていた学生のレポートを忘れてな。君は？」

「論文が期日に遅れそうなので」

　バドはその答えに納なつ得とくして、自分の机からレポートを拾い上げた。

　ヤムセはバドの動きを密ひそかに盗ぬすみ見み、バドが何にも気づかず帰ってくれることをひたすら祈いのっていた。

　だが。

　バドの目が、ふと、見開かれる。

「……ヤムセ、君の研究テーマは何だった？」

「？　『魔ま力りよくと気候変動』です」

「……では、それも気候変動関係の論文だというのか？」

「それ？」

　バドが突とつ然ぜんかがみ込んで、ヤムセの机の下を覗のぞき込んだ。

「！」

　コノハモグリを隠かくしていたことに気づかれたのか、とヤムセは息をのむ。

　だが。

　バドはヤムセがバリケードのように床に積んだ本の中から、一つづりの論文を手にとって、起きあがった。

「これは……どういうことなんだ」

　バドが手に取った論文を見て、ヤムセは心臓に杭くいを打たれたように思った。

　タイトルは『魔術と記き憶おく』。

　著者は、ユローナ。

「出しゆつ奔ぽん直前に発表されたものだ。今は閲えつ覧らん禁止のはずだ」

　バドの声が心なしかかすれている。

　ヤムセは腹を決めざるを得なくなった。




「これが、君の理由か？」

　バドは椅い子すに座り込み、論文の表紙をじっと見つめていた。

　その論文の他ほかにも、バドは数冊の本、論文、資料をヤムセの机の周辺から集めて、床に並べていた。

　彼の声は低く、こわばっている。

「これが、君が《学園》に戻もどった理由だというのか？」

　額を押さえ、彼は呻うめきにも似た囁ささやきを漏もらす。

「ユローナの研究を引き継つぐことが？」

「違ちがいます……」

　ヤムセは絞しぼり出すように答えた。

「ではいったいなんだ、これは」

　バドは怒いかりが限界を超こえたのか、半笑いすら浮うかべてヤムセを見上げた。

「ユローナの論文と研究資料だ。どれも今は禁制だ。見ることすら禁じられているものが、どうしてここにあるんだ。ああ、そうだな、ユローナの研究を継けい承しようするには、確かに《学園》は最適だろう。資料は幾いくらでもあるのだから。そのためか──そのために戻ったのか？」

「違います！」

「ではなんのためだ！」

　ヤムセは答えられない。

　バドはしばらくヤムセを見み据すえ、それから、いっそう顔をしかめて呟つぶやいた。

「継承ではないなら……」

「…………」

「……復ふく讐しゆうか」

　ヤムセの拳こぶしに力がこもる。

　その様子を見て、バドはさらに苦々しい顔になった。

「そういうことか。確か、今年の夏、君は身内をユローナに奪うばわれた、そうだったな？」

　ヤムセは視線をそらした。ユローナについて語られる時、自分がかなり不ふ穏おんな目をしていることを理解していたので。

「そうか、そういうことか。君はその復讐のため、ユローナを捕つかまえたい。だから《学園》に戻って、論文でも何でも、ユローナに関する資料を読みあさって、手がかりを探そうとしている……だが、彼女を見つけてどうする。君では到とう底てい彼女にはかなわない。そういったことは内部調査局辺りに任せるべきだ」

　バドは一息に言うと、頭を搔かいてため息をついた。聞き分けのない子どもを諭さとす親のようだ。ヤムセとバドの年は十も離はなれていないのだが。

「ユローナが出奔して三年になります」

　ヤムセは色々に考えた末、そう切り出した。

「調査局も彼女を捕まえることはできないでいます。このままでは彼女はいつまで経たっても捕まりません。でも僕なら──僕なら彼女に近づけるかもしれない。彼女が何を考え、どんなものを求めているのか、わかるかもしれない。彼女の思考を辿たどって──。僕は彼女の……たった一人の弟子でしだったんですから」

　バドはしばらく黙だまって顎あごの辺りを搔いてから、こう言った。

「なるほど。君の気持ちはわかった」

　そして突然持っていた論文を二つに引き裂さいた。

「バドさん!?」

「捨てる」

　バドの手の中で、論文は紙切れになっていく。ユローナに至るための手がかりが目の前で引き裂かれていくのを前にして、ヤムセは驚いて彼の手を止めようとした。

　だが。

「君はユローナを捕まえるために《学園》に戻ってきたということだな」

　その声と目ははっきりとわかるほど鋭するどい怒りをたたえていて、ヤムセは思わず伸のばした手を止めた。

「《学園》は君の復讐の道具ではない。我々は魔術師だ。魔術師の責務は真実に至ることだ。寒冷化の、世界の、石板の──何でも良い。真実だ。それを目指さない君に、ここにいる資格はない」

　びりびりに破かれ、雪のように積もった論文と、バドの目と、指を、ヤムセは呆ぼう然ぜんと見ていた。

「出ていけ」

　そのヤムセに、バドは冷然と言い放つ。

「今すぐ出ていけ。《学園》は君のような人間がいるべき場所ではない」

　床ゆかに散らばる論文を目に焼き付けて、ヤムセは顔を上げ、バドを見据えた。

「……出て、いきません」

「ユローナを追うためだけに《学園》に籍せきを置く君に──」

「ではどうしろと言うんですか！」

　感情を抑おさえきれず声を荒あららげる。

「そうです。僕には人類の未来なんて考えられません。魔術師である資格なんてないでしょう。でもユローナをこのまま忘れて暮らすことなんてできないんです！　研究室にいても自分の部屋にいても考えるのは一つだけです、ユローナのことです。彼女をどうやって見つけるか、どうやって思い知らせてやるか、そのことばかりなんです！」

　血のにじむような絶ぜつ叫きようを、バドは眉まゆ一つ動かさず聞く。

「彼女は僕からたくさんのものを奪いました。大切なものを奪いました。もう逃にげられないんです──彼女からは絶対に逃げられない。なら向かっていくしかないでしょう、僕がどこに行ったって、彼女は僕を追いかけて、僕の家族までなぶり尽つくして殺すんですから！」

　叫さけんでしまうと止まらなくなって、ヤムセは、ハッと声を上げて笑った。

「あなたたちも困ったことでしょうね。実験コノハ動物モグリのように処分もできない、僕のような人間の扱あつかいには」

　そこで、それまで黙っていたバドの表情がぴくりと動いた。

「コノハモグリ？」

「ユローナの研究室から逃げたんでしょう？　処分するために捜さがしていたのはわかってます。それとも僕のことも処分しますか──元内部調査局のバドさん。ユローナにまつわるすべての処分は、調査局の仕事でしたよね」

　バドは一いつ瞬しゆん目を見開き、それから額を押さえた。

「……待て、確かに俺は元内部調査局だ。だが、もう頭に『元』がついて何年にもなる。俺はもうあそことは関係ないんだ」

　ヤムセはバドを睨にらみつけたままだ。

「そういうことか」

　バドは、ほとんど呆然とした態度で呟いた。

「俺が元調査局だから、君は俺をずっと──この研究室に入った時から警けい戒かいしていたのか」

「…………」

　沈ちん黙もくを、バドは肯こう定ていと取った。

「いいか。この際だから言っておくぞ。この研究室が君を受け入れたのは監かん視しのためではなくボスにごり押しされたからで、俺はとっくの昔に調査局を辞やめている。そもそも俺は処分のためにコノハモグリを捜していたわけではない。アレは……アレはその」

「…………」

「うちのペットだ」

　ヤムセは妙みような単語を聞いた気がして、顔をゆがめた。

「……ペット？」

「そういう顔をするから言いたくなかったのだ！」

　バドは赤面して怒ど鳴なった。

「アレは元々実験に使われたものでもないし、処分することもないだろうとうちでもらうことになったんだ。だいたいおかしいと思わなかったのか、今いま更さら処分のために捜すなんて──もうユローナが出奔して三年だぞ」

「……………………………………」

「君はユローナが絡からむと冷静な判断力を失う。やはりこれ以上彼女に関かかわるのはやめた方がいい」

　バドは散らばった書類を踏ふみつけて、ヤムセの目の前に立った。身長では劣おとるためやや下方から覗のぞき込むようにして、後こう輩はいを睨みつける。

「『ではどうしろと言うのか』だったか？　そう言ったな。どうすれば良いか教えてやる。食って寝ねろ」

　ヤムセの頭のてっぺんを押さえつけ、わざわざ自分より目線を下げさせて、彼は言った。

「その顔が気に入らんよ。悲劇の主人公ぶって、ろくに飯も食わず寝もせず。わからないとでも思っているのか？」

「……食べてはいます」

「菓か子しばっかりだろうが！　肉だの野菜だのパンだの、食堂で出てくるものを食えと言っているのだ！　食いも寝もしないで何がユローナだ！」

「…………」

　ヤムセは迫はく力りよくに負けて口を閉じた。

「おまえが菓子を食いまくっているのは知っている。菓子の減りが妙に早いからな。だが──」

「それは僕だけのせいではありません」

「なんだと？　だいたいこの間も食いかすが──」

　その時。

　かさかさという音が聞こえてきて、男二人は同時に音の方を振ふり向いた。

　ヤムセの机の下で、かさこそと音を立てるものがいる。

「…………」

　バドはヤムセから手を離すと、ゆっくり足音を忍しのばせて机に近寄り、そのかさかさ動く新聞を、手に取った。

　新聞の下で菓子をほおばっていたコノハモグリは、驚おどろいて立ちすくんだ。

　その隙すきを逃のがさず、ヤムセの手が伸びてコノハモグリを捕つかまえる。

　ぷひぷひと鳴き叫びながら暴れるコノハモグリを抱だきかかえて、ヤムセが言った。

「その──半分は、こいつです」

「…………」

　バドは腰こしに手を当て、やれやれと呟つぶやいた。




　コノハモグリのコノハ（命名はテヨルだそうだ）は、再び研究室の一員になった。日中は屋外で遊び回っていても、夜になると必ず研究室に戻もどってきたので、ヤムセが自室に連れて帰り、朝また一いつ緒しよに研究室に行くというパターンが定着した。

　ひと月あまり経ち、帰ってきたテヨルはコノハモグリの頭をなでながら言った。

「よかったよー。ずっと捜してたんだ」

　あんまり嬉うれしそうに言うので、「じゃ、この後も世話よろしくな」というテヨルの言葉にヤムセはついつい頷うなずいてしまった。

　そういうわけで、その日からヤムセがコノハの世話係に決定した。




　それから、色々なことがあった。

　ヤムセとバドはあまり言い争いをしなくなった。年を追うごとにバドが老け込んで──いや、丸くなっていったおかげでもあるし、ヤムセがバドの扱いに慣れたせいでもあるし、コノハモグリの太った身体からだを前にするとなんだか喧けん嘩かをするのもバカらしくなってくるためでもあった。

　そうして、三年が経たった頃ころ。

　コノハモグリが死んだ。




　それは冬の日のことで、夜よ更ふけから降り続いた雪のせいで、あらゆる音が吸い込まれるように消えていく朝のことだった。

　研究室の長机の上で毛布にくるまれ、動かなくなったコノハモグリを前にして、テヨルはぼろぼろと涙なみだをこぼした。

　泣きやまないテヨルに、その後ろにいたバドが言った。

「泣くな。みっともない」

「あんただって泣いてるじゃないか」

　テヨルの返答は素す早ばやくて、バドは一瞬返事ができなかった。

「み、見てもいないのになぜ泣いているなどと」

「声」

「…………」

「んな涙なみだ声ごえで何言ってんだよ、バーカ」

　仲のよい人たちだ。

　そう思いながら、ヤムセはそうっとコノハモグリの頰ほおに触ふれた。




　コノハモグリの世話をするためという理由で、ヤムセは毎日研究室に顔を出したし、そこで時間をつぶすことに特に違い和わ感かんを感じなくなっていった。

　コノハモグリが死んでもヤムセは変わらず研究室にいて、気がつけばそれが当たり前になっていた。

　テヨルと、バドと、ヤムセと。

　その三人の空間が、ごく当たり前のものになっていた。





４






「ねえ先生」




　リティーヤにそう呼びかけられ、ヤムセは自分が物思いにふけっていたことに気づいた。

「それくださいよー」

　リティーヤはヤムセの抱かかえ込んでいたクッキーの缶かんを指さしている。

　リティーヤはヤムセの教え子だ。ヤムセが研究室に入ってもう片手では数え切れない年数が経ち、彼はその間に教員資格も取って、こうして教え子まで抱えていた。研究室のメンバーはだから一人増えたことになる。バドとテヨルも少しずつ変わった。バドはヒゲを生やして幾いくらか性格も丸くなり、テヨルの方はバドが丸くなったのに合わせてか、少しわがままになった気がする。

　一階の最さい奥おうを使っていた研究室も、今は同じ建物の三階に移った。

　だが、差し込む淡あわい冬の日差しは変わらず、ヤムセは思わず窓の方を見やった。

　今にも、その窓を、コノハモグリが叩たたいて現れるような気がして。

　だが、そこにはただ、青い空が広がるだけだ。

　もう、どこにも、あのコノハモグリはいない。

　向かいに座ったリティーヤはヤムセがぼうっとしている隙をついてクッキーを奪うばおうというのか、机越ごしに手を伸のばしてきた。

　我に返ったヤムセはそれを制すると、缶からクッキーを取り出し、自分の掌てのひらの上に載のせ、叩いて割った。

「ほれ」

　そうして、そのかけらを載せた掌を、きょとんとするリティーヤの方に差し出す。

「…………」

「食べないのか」

「…………！」

　ようやく意図を察し、カァッ、とリティーヤの顔が赤らむ。

　耳まで真っ赤にして、リティーヤは怒ど鳴なった。

「先生、人をリスか何かと勘かん違ちがいしてません!?」

　そうか、食べないのかと繰くり返し、ヤムセは砕くだいたクッキーを自分でたいらげ、ぶうぶうと文句を言ってつかみかかってくるリティーヤを適当に受け流した。




　かつてコノハモグリのいた場所に、今はリティーヤがいる。

　ユローナへの憎ぞう悪おとか、想おもいとかいうものは、簡単に割り切れはしなかったが──それでも、日常を普ふ通つうに、ごく当たり前にこなすことに、ヤムセは苦痛を感じなくなっていた。

　自分の研究に打ち込み、毎日寝て、起きて、食事をして、講義にもまともに出て、教員資格も取って、気がつけば教え子までいた。

　この自分が。

　世界は、未来は、思っていたよりもずっと広く、選せん択たくは多た岐きにわたり──彼は何かを選びとったつもりなどなかったが、確かに何かを選び、また別のものを擲なげうち、ここに辿たどり着いた。




　リティーヤにクッキーを缶ごと奪われながらも、まあ、だからたまにはこういうことをされてもいいか、とヤムセはひとりごちた。






















「『ヘビ』だ」







　何を作ったんですかと訊きかれてヤムセはそう答えた。

　だからリティーヤも、ああ、ヘビなのか、と思ってその物体を見た。

　だが、それはただの細長い粘ねん土どだった。小枝くらいの長さと太さで、掌に載る。

「…………？」

　リティーヤと、彼らの指導役であるエリドは、揃そろって不思議そうな顔をして机の上の物体を覗のぞき込んだ。その物体の作り主であるヤムセはふてくされたような顔で、黙だまって腕うでを組んで椅い子すに座っている。いやいや、なんでこの人はふてくされてるんだ、わけがわからないよとリティーヤは思った。というか、この物体がそもそもわけがわからない。

　うんまあわけはわからないのだが、とにかくエリドが──さえない風ふう貌ぼうの男性魔ま術じゆつ師しだ──人見知りの激しさゆえか可哀かわい想そうなくらい動どう揺ようして言葉を選んでいるので、彼女は彼より先に師に声をかけることにした。一応こういうのは身内が言っておくべきだろうと思ったのだ。

「先生」

　声をかけられて、ヤムセは嫌いやそうな顔をリティーヤに向けた。

「なんだ」

「これヘビじゃないです」

「他ほかのなんだというのだ」

　リティーヤは、ヤムセを傷つけるとか、そういうことには頓とん着ちやくせずに言った。

「ただの棒っきれです」

　……ヤムセはいっそうふてくされた。
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　事の始まりは、二十五時間ほど前に遡さかのぼる。




「最近ね、ちょっと困ったことがありますの」

　女性はそう言うと、ヤムセの淹いれた茶を優ゆう雅がに口元に運んだ。

　青いマントに身を包んだ、六十代とおぼしき女性だった。柔にゆう和わな表情と上品そうな顔立ちの婦人で、ぱっと人目を引く目元の華はなやかさは独特のものがあった。

「……あら」

　一口茶を飲んだ彼女は美しい目を細めて、傍かたわらに立つヤムセを見上げた。

「時間を計るという程度のことはできるようになったのですね。以前はそれはもうばらつきが多くてひどかったものですが。今度私のところにお茶を淹れにいらっしゃい。他にも色々教えてあげましょう」

「ダメですよー、オルドゥナ。ヤムセはそんなに暇ひまじゃないんですから」

　優雅に茶を飲んで言ったのは、ぼさぼさの白はく髪はつの男だった。慣れた仕草の割に着ているのは薄うすっぺらなコートだの継つぎの当たったズボンだので、なんとなく胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きが漂ただよう。それでも彼は《学アカ園デミー》においては《Ａエース》の位階を持つ魔術師であり、この魔ま力りよく環かん境きよう研究室の長だった。

　呼び名は、ロードマスター。

「あらあら、あなたばかりが独どく占せんしてはいけませんよ？　ヤムセは私の玩おも──ええと、そうそう、可愛かわいい部下でもあるのですから」

「直接の上司はボクですー。もう、さっさと用件済ませてください。困ってることってなんですか？　ヤムセは下がらせます？」

「いえ。そのままで」

「コレも？」

「ソレもです」

　コレだのソレだの言われたリティーヤは、ロードマスターに後ろ襟えり首くびを摑つかまれ、椅子の横に直接膝ひざをつくように座らされていた。ネコのような扱あつかいだった。だがリティーヤは自身の扱いどころではなかった。ただぽかんと口を開けて、オルドゥナと呼ばれた女性の顔を凝ぎよう視ししていた。

「あ、あの、ロードマスター、こちらの方ってまさか──」

　にこりとオルドゥナは微ほほ笑えんだ。その笑顔も、名前も、リティーヤには覚えがあった。幾いくら何でもそれくらいは知っている。彼女は──。

　だがロードマスターはリティーヤの首根っこを引っ張り、彼女の喉のどを締しめ上げた。ぐえ、と哀あわれな声だけが漏もれる。

「はいはい、盗ぬすみ聞ぎきしようとした子に発言権はないの、黙っててね。ね、オルドゥナ、本当にこの子外に出さなくて良いんですか？　見た目通り頭の中身も口も軽いですよ」

「結構です。どうせありふれた話です」

　オルドゥナはそう言って、また一口茶を啜すすった。

「ヤムセは本当にずいぶんマシになりましたね。やっぱりバドの方が上手ですけど。彼はちゃんとその日の気温や湿しつ度ど、それに私の体調も考えて──」

「オルドゥナぁ、本題をお願いしますって」

「はいはい。あ、ヤムセはそちらに座ってください」

　オルドゥナはそう言って、ヤムセにロードマスターの隣となりの椅子を指した。ヤムセはおとなしくそれに従う。彼が座るのを見届けて、オルドゥナがやっと本題を口にした。

「実は私、最近」

　ひゅ、と。

　空気を切り裂さくような音がした。

　彼女はその音が聞こえるとほぼ同時に腕を振ふり上げ、何かを空中で摑み取るような仕草をした。

　それは矢だった。

　オルドゥナは自ら摑み取った矢を見つめ、それからその矢の飛び込んできた方を見やった。冬ではあったが窓は換かん気きのために──ひと月ほど使っていなかったから部屋が埃ほこりっぽくなっていたのだ──開いていた。

　その窓から、矢が射込まれたのだ。

「──ヤムセ外！」

　ロードマスターの短い命令が下る前に、ヤムセは立ち上がって部屋を飛び出していた。同時にロードマスターがオルドゥナの腕を摑んでソファの陰かげに押し込む。リティーヤも一いつ緒しよに押し込まれた。ロードマスターとヤムセがばたばたと動いているが、リティーヤには何がなんだかわからない。窓から矢が……矢が!?

「な、なななな……」

「私」

　といってオルドゥナは手の中の矢を見つめた。それはどうやらボウガンの矢のようだった。

「最近命を狙ねらわれているのです」

　まあありふれた話なのですけれど、と呟つぶやいて、その矢を細い指だけでぼきりとへし折った。




　犯人は捕つかまらなかった。

　オルドゥナは治安維い持じ局に通報しようとするヤムセとロードマスターを制して、ソファに戻もどった。

「まあ座ってください」

　悠ゆう然ぜんとヤムセとロードマスターに自分の向かいの椅子を勧すすめる。誰だれが部屋の主あるじなのだかわからない。一応、ここは魔力環境研究室の応接間なのだが──。

　本来の主であるロードマスターは彼女の言葉には従わず、珍めずらしく声を荒あららげ鋭するどく言った。

「オルドゥナ、護衛隊に連れん絡らくを取ってください！」

「あ、そちらはもう動いているはずですから大だい丈じよう夫ぶですよ」

　最近多くって、と嘆たん息そくし、オルドゥナはまた何事もなかったように茶を飲んだ。

「しかも、一いつ般ぱん人を操あやつってるだけというパターンが多いんです。実行犯を捕まえても主犯はわからないんですよ」

「手口が同じということは同一犯ですか？」

「そのようですね。学外ならともかく、学内でこれだけ狙われたのは私も初めてですし」

　まだソファの陰に座り込んでいたリティーヤに気付いて、ヤムセが腕を引っ張った。

「おい」

「こ、腰こしが抜ぬけて……」

　リティーヤはヤムセに助けられてなんとか立ち上がり、そばにあった椅子に崩くずれるように座り込んだ。ヤムセはリティーヤの身体からだを一いち瞥べつし傷がないのを確かく認にんすると、オルドゥナに向き直った。

「実行犯たちはどうやって学内に入り込むのですか？」

「元々《学園》で働いている一般人が〈夢〉魔ま術じゆつで操られているのですよ。彼らは通行証がありますから、入り込むのは勿もち論ろん簡単です。でも、最近捕まえた者の中には、ずっと学内に住み込みで何ヶ月もアムブールにでていない者もいましたから、術をかけられたのは学内でしょう」

「……首しゆ謀ぼう者しやが内部にいる、ってことね」

　ロードマスターが、あちゃあ、と言って手で顔を覆おおい、オルドゥナが小首を傾かしげて付け加えた。

「あるいはその協力者が、ですね。まあ、どちらにしろちょっとおかしいなと思うことはあるのです。最近私肖しよう像ぞう画がを作ってもらっているのですけれど──」

「肖像画？　また自己愛の強いことですね」

「お黙だまりなさい、あなたに言われたくありません。とにかく、急に襲しゆう撃げきが増えたのはその肖像画を依い頼らいしてからなのです」

「……偶ぐう然ぜんじゃないですか？」

　ロードマスターは胡散臭そうに言った。

「さあ、どうでしょうね。偶然で済ませてもいいのですけれど、一応画家の方も調べておいてもらおうかと思いまして」

「調べる？　ボクらがですか。そんなの内部調査局とか、護衛隊とかにやらせる仕事でしょう」

「ダメですよ。事を荒あら立だてたくないのです」

「どうして──」

「肖像画を描かいてくれているのは《白しろ鍵かぎ会》の会員です」

「……？　《白鍵会》というと、《学園》の美術サークルですよね。だからなんですか」

　オルドゥナは当たり前のことのようにさらりと言った。

「私はあそこの出身なんですよ。古巣に内部調査局なんか入れたくありません」

「……身内びいきが過ぎますよ、オルドゥナ！」

「そんなんじゃありませんよ。ただ知られたくないことまでかぎ出されたり、私の支し援えん者が関係していた時に情報もなく無防備でいたくないので、もう少し融ゆう通ずうの利きく人たちにお願いしようと思っただけです。公おおやけの文書にする前に私に報告してくれるような」

　ロードマスターは頭痛を覚えたのか額を押さえて俯うつむいた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんを地でいく彼のそんな姿を目にするのは、リティーヤには初めてのことだった。彼は俯いたままぶつぶつと言った。

「それにしたって他ほかにもあては幾らでもあるでしょうに、ここでボクに頼たのむってことは──」

　傍若無人さではロードマスターのさらに上を行くらしいオルドゥナは、茶を飲み干すとカップを置き、その横に書類の束を添そえて立ち上がった。

「詳くわしいことはこちらにすべて書いてあります。問題の画家の監かん視しと素行調査、お願いしますね──ヤムセ」

「あああああっ、ほらやっぱりだ！」

　ヤムセを見て微ほほ笑えむオルドゥナに、ロードマスターは指をつきつけて怒おこった。

「暗殺事件だのなんだの、ヤムセ使う口実が欲しかっただけでしょう！　手て懐なずけようったってこいつはボクの部下なんですからね、そう簡単に渡わたしはしませんよ！」

「あら、でもヤムセは渉しよう外がい担当官で渉外本部は学長室直ちよつ轄かつですよ。つまり私の部下ということです。それに、あなたもここに置いて話しているんですから、顔は立てました」

「全然立ってない！　立ってません！」

「まあまあ、よろしくお願いしますね、ヤムセ」

　オルドゥナはそう言うと机の上の書類をヤムセの方に押しやり、さっさと部屋を出て行こうとした。その背にロードマスターが呼びかける。

「オルドゥナ！」

「あ、忘れてました」

　オルドゥナは振り返ったと思うと、ロードマスターを無視してリティーヤに微笑みかけた。

「ヤムセはなんでも出来る子と思われがちですけどダメな分野もあるんです。あなたがサポートしてあげてね？」

「は……？」

「今度こそ行きますね。明日の会議で会いましょう、ロードマスター」

「オルドゥナのバカー！　次の選挙落ちちゃえ！」

「ほほほほほ。こんなにも献けん身しん的な私の再選を阻はばむおつもりですか？　あなたのような人は選挙前に人知れず野垂れ死んだ方が《学園》のためかもしれませんね」

　優ゆう雅がに笑い声を上げて──。

　オルドゥナは、部屋を出て行った。

「あーもうあの人は！」

「ロードマスター。スケジュールをずらしてください」

「わかってるよ！　こんなこと任されたら他のことなんてほっぽっとくしかないでしょ！」

　リティーヤを放って、ロードマスターとヤムセは何やら打ち合わせを始めてしまった。取り残されて、リティーヤはとりあえず部屋を出ていこうかなと思ったが、そこでロードマスターが振ふり向いた。

「あ。リティーヤ、君もね」

「は？　何が……」

「ヤムセ、絵とか死ぬほど下手へたなんだもん。さすがに一人じゃ違い和わ感かんありすぎだよ。君ならスケッチとかやってるでしょ」

「……？」

　まだ意味を把は握あくできないリティーヤに、ロードマスターはきっぱりと言った。

「だから、君も一緒に《白鍵会》に潜せん入にゆうするんだよ、リティーヤ」

「へ……!?」

　かくして──。

　リティーヤはヤムセとともに、オルドゥナ暗殺未み遂すい──すなわち第十八代学長暗殺未遂事件の捜そう査さに否いや応おうなく巻き込まれることになったのだった。
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「古来《ヘビの一族》では、似せて作られたものと本物との間には目には見えない関係性があると考えられていた。絵を描く、像を作るというのは、一部の呪じゆ術じゆつに今も残る手法で、その危険性から現代魔術では禁じ手とされている」

　ヤムセの言葉を聞きながら、リティーヤは髪かみに指を突つっ込み、頭を搔かいた。ぼりぼりと。

「えーと」

　一通り考えて、わからなかったので尋たずねた。

「だからなんですか」

　だからだな、とヤムセは言った。

「絵が描けないからと言って人格を否定されるいわれはない」

「……………………うん、別にあたしも先生の人格は否定してませんよ。それはヘビじゃないって言っただけで。あとアレは絵じゃなくて粘ねん土ど細工ですね」

「…………」

　ヤムセがまた黙り込んだ。たぶん、いじけている。もしかして絵が描けないからと人格を否定された経験でもあったのだろうか？

　彼らは巨きよ大だいなトウヒの陰かげで身を寄せ合うようにしていた。魔術による結界が寒風と冷気から彼らを守ってくれていたが、冬のことで太陽も早々に西の大地に吸い込まれており、それにも限界があった。寒さは確実に結界内にも浸しん透とうしており、リティーヤは寒気を覚えて身体からだを縮め、マフラーの中に口元を埋うずめた。

「うー。寒……っ、先生、あたし帰ってもいいですか？」

「ダメだ」

「どうしてー。あたしってただの隠かくれ蓑みのじゃなかったんですか」

「おまえが帰ったらその分結界が薄うすくなるだろうが」

　ヤムセが寒そうに腕うでを組んで言った。

　確かに、リティーヤとヤムセの二人で防護結界を二重に張っているから、この程度の寒さで済んでいるのだ。元々長時間保もつ魔術ではないからそれにしても限界はあるが、一人よりは二人の方が暖かいのは確かだ。互たがいの体温の分も含ふくめて。

　なるほど、とリティーヤは思った。たまには彼も自分の助力を求めることがあるのだ。

　それに気付くと、口元がにやにやと勝手に緩ゆるんでいった。

「……何を笑っている」

「え？　いやいや、なんでもないですよーえーと、ほら、今回のはまた変な話だなあって」

「変とは何がだ」

「えーと、監視対象、かな」

　リティーヤらの──というか、正確にはヤムセとおまけのリティーヤのいるトウヒから五十歩ほど離はなれた林の中に、丸太小屋があった。うち捨てられたような外観だったが、薄うす明あかるいような残照の中、細い雪道が、その小屋の玄げん関かん前まで延びている。

　リティーヤらのところからはその玄関の出入りを完全に確かく認にんできたが、小屋からはよく枝を垂らしたトウヒに阻まれ、よほど気をつけて見なければ、リティーヤらの存在に気付くことすらできないだろう。

　小屋には、今一人の男性がいるはずである──創作体験会で指導してくれた、エリドが。

「エリドさんが暗殺犯、ってのは、ちょっと信じられないんですよねー」

　リティーヤは呟つぶやき、次の瞬しゆん間かん、小さくくしゃみをした。




　エリドは、美術サークル《白鍵会》の現げん役えき会員で、《学園》学長オルドゥナの肖しよう像ぞう画がを描くよう依い頼らいされた画家である。

《白鍵会》は《学園》関係者で構成され、エリドも《学園》の現役魔ま術じゆつ師しだ。内気で人見知りが激しく、古文書の管理という仕事を無難にこなしている地味な人物らしいが、絵の才能は素す晴ばらしいものがあり、肖像画作製は彼の絵を気に入った学長自らの指名とのことだった。

　その彼に、学長暗殺未遂事件に関かん与よしているのではないか、という疑ぎ惑わくがかけられていた。

　捜査を頼まれたヤムセとリティーヤは、《白鍵会》が開かい催さいしている創作体験会の一つに潜もぐり込み、彼の調査を試みたのだが──。

　その調査初日の帰り道に、エリドが急に小道を逸それ、林の中に入っていったのである。

　リティーヤらは勿もち論ろん後をつけ、彼がこの小屋に入ったところを確認したというわけだった。




「ね。先生、これって何も怪あやしいところが出て来なかったらどうなるんですか？　あの小屋だってただの……まあ、アトリエか何かかもしれないし。いつまでも張り付いているってわけにはいかないですよね。期限区切ってたりするんですか？」

　声の他ほかには、さらさらと、枝から雪の落ちる音だけが聞こえる。風もほとんどない日だった。

「とりあえずは三日間だ。それ以上はスケジュールの都合がつけられん」

　リティーヤはヤムセの答えに首を傾かしげた。

「三日だけ？　でも学長暗殺未遂でしょ？」

「学長のご要望だ。その後は護衛隊か内部調査局の仕事になるはずだ。その前の、ちょっとした保険というところだ……たぶん」

「ふーん。あたしは長引いた方がいいなあ……外の見張りはイヤですけど」

「……何故なぜだ」

「だって、サークル活動なんて初めてですもん。このまま何も出て来なかったら、明日も明後日も体験会とか名目つけて行けるんですよね？」

「……そんなに楽しいか」

「勿論。絵を描かいたりするのも好きだし、同じ趣しゆ味みの人で集まって色々する、ってのが──」

　リティーヤはふと言葉を切った。

　ヤムセが黙だまり込んでいた。まあ、それ自体はいつものことなのだが、同時にためらうような雰ふん囲い気きも感じられ、リティーヤは思わず彼の顔を覗のぞき込んだ。身を寄せ合っているため、不ふ機き嫌げんそうな横顔が、いつもより少し近くにある。

「……先生？」

「おまえは」

　何かを、ヤムセが言いかけた。

　だが、結局彼は何も言わないことを選せん択たくし、また口を噤つぐんでしまった。

「なんですか、先生ってば」

「なんでもない」

「なんでも、って」

「出てきた」

　リティーヤはハッとして口を閉じた。

　ちょうどドアが開き、エリドが出てきたところだった。

　……座ったまま、後あと退ずさりして。

「……？」

　リティーヤは思わず身を乗り出し、ヤムセに襟えり首くびを引っ摑つかまれて木こ陰かげに戻もどされた。

「せ、先生、なんか変ですけど……」

「見ればわかる」

　エリドは玄関前の階段を転げ落ちた後、ようやく立ち上がって、あとはもう振ふり返りもせずに走り去った。

　まるで、何かから逃にげようとするかのように。

　小屋に他の人間がいないのは確認済みだった。エリドは無人の小屋に一人で入っていったし、その後も出入りする者は誰だれもいなかった。

　いったい彼は、何から逃のがれようとしたのだ？

　ヤムセは魔ま術じゆつを解くと木陰から出て、慎しん重ちように小屋の方へ向かった。階段を上って開け放たれたドアから内部を覗き込む。その背後から、やはり用心してリティーヤも室内を覗いた。

　そして、げ、と声を上げた。

　小屋の中はよく整せい頓とんされていた。外の荒あれ方とは好対照で、床ゆかには絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、暖だん炉ろの前には長なが椅い子すとソファがあって、壁かべ際ぎわには薪まきが山と積まれている。テーブルの上のランプと壁かべの燭しよく台だいには暖かな火が灯ともり、暖炉も赤々と燃え、明るく、居い心地ごこちの良い空間ができあがっている──と言えただろう。

　もし、これほどたくさんの彫ちよう像ぞうと絵がなければ。

　床、テーブル、そしてマントルピースの上に、大小様々な大きさの彫像があった。材質も石、ブロンズ、木と様々だ。はにかむ少女をその活力まで写し取ったようなものもあれば、老いてなお美しい婦人の静かな佇たたずまいを彫ほりだしたものもある。絵の方も同じで、壁という壁に隙すき間まがないのではというくらい、みっしりと飾かざられている。

　ただ、一つ、それらに共通する点があるように見えた。

　ヤムセもリティーヤの感じた共通点に気付いたのか、驚おどろいた様子で目を瞠みはり、部屋の他の彫像や絵を見回している。

「先生、これって、やっぱり」

「……ああ。同一人物だ。年代は様々のようだが、共通の特とく徴ちようがある」

　ヤムセはそう言ってブロンズ像の目元にある、小さな傷を指した。

「学長だ」

　そう。

　壁を埋うめる絵も、空間を埋める彫像も。

　すべて、たった一人の人物をモデルにしたものだったのだ。

　──第十八代学長オルドゥナを。




「うひゃ」

　奥にはもう一部屋あって、そちらはもっと飾り気がなく、床も板がむき出しだった。大きな作業台の上やその周囲には、作りかけの彫像や、描きかけの油絵などが置かれている。作業所といったところのようだ。

　その部屋の片かた隅すみには、やはりオルドゥナの像があった──ただし、首が落ちて粉々に砕くだかれている。

「こっちもだ」

　ヤムセの言葉に振り向けば、油絵も顔のところがずたずたに切り裂さかれている。

「なんで……こんな」

「……学長に何らかの執しゆう着ちやくがあるらしいな」

　そう、執着だ。

　頭部を粉ふん砕さいされた彫像に、顔に当たる部分を切り裂かれたキャンバス。それに先さき程ほどの部屋を埋めていた大量の作品。すべてがこの小屋の持ち主の、学長への並々ならぬ執着を示している。

「だがこれだけでは学長に執着していたということの証明にしかならん。暗殺未み遂すい事件への関与を示すものを捜さがすぞ。まずは前の部屋からだ」

　ヤムセはそう言うと、作業所を出て、作品で埋め尽つくされた手前の部屋へ戻った。リティーヤも渋しぶ々しぶそれに従う。

「一つひとつは悪くないんだけどなあ……」

「……何？」

　チェストの一つを調べ始めたヤムセが、聞きとがめた。

「だって、たくさんあるから気持ち悪く見えるんであって、一つひとつは普ふ通つうですよ」

　ヤムセは口をへの字にして、気味悪そうに言った。

「……よくそういう表現が出てくるな」

「そうかな？」

　幾いくつかの作品にはエリドのサインがあった。エリド以外の作者のサインも、数えてみたら二十近くある。どうやらここは複数の人間の作品が集められているらしい。

「……変なとこだなあ」

　リティーヤは部屋を埋め尽くす作品を見回し、そう呟つぶやいた。

　椅い子すやソファもたくさんある。広くて暖かで居心地も良い。これだけたくさんの椅子があるということは、エリド一人で使う部屋ではないということだ。複数の人間が集つどうことを想定しているようだから、談話室、とか、応接間、とか、そういうものに近い気がする。

　本当に、いったいここはどういう空間なのだろう？
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　額がく縁ぶちの裏を特に意味もなく覗いてみた。勿論、何もない。

　リティーヤは家や捜さがしにも飽あきてきて、同じように作業中のヤムセに尋たずねた。

「ねえ先生、さっき何言おうとしてたんですか」

　ヤムセの声が部屋の奥から返ってくる。

「さっきとはなんだ」

「だから、外で。ほら、《白鍵会》の話してた時ですよ。あたしが、絵描いたりするの好きだし、できれば長く参加してみたいなあって言った時、何か言いかけてたでしょう」

「…………」

「先生？」

「…………見つけた」

「え」

　リティーヤは振り返った。ヤムセは部屋の奥の棚たなによりかかり、ノートを見ていた。リティーヤはそばに寄っていってヤムセからノートを受け取った。

「なんですかこれ」

「……スケジュールを記したノートだ」

　確かに、開いたページには、最近の日付と行動予定らしきものが書かれている。

「スケジュール、って誰の──」

　ページをぱらぱらとめくっていたリティーヤの表情が、ふと凍こおり付く。昨日の日付を見つけたのだ。日付の隣となりに書いてあるのは、とある特別講演会の場所と時間、それに当日の移動手段。動線。警備の配置。

　学長オルドゥナの講演会について、あまりにも詳しよう細さいな情報が載のっていた。

「こ、こんな詳くわしく……」

　調べてみれば、他ほかの日付も昼食会だの会議だの、分単位のスケジュールが書き込まれている。そのうちの幾つかは公式行事で、学長が参加していたはずのものだ。

　間ま違ちがいない。これは学長のスケジュールについて調べ上げたノートだ。

　だが、いったい何のために？

　そこでリティーヤは、自分たちが、そもそもどうしてこの小屋に来るはめになったのか、その理由を思い出した。

「……でも、エリドさんが暗殺犯なんて」

「単独犯ではない」

「……あ」

　複数の椅子、複数の作者による作品。

　この部屋で暗殺未遂事件に関かかわる証しよう拠こが見つかったということは、この部屋に集う複数の人間がそれに関かん与よしていた可能性が高いということだ。

「サインの幾つかには見覚えがある。《学園》の魔ま術じゆつ師したちだ」

　ヤムセは壁にかけられていた絵の一枚を指し、そのサインを見つめて言った。

「秘密結社ができあがっていたらしいな──学長暗殺を目指す、魔術師たちの秘密結社が」

「……そんな」

　リティーヤは周囲を見回し、その結論に違い和わ感かんを覚える。

「でも、ここにある絵も、彫像も、全部凄すごくいい顔をしているんです」

　リティーヤは迷いながらもそう言って、周囲にある絵や彫像を腕うでで示す。微ほほ笑えんだ顔も、憂うれえたような顔もあったが、どれもその瞬しゆん間かん瞬間を素す晴ばらしく見事に写し取っているように見えた。うまい下手へたは別としても、愛情だけはしっかり注がれている、そういうふうにリティーヤには見えるのだ。

「暗殺なんて考えてる相手をモデルにして、こんなに生き生きした表情になるなんて、おかしいですよ。この作り手たちは学長のこと憎にくんでも恨うらんでもいなくて、むしろ好きなんじゃないですか？　それに、古い作品もたくさんあります。三十年とか前から、ずっと学長をモデルにして作品を作ってきて、それがずっと殺したいとかなんだとかいう思いのためだったら、どうして今なんですか。どうして、今になって学長暗殺未遂なんて起こるんですか？」

「…………」

　ヤムセはそう言われてあらためて周囲を見回し、その点は認めて頷うなずいた。

「では、何故なぜ学長の作品ばかりがある？」

「え、ええっと、それは……あ、《学長をモデルにし隊！》みたいな……」

「……なんだそれは」

「……今思いついただけです」

「……まあいい、では、好意を持っている相手の肖像をどうして傷つけるんだ」

「うーん……単純に、絵が思い通りにうまくいかなかったとか……で、むしゃくしゃして、やっちゃった？」

「……このスケジュールノートは？」

「あ、わかった！　ほら、これだけの作品を作るには、モデルをじっくりスケッチしないと。でも相手は学長ですもん、許可出ないですよね。じゃあ、なんとかスケッチできるタイミングを見つけて、その間に描かいちゃうしかないんですよー…………なんて」

　リティーヤも言いながらなんだそれはと思った。

　ヤムセも、表情からすると同じように思ったらしい。憐あわれみを含ふくんだ目で見られ、リティーヤはちょっと不服を覚えて言った。

「だ、だいたい、先生の言うように暗殺目的なら、どうしてここにこんなにたくさん絵とか彫ちよう像ぞうとかあるんですか」

　ヤムセは部屋を見回し、一つ頷いて答えた。

「…………呪じゆ術じゆつだ」

「はあ？」

「古来《ヘビの一族》では類るい似じしたものは互たがいに影えい響きようしあうという考えがあって──」

「そんなの、何の証拠があるっていうんですか！　この絵が呪術に使われたなんて、あたしの話と同じくらい根こん拠きよってものがないじゃないですか」

「自分の話に根拠がないのは認めるのか」

「う……だ、だから、要は証拠ですよ、証拠！」

　リティーヤは傍かたわらにあった等身大の銅像をぼんぼんと叩たたいて言った。

「いいですか、これが呪術だって言うなら、それなりの」

　ふと、リティーヤはそこで言葉を途と切ぎれさせた。

　何か、感かん触しよくがおかしかった気がしたのだ。

「…………」

　リティーヤは、黙だまって像の方を振ふり向いた。それはやはりオルドゥナをモデルにした精せい巧こうな銅像で、両手を僅わずかに開いて持ち上げ、何かを抱だきかかえようとするかのようなポーズを取っていた。

　もう一度その銅像の肩かたの辺りに触ふれてみる。なめらかな、ひんやりとした感触は銅像特有のものだ。それはいい、そこまでは。

　ただ、その肩のところが、今、僅かに動いた。

「…………え？」

　リティーヤは顔をひきつらせた。夢でも見ているのかと、半笑いを浮うかべる。

　だがそれは夢ではなく、銅像は、確かに腕を今よりも持ち上げつつあった。

「ひ」

「リティーヤ下がれ！」

「ひぎゃあああああああああああああああああああああああああああ！」

　リティーヤはとんでもない悲鳴を上げ、ヤムセは彼女を銅像から引きはがして、その直後に彼女が最前までいた空間に、銅像の硬かたい拳こぶしが振り下ろされた。

　べご。

　拳のめり込んだ床ゆか板いたが、裂さけた。

「……なるほど」

　ヤムセが冷静に呟つぶやいた。

「これは確かに、呪術の証拠になる」

　ヤムセはとりあえず手近にあった椅い子すで像を殴なぐりつけ、よろめいたところを蹴けり倒たおした。

「先生さっさとなんとかしてくださいよ！　ひいいいいっ」

「言われなくても今潰つぶす」

　ふ、とリティーヤは泣きやんだ。魔ま力りよくの動きを感じたのだ。リティーヤの魔力も反応し、肌はだが粟あわ立だった。〈昼〉魔力と補い合い、反発し合う、〈夜〉魔力。何ものであろうと停止を求められ、熱を奪うばわれる負の力。

　その急速な動きの源は、ヤムセの右手。彼はその右手を真っ直すぐ前に突つき出し、今にも起きあがろうともがく像へ向けた。こおおおおおお、と大気が鳴る。日にち没ぼつ以来膨ふくれあがっていった〈夜〉魔力が、めまぐるしく、動く、動く、動く──。

　強すぎる。

　リティーヤはその威い力りよくと規模に勘かんづいて目を見開いた。ヤムセは冷静な顔で魔ま術じゆつを今にも発動しようとしている。だが、この強さは。

　この強さは、小屋全体を──リティーヤをも含めて──氷こおり漬づけにするのに十分だ。

　冷静なのは、顔だけだ。

　彼は、今、十分にぶち切れている。

「先生えええええっ、やめてええええええええ！」

　考えてみれば苦手な創作活動などさせられた上に像や絵だらけの小屋の家や捜さがしをさせられて挙げ句の果てに像が動いたのだ。彼のストレスはリティーヤの想像以上だったのだろう。

「やだやだやだやだまだ死にたくないーっ！」

　リティーヤは巻き添ぞえを食くらう前に防護結界を張ろうと必死で魔術の準備に入った。精神集中精神集中、と言い聞かせてやっと魔術が発動すると思ったその時──。

　ドアが開いて、何故かエリドが目を瞑つぶってスコップを振り回し、声を張り上げ突とつ入にゆうしてきた。

「うわああああああああああ！」

「えええええええええええええええええ!?」

　リティーヤは悪化する事態に絶ぜつ叫きようした。無情にも、そこでヤムセの魔術が完成する。

「凍てつけ」

　静かな命令が大気を震ふるわせた直後、確実に死をもたらす冷気がヤムセの足あし下もとから壁かべ際ぎわまで、瞬しゆん時じに広がった。その見えざる死の手が触れたところは、絨じゆう毯たんも、壁かべ紙がみも、テーブルも、チェストも凍こおり付いて、ものによっては僅かな衝しよう撃げきで砕くだけ散った。

　像も砕けはしなかったものの凍り付き、今にも起きあがろうとした姿勢のまま動きを止めた。

　砕けたカーテンやテーブルクロスがきらきらとダイアモンドダストのように空気中を舞まう中、ヤムセは相変わらずの落ち着いた顔でその凍り付いた像を一いち瞥べつし、やっとリティーヤの方を見た。

　リティーヤは──。

「ひ、ひあ……」

　生きていた。

　ついでに言うとエリドも無事だ。リティーヤは彼を見た途と端たん、準備していた結界の発動場所を、自分の周囲からヤムセと像の周囲に変へん更こうしたのだ。これならエリドもリティーヤも守られる。ヤムセは発動者なのでよほどのことがない限り自分の魔術で死ぬこともないし、像の動きは止められる。

　ヤムセはリティーヤの様子を冷静に眺ながめて言った。

「生きてるのか」

「殺す気だったんですか！」

　やっと悲鳴以外のまともな声が出た。

「殺すならもう少しうまくやる」

　ヤムセは冗じよう談だんなのか本気なのかそう呟き、リティーヤに向けていた視線を像に向け、それが完全に動きを止めていることを確かく認にんした。その横顔からは、弟子でしを殺しかけたという後こう悔かいなど微み塵じんも感じられないが、それでも彼にしてはどこか苛いら立だったような目をしていたから、まあ、ショックではあったのだろう。その心中を察して、リティーヤは、文句はこの程度に留とどめてやることにした。

「まったく、あたしも甘いんだから……」

「リティーヤ。結界を解け」

「あーもうわかってますよ！」

　安あん堵どと恐きよう怖ふからリティーヤは腰こしが抜ぬけて立てなかったが、座り込んだまま結界を解除すると、ヤムセは同じように戸口付近で腰を抜かしているエリドの方にずかずかと歩いていった。

　エリドは、とんでもない大魔術を使って自分をも巻き込みかけたヤムセの顔をぽかんと口を開けて見上げている。

「……何か、申し開きはあるか？」

「……申し開き？」

　オウム返しに聞き返し、その顔が、ようやく我に返って引き締しまる。彼は周囲を見回し、像が倒れているのと、リティーヤがいるのを確認して、困こん惑わくした目でもう一度ヤムセを見た。

「こ、これは……どういうことなんです？」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　ヤムセが、彼にしては穏おだやかに呟き、その声の調子にリティーヤは思わず寒気を覚えた。

「せ、先生っ」

「リティーヤ、おまえ外に出ていろ。少し気分の悪いものを見せることになる」

「ああああああああっ、やっぱりまだぶち切れてるっ、ちょ、ダメですってええええええ！」

「え？　ええええ？」

　戸と惑まどうエリドを師の拷ごう問もんから守るため、リティーヤはまた喉のどを嗄からして声を張り上げねばならなかった。
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「ご、誤解です！」

　自分にかけられている疑いを理解したエリドは開口一番そう叫さけんだ。

　エリドは無事に残った椅子の一いつ脚きやくに座らされ、ヤムセはテーブルを挟はさんでその向かいの一人掛がけソファに座り、リティーヤがいつでも動けるようにそのそばに立った。

　ヤムセは足を組み、相変わらずの穏やかな、不気味な声で言った。

「誤解か。誰だれでも最初はそう言う」

「先生、お、落ち着いて。あたしは無事だったんですし」

「誰がおまえの身の安全など気にしているか」

「えーまたあ」

　リティーヤはへらへらと笑った。ヤムセはにこりともしなかったし、エリドは、そもそも二人の会話を聞いていなかった。

「僕は確かに呪じゆ術じゆつに手を出しました、あの像はそのせいで動き出したんです。でもそれは学長の暗殺のためなんかじゃありません！」

「呪術に手を出したことは認めるか。ならばそれで十分だ、捕ほ縛ばく後じっくりと話を聞かせてもらおう」

「ぼ、僕はオルドゥナ様を敬愛してます！」

　エリドは突とつ然ぜんテーブルに手をついて身を乗り出した。

「僕はオルドゥナ様から直々に肖像画の依い頼らいを受けました。……これに勝まさる栄えい誉よはありません、しかし同時に僕はひどく焦あせってしまったんです！　僕は人見知りが激しくて、特に初対面の人とは上がってしまってうまく話せないんです。こんな……こんな僕が、オルドゥナ様のおそばで絵を描かくなんて……！　絶対上がってしまいます、まともに絵筆も握にぎれません！」

　叫ぶエリドの手は実際震えていた。まあ、確かにこれでは不安に思うのも仕方ないのかもしれない。

　エリドは大きな声を出してしまったことに気付くと、申し訳なさそうに顔を赤くして、また椅子に座り込んだ。

「それで、僕はせめて予行演習をしようと思いました」

「予行演習？」

　リティーヤは聞き返しながら、なんだか嫌いやな予感がしていた。

　エリドは、目の前のテーブルに、鞄かばんから取り出した本を置いた。

「僕の仕事は古文書の管理で、仕事中にこの本を見つけました。この本には、呪術を使えばそっくりの彫像を作れる、と書いてあって、そのやり方も、詳くわしく載のっていました。それで、僕は、本物そっくりの彫像を前に置いて、れ、練習しようと思ったんです……」

　ああ……とリティーヤは脱だつ力りよくに似たものを覚え、ヤムセをちらりと見た。彼は黙だまっていた。眉み間けんの皺しわも細められた目もいつものことだが、ただ、何か、こう……いつも以上の迫はく力りよくがあった。うん、怒おこってる怒ってる、とリティーヤは彼を見て思った。まあ、普ふ通つう怒るだろうが。

「ぼ、僕は、依頼を受けてから、実際に肖像画を描く作業に入るまでの間にこの像を完成させて、これを前にオルドゥナ様を描く練習をしました。最初は失敗も多かったのですが、だんだん慣れてきて、自信もついて……これなら、と思えてきたんです。でも……」

　エリドは恐おそろしげな目を、部屋の片かた隅すみに転がされた銅像に向けた。熱で溶とけてしまわないよう暖だん炉ろの火は消しているが、いつまで凍ったままでいてくれるかはわからない。

「でも、あの銅像は勝手に動き出すようになりました。それだけではありません。これは口止めされているのですが、僕が肖像画を描かせていただいていた時、オルドゥナ様が襲おそわれたんです。実は僕はその直前に、あれの……あの銅像の姿を、近くで見ていたのです。その時はまさかとは思ったのですが、後から、だんだん不安になってきて……」

　エリドの優やさしげな小さな目が、悲しみに揺ゆれる。

「元々は影かげ武む者しやを作る魔ま術じゆつでしたから、影武者が本物を殺そうとするなんて、とも思いました。でも、一応確かめようと思って、今日、この小屋に来たんです。そうしたらいきなり襲われて……驚おどろいて、一度は逃にげ出してしまいましたが、やっぱりこれが暗殺犯なら、どうにかして処分しないといけないと思って、スコップを持って戻もどってきたんです」

　それで、エリドと銅像にまつわる話は終わった。

　ヤムセはこめかみを押さえ、しばらく考え込んでいたようだったが、やおら顔を上げて部屋を手で示して言った。

「では、ここはいったい、なんだ」

　エリドは部屋を見回した。戦いのために幾いくつもの彫像が砕くだけ、割れていたが、まだ無事なものも幾つもあった。壁かべは相変わらず肖像画で埋うまっている。

「ここは……」

　エリドが苦しそうな表情を浮うかべた。

「ここは、オルドゥナ様ファン俱く楽ら部ぶ《白鍵会》支部です」

　…………。

　ヤムセもリティーヤも沈ちん黙もくした。

　静せい寂じやくの支配する室内で、エリドは長く、長く、ため息いきをついた。




　事の始まりは数十年前に遡さかのぼる。

　オルドゥナは当時花も恥はじらう十代の乙女おとめで、《白鍵会》の会員だった。その明るい性格と人目を引く華はなやかな容よう貌ぼうのために《白鍵会》のメンバーは彼女を猫ねこかわいがりし、何度もモデルにした。やがて中でも彼女を愛したメンバーはファン俱楽部を結成し、その伝統は今も続き、若いメンバーを密ひそかに増やしながら、オルドゥナをモデルにした作品を作り続けているのだ。

　……ところがオルドゥナは今や学長。わざわざ時間を割さいてモデルになってもらうわけにもいかない。そこでメンバーたちは、オルドゥナのスケジュールを密かに調べて、講義や行事など、人前に姿を見せる機会を逃のがさず、彼女のスケッチをすることにした……。

「スケッチのため……？」

　リティーヤは自分が最前言っていた通りになったというのに、テーブルの上に置かれたスケジュールノートを見つめて、ほとんど信じられない思いで呟つぶやいた。自分で言っておいてなんだが、まさかあの《学長をモデルにし隊》が事の真相だとは思えなかったのだ。

　エリドはいっそう小さくなって、消え入りそうな声で答えた。

「はい、公私に亘わたるご予定を調べるなんていけないことだってわかってはいましたが、僕らは……敬愛の気持ちを抑おさえることができず……。警備の間かん隙げきを縫ぬって良い席を確保することもありました」

「……だから、警備状じよう況きようも書いてあったのね……」

　おそらく奥の部屋のキャンバスや像も、リティーヤの想像通りの理由から傷つけられたのだろう。この異常事態を前にヤムセがどういう決断を下すのか気になって、リティーヤは師の方をちらりと見た。ヤムセは……。

　何か、ぐったりしていた。

「……せ、先生、もうちょっとこう、やる気を出して」

「うるさい。何が《学長をモデルにし隊》だ……」

「あ、あたしの正しさを認めてるんですね」

「ただの当てずっぽうだろうが。だいたい、どうして影武者が本物を殺そうとするんだ」

「うーん、それは……」

「呆あきれられても仕方ないと思います。僕の愚おろかさのために、オルドゥナ様が危険な目に遭あったのかと思うと、僕は……」

　エリドは伏ふせていた目をふと上げて、ヤムセとリティーヤを交こう互ごに見て言った。

「でも、会のみんなは、あの像の暴走については無関係なんです。全部、僕が勝手に──」

　その時、玄げん関かんに通じるドアが突然開いて、突とつ進しんしてくる者があった。

「水くさいぞ、エリド！」

　そう叫んでエリドの胸むなぐらを摑つかんだのは、ヒゲを生やした大男だった。そういえば先さき程ほどの体験会で見覚えがある。《白鍵会》の会員だ。彼を先頭に、数名の人間が口々に叫び、あるいは泣きながら入ってきて、エリドを取り囲んだ。

「み、みんな……！」

「そこまで悩なやんでいたのなら言ってくれ！」

「つらいことがあるなら聞いてやる！」

「さあこの胸に飛び込んでこい、エリド！」

「みんなああああああ！」

　がっしりと固く抱だき合う男たちを前にして、リティーヤはほろりと零こぼれた涙なみだを拭ぬぐった。

「いい話ですねえ」

「違ちがうだろ」

　ヤムセはだらしがないほどソファに深くもたれかかり、疲つかれた顔で呟いた。怒いかりを通とおり越こして呆れきっている様子だ。もうどうやって収しゆう拾しゆうをつけるか考えるのも面めん倒どうになってきたのだろう。夜も更ふけた。彼は目元を押さえてもみほぐした。

　だが、最後の一人が室内に入ってくるのを見た瞬しゆん間かん、眠ねむそうだった彼の目が驚きに見開かれた。ソファから背中をひっぺがし、身体からだを起こす。

「話はすべて聞かせていただきました」

　最後の一人は、話題の主、オルドゥナ本人だったのだ。




　男たちは落ち着くと、自分たちもまたファン俱楽部の会員なのだと名乗った。

「オルドゥナ様に呼び出され、エリドについて色々聞かれたんです。肖像画を描いてもらっているが、最近元気がないようだ、何か知らないか、って……。俺たち何にも知りませんでした。でも、オルドゥナ様は俺たちの活動のことも全部知ってたんです。オルドゥナ様は、エリドと話をして励はげましたいけど、二人だと緊きん張ちようさせてしまうから、一いつ緒しよに来て手伝ってくれないか、とおっしゃったんです！」

　例のヒゲの巨きよ漢かんがそう言い、涙を拭って、オルドゥナの方へ向き直り頭を下げた。

「こいつは確かに間ま違ちがいをおかしました。でもそれに気付くことができなかった俺たちも同罪です。どうか、こいつを罰ばつするなら、俺たちも一緒に……」

　エリドが慌あわてた様子で言った。

「だ、ダメだよ、これは僕が……」

「黙ってろよエリド！　俺たち……仲間だろ？」

　エリドの頰ほおを涙が筋となって流れ、男たちは抱き合ってまた泣いた。

　オルドゥナは穏おだやかな声で言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたたちの想おもいは受け止めました。悪いようにはいたしません」

「オルドゥナ様！」

　エリドが声を絞しぼり出すように言った。

「私は皆みなとは違います、禁じられた呪じゆ術じゆつに手を出してしまったのです、どうか、どうか罰を！」

「……では、あなたに特別な罰を与あたえましょう」

　オルドゥナはその顔に厳しい表情を浮かべ、エリドを見つめた。鋭するどく、射貫ぬくような目には、大の男でも一いつ瞬しゆん怖おじ気づくような底知れない強さと、吸い込まれそうな深さがあった。

　息を吞のむエリドに、オルドゥナは言った。

「私の肖しよう像ぞう画がを完成させなさい。あなたの名前とともに、私の姿を広く世に伝えるのです」

「あああ……」

　エリドはもはや溢あふれる涙を拭いもせず、ただむせび泣いた。

　その情熱の輪から離はなれたところで見守っていたヤムセが、ためらいがちに話しかけた。

「学長、その──」

「ヤムセ、お疲れ様です。大丈夫、私がすべて良いように取りはからいます──ああ、そうそう、忘れるところでした。あの像ですけれど」

「はい、呪術を解くためにはおそらく儀ぎ式しきが必要になるかと。手配をいたします」

「いえいえ、あなたの仕事はここまでで十分です。あとは私がやっておきます」

　オルドゥナの頰は、何故なぜか恥じらう乙女のようにほんのり色づいていた。

「学長たる私が預かるのが最適でしょう。あのような素す晴ばらし……ごほん、そう、恐おそろしい像を、他ほかの者に任せるわけにはいきません。私の管理下において、じっくりたっぷり調べ尽つくして……ええ、それはもう有効活用させていただきましょう。ふ……ほほほほほほほ……」

　どこかうっとりと夢見るような目をしている。

　……何か変だ。

　リティーヤもそれはわかったが、オルドゥナが何を考えているのかはよくわからなかった。何しろ学長だ、きっと深遠な思し慮りよがあってのことなのだろうが──。

　オルドゥナはぱんぱんと手を叩たたいて、会員たちに言った。

「さあ、これで問題は解決です！　後はそうですね、ソリのようなものを作って、あの像を運びましょう！　さあさあ、夜が明けないうちに作業を終わらせますよ！　働いて働いて！」

　そして、そのまま──。

　オルドゥナは作らせたソリに像を載のせ、会員たちに引きずらせて嬉うれしそうに雪道を去って行った。




　小屋の玄関の前に立ち、オルドゥナを呆ぼう然ぜんと見送って、リティーヤはヤムセに尋たずねた。

「あの、結局、どういうことなんですか？」

　ヤムセはドアにもたれかかり、ぐったりしている。

「だからだな」

「はあ」

「襲しゆう撃げきを受ける直前、エリドは像を見たと言っていたな」

「はい。学長の肖像画を描かいていた時ですよね」

「そうだ。ところで学長は目が良い」

「……はい」

「エリドが見たものを同じように見ていたとしてもおかしくない」

「…………」

「そして、学長が、ここ最近続く襲撃事件と像との間に何らかの関連性を見いだしたとする」

　リティーヤは、なんとなくこれは聞かない方が良いのではなかろうかと思ったが、自分から話を振ふっておいて耳を塞ふさぐわけにもいかなかった。

「学長は、適当な人間に声をかけて、それを秘ひ密みつ裏りに調べさせる。あとは事実が明るみに出たところで、事態の収拾に出ていく。会員も連れて行けば、エリドの精神的負担も少しは軽くなる」

「…………え。えっと、学長が全部わかってて、あたしたちに調べさせた、ってことですか？　でも、それで学長にどういう利点が──」

　ヤムセは嘆たん息そくして、背中を戸口につけたままずりずりと座り込んだ。

「彼女は、本来ならば手に入るわけもない禁きん呪じゆによって作られた自分の影かげ武む者しやを、合法的に、なおかつタダで手に入れられたんだぞ。これ以上の収しゆう穫かくがあるか？」

「…………」

　リティーヤは林を縫ぬうように延びる道を見つめていたが、そこにはもう、オルドゥナの姿はなかった。




　騒そう々ぞうしい夜が明けると、晴れやかな青空が広がっていた。

「ご満足ですか？」

　不服そうに言ったのはロードマスターだった。彼は腕うでを組み、オルドゥナを見下ろしていた。オルドゥナはゆったりと椅い子すに座り、執しつ務む机の向こうから彼を眺ながめている。

　学長室である。

　巨きよ大だいな窓からは晴れ渡わたった青空と雪と氷で砂糖細工のように白くコーティングされた森が見み渡わたせた。小高い丘おかの上に建つ、塔とうの上層階だった。

「ええ、とっても」

　オルドゥナは穏やかに微ほほ笑えむ。そういった表情はいかにも優やさしく芯しんの強い女性指導者といった様子だったが、目には彼女の悪戯いたずらっぽいところが滲にじみ出ていた。

「ヤムセとも久しぶりに遊べましたし、有意義で楽しい時間を過ごせたと思います」

「……ボクには一つわからないことがあるんです。教えていただけますか？」

「私にわかることでしたら」

　そこでロードマスターはオルドゥナの机に手をつき、身を乗り出して囁ささやいた。

「どうして、影武者が自由にされたからといって、本物であるあなたを襲おそうんですか」

「あら、そんなこと私にもわかりませんわ」

　オルドゥナは小首を傾かしげて答えた。

「でも、そうですわね、ちょっと想像してみたらいかがかしら？　あれは私の行動を完全に模も倣ほうできる、優ゆう秀しゆうな影武者なのですわよね？」

「……そのようですね」

「では、私自身がもしもあれと同じ影武者の立場におかれたら、いったいどうするかしら？　自分は偽にせ者もの、そう言われる立場なら？　答えは簡単──」

　オルドゥナは笑顔のまま、その細く美しい指を己おのれの喉のど元もとに当て、つうと横に引いた。

　小首を傾げるようにして、ロードマスターに微笑みかける。

「ね？」

　ね、ではない。

「怖こわいことを言う人ですね」

　ロードマスターは言って、オルドゥナの目を覗のぞき込んだ。

「そういえば、あの影武者はまだ未完成だったそうですね？　あなたの血の一ひと滴しずくでさらにそっくりの見た目に変わるとか」

「そういえば、そうだったかもしれませんわね」

「で、今のあなたはどちらですか──本物ですか？　それとも、影武者の方？」

　オルドゥナは目を丸くして、次の瞬しゆん間かん噴ふき出すように笑った。

　あとはもううやむやにされた。





５






《白鍵会》の作品展が開かれたのは、学長暗殺未み遂すい事件が秘密裏に終幕を迎むかえた二週間後のことだった。《学園》のお膝ひざ元もと・アムブールの街にある小さなギャラリーで開かれたそれには、《学園》内外の関係者の他、宣伝のおかげで多少の一いつ般ぱん客きやくも入っていた。

　一度だけとはいえ、一応体験会参加者だったので、リティーヤもヤムセも展示会に招かれていた。

　それと、招かれてもいないのに勝手についてきた人物が一人。

「ぷ、ぎゃふ、ぎゃはははははははははははははっ、あはっ、く、苦しい……！」

　腹を抱かかえて笑うロードマスターのそばには、ヤムセがいつになく仏ぶつ頂ちよう面づらで立っている。

「え、ええと、先生、その、どうも」

「…………」

　遅おくれてきたリティーヤが声をかけても、ヤムセは返事もしない。

　リティーヤが追試のために少し遅れて会場に入った時、いきなり笑い声が聞こえてきて、声の方へ行ってみたら、体験参加者たちの作品を陳ちん列れつしたコーナーに彼らがいたのだ。《白鍵会》に入ってみませんか、という宣伝を兼かねたコーナーで、そばでは体験教室も開かれている。

　その陳列品の中に、《ヘビ》がいた。

　掌てのひらに載る程度の大きさで、緑とピンクをぐちゃぐちゃに混ぜたような奇き怪かいな色づけがなされていた。

　ロードマスターは震ふるえる手でその《ヘビ》の一いつ端たんから突つき出た触しよく手しゆのようなものを指して、リティーヤに尋ねた。

「ね、ねえ、リティーヤ、これって何かな。や、ヤムセは答えてくれないんだけど」

「……ええと」

　リティーヤは作り主をちらりと見たが、制作過程を知る者として説明することにした。

「その、目です」

「目!?」

　ロードマスターの目と口が、理解を超こえた事実のために大きく開かれた。

「…………いつからヘビに眼がん柄ぺいが生えるようになったの？」

「い、いや、その……最初は点をつけたんですけど、それじゃダメだって言われたみたいで」

　確かにエリドはそう言ったが、それはもうちょっと目っぽく作ってほしいという意味であって、間ま違ちがってもカニやカタツムリのような目をヘビにつけろと言いたかったわけではないはずだ。

「じゃ、じゃあ、こっちは？　これ、口だよね？」

　ヘビの口の周りは、何故なぜか細かく切れ込みが入っていた。たぶん、そう、歯をつけようとしたのだろう。薄うすっぺらくて横に広がっているのでレースのリボンのようになっているが。

「……が、頑がん張ばったんですよね、先生っ」

「…………」

　ヤムセは完全に黙だまり込んでいた。リティーヤも、堪こらえようとはした。努力はしたのだ。

　努力が実らなかったのは、基本的には、ロードマスターのせいだ。

　彼はしばらくぽかんとしていたが、やがて突とつ然ぜん噴ふき出し、腹を抱えて笑った。

　ひいひいと苦しそうに息をしながら、リティーヤの肩かたを叩たたく。

「こ、これがヘビ……眼柄があって、口からリボンをぶら下げた、ヘビ……！　し、信じられるかい、リティーヤ……こんなの、ヘビじゃないよ……！　だって、ボク最初は、《ヘビの一族》の作った妙みような合成生物かなんかをモチーフに、したのかと、思っ……う、ひ、ひひひひっひ」

「ロードマスター」

　ヤムセの声は低かった。

「周囲の迷めい惑わくになります。大声は控ひかえてください」

「う、うん、じゃあ、ボクはもう出てるね、ひ、ひひっ、ふ」

　ロードマスターは胃を痙けい攣れんさせるような笑いを上げながら、ふらふらとリティーヤらに背を向けた。そばにいた受付嬢じようも付き添そって、こちらで休めますから、と案内している。彼女の頰ほおもゆるみ、肩が震えているのに、リティーヤも気付いていた。

　リティーヤの肩も、震えていた。

「…………」

「い、いや、笑ってません、笑ってませんよ？」

　リティーヤはこの世の誰だれも信用するものかという顔で不信感いっぱいに睨にらみつけてくるヤムセをなだめ、笑いをごまかすために咳せき払ばらいをした。

「ごほん！　えーと。あ、そうそう」

「笑いたければ笑え」

「いやいや。ほら、あの、なんでしたっけ」

「しらん」

　すっかりへそを曲げたらしいヤムセはリティーヤに背を向け、出口の方へ歩き出し、リティーヤも小走りになって彼を追った。

「せんせ」

　リティーヤは彼の後から外に出て、呼びかけた。外光の遮しや断だんされていた室内にいた身には、外は目も眩くらむほどの明るさに満ちていた。雪が照りつける太陽の光を反射し、世界を眩まばゆく輝かがやかせている。

　その光を遮さえぎって切り絵のように黒くぬきんでたヤムセの背中を、リティーヤは穏おだやかに叩いた。

「みんな、仲良かったですね。サークルの人たち。仲間って感じで。一日で調査終わっちゃったのはちょっと寂さびしかったけど」

　ヤムセは立ち止まってリティーヤを見た。

　彼はまたあのためらうような表情を浮うかべていた。

「せんせい？」

「……普ふ通つうの」

「はい？」

「仲間が欲しかったか？　《白鍵会》の人間のような」

「…………」

　リティーヤは何を言われたのかわからずきょとんとした。

　師の顔を眺ながめているうちに、じわり、と言葉の意味がしみてきて、思わず笑い出す。

　そう、彼はこれを言いたかったのだ──何か言いたげな、ためらうような表情は、前にも見たものだ。あの小屋を見張っていた時、リティーヤが《白鍵会》に入り浸びたれることを喜んだあの時、彼が今と同じ顔で言いかけた、言葉の続きがこれなのだ。

「ははっ、なあんだ先生気にしてくれてるんですか？　あたしがサークルにも入れないし普通の学生生活が送れないってこと。別に先生のせいってわけじゃないのに」

　彼は思いの外弟子でしのことを気き遣づかってくれている。それが嬉うれしくて、声が自然と弾はずむ。気分がふわりと浮き上がる。雲に乗ったみたいだ、とリティーヤは思う。ふわふわ、ふわふわ、嬉しくてこそばゆい。

　決して熱ねつ烈れつなものではない。情熱的なものではない。それでもこの気遣いは一つの想おもいの形なのだ。

（あいされてる）

　声に出せば否定されるので、リティーヤは胸の中でだけこっそり呟つぶやく。

　ヤムセは反対に、仏頂面になる。

「…………訊きいただけだ」

「はいはい。でもね、いいんですよ、あたしは。だって」

　だから、彼女はヤムセの腕うでに自分の腕を絡からめる。

「せんせいが、いるじゃないですか」

　ヤムセは、迷惑そうに嘆たん息そくしただけだった。

　だが、腕を振ふり払はらいもしなかった。

「だから、《ヘビ》のことは、内ない緒しよにしてあげますね」

　小さな秘密に、苦々しい顔を作りはしたが。








あとがき






　こんにちは。喜多みどりです。今回実は初しよ稿こうのページ数が予定を遥はるかに越こえていて、掌しよう編へん一本削けずろうか、なんて話もあったらしいです。今の形でお届けできるのは、ひとえに担当編集者木藤女史の編集マジックのおかげです……本当にマジックでした……ありがとうございます。

　さて、せっかくの短編集なので、ちょこっと解説させてくださいね。

「駆け落ちは夜行列車で」（「比翼連理はまだ遠い」から改題）シリーズ初お目見えのお話。『光炎のウィザード』の基本要素（魔導書、《学園》、師弟、旅、〈昼〉魔ま術じゆつと反動など）を一通り入れること、それでいて読みやすくて一ページ目から取っつきやすいこと、を目指しました。制限が多かった割に好きな話になった気がします。というか制限が多い方が燃えるのかもしれない。あと、基本的に雑誌掲けい載さい短編は『ラブ二割増し、ギャグ三割増し』を目め処どに書いています。この話だけタイトルが真面目まじめに四文字熟語だったので改題しました。

「ぶらり途中下車の味」珍めずらしくヤムセ視点あり。この人は難しそうな顔をしてはいますが、基本的に、何も考えていないか、考えても仕方のない根暗なことを考えているか、アホなことを考えているかのどれかだと思います。とっても非生産的。

「君となら雨天決行」「ぶらり～」でゼストガが可哀かわい想そうなことになっていたので、活かつ躍やくさせようとしたら案の定腹黒くなりました。雑誌掲載からちょい変へん更こうあります。リティーヤなら硬こう貨かの方がイメージしやすいだろうなあと思ったので。イラストがすんごい可愛かわいくて大好きでした。

「菓子泥棒がやってきた！」ヤムセの悩なやめる青年時代の話です。今だって青年ですが。何年もヴォルドなんかの部下をやっていたバドは、きっと不幸自じ慢まんでヤムセに勝てると思います。

「先生の苦手科目」書き下ろし短編。最大限にアホな話にしようと思って書きました。木藤女史には、暗いのでもいいですよ、と言っていただいていたんですが……アレ？

　後は、掌編が三本。「ゼストガ＆グレイビル」「ミカ＆イルザーク」「テヨル＆バド」です。ゼストガとグレイビルの話は、グレイビルが意外に重要なキャラだったことに気付いた前担当女史が、こんなことならデブキャラを許容するんじゃなかったと嘆なげき、それを聞いた喜多が、じゃあダイエット話書きますよとかなんとか言い出したのが発ほつ端たんです。バドとテヨルの関係についてはいつ明らかにしようかとタイミングを見計らっていたのですが、そろそろどうにかしておかないとこのまま終わりそうだったので、ここで書いてみました。でも読み返すと恥はずかしいので、書きすぎたかもしれない……。イルザークとミカは、そのうちまた本編で書くことになると思います。個人的にはこの話のために表紙イラストにカラーの（しかも制服姿！）のミカがいることがすごく嬉うれしいです。表紙のリティーヤの動きや各キャラの表情が楽しくてラフの段階からニヤニヤが止まりませんでした。宮城先生、いつもありがとうございます。先生のイラストを見ていると、いつもいろんなイメージが胸に膨ふくらんで、ハッとさせられます。

　と、こんなに文章みちみちで読みにくいあとがきまで読んでくださって、皆みな様さまありがとうございます！　二ヶ月連続刊行企き画かくとして、応おう募ぼ者負担ありの全員サービスもありますので、二月の本編第七巻もよろしくお願いします。それではまた来月お会いしましょう～！（近いな！）
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